

















































獣娘小隊にやる気なし司令官が着任しました。
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「昇進試験合格おめでとうございます、リオン様。これで晴れて少しよう尉いですね」

「いやだああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」




　メイドのイヅナの言葉に、リオン・ミリスは頭を抱かかえて床の上を転げ回った。

　今この場には二人しかいないからいいが、普通王宮の中でこんなことをしたら、その場で斬きられても文もん句くは言えない。

　そう、ここはメルキア王国首都マールファリアの郊外にそびえるマールファリア王宮なのである。

　ただし、王族もその家臣も、今二人がいる一角にやってくることはほとんどない。

　イヅナは部屋を、そして、仕切りの向こうに並ぶ膨ぼう大だいな書棚を眺ながめながら、

「この王室書庫警けい護ごという閑かん職しよくからも、ようやくお別れでございます」

　言って彼女は、カチューシャの上に飛び出る小こ麦むぎ色いろの狐きつね耳みみと、メイド服のスカートの間から伸びた尻尾しつぽを震ふるわせた。

　イヅナは、人じん狐こ族ぞくなのだ。

　一方リオン──こちらは獣けもの耳みみも尻尾も生えていない普通の人間だ──は、ぶすーっとした顔で床にあぐらをかき、

「何を言うんだ。こんないい仕事、他にないよ？　毎日ここに座って、一日中本を読んでればいい。誰だれかが閲えつ覧らんしに来ることなんて、月に一回あるかないかだ。疲つかれたら昼寝できるし。最高の役職じゃないか」

「世間では、それを閑職というのでございますよ」

「はぁ～あ…………親父おやじ殿どのが余よ計けいなこと言ってくるから……」

「仕方がありませんでしょう。ラークロウ様といたしましても、ご子息がいつまでも閑職では、聞こえが悪いとお思いだったのです。曲まがりなりにも、国王陛へい下かの甥おいなのですし」

「曲がってるよ。超曲がってるよ。私し生せい児じは王族扱いじゃないでしょ」

「それは名目上でございます。人は名目だけでは動きません」

「めんどくせー！」

　叫んで、またリオンは床をごろごろ。

　イヅナは呆あきれ顔がおで溜ため息いきを吐ついた。

　駄だ々だをこねる子供みたいだが、このリオンには王族の血が流れている。

　彼の父であるラークロウ辺へん境きよう伯はくは、現メルキア国王の弟なのだ。

　ただし、リオンの母親は、ラークロウ卿きようの正妻ではなかった。よって、リオンにラークロウ辺境領の一部でも相続する権利はない──ラークロウ卿と正妻の間に生まれた十人ほどの兄弟きようだいが全員死亡でもしない限りは。

　メルキアの騎士以上の爵位を有する男児は、成人（十五歳）すると、たいてい軍人となる。普通なら一兵卒から始めるところだが、王国内での地位によっては、初めから准じゆん尉いとして、指揮官見習い──すなわち幹かん部ぶ候こう補ほとなる。

　リオンもその例に漏もれず准尉であった。ただし彼の場合その微妙な立場が災わざわいして（本人にとっては幸いして）、まともな部隊に配属されることはなく、「王室書庫警護近衛このえ兵へい団だん団長」という、特にやることはないが無人にするわけにはいかない役職を仰おおせつかっていたのだった。

　ちなみに団員はリオン以外にいない。

「そうだ！」

　突然、何かを思い出したというようにリオンは起き上がった。

「俺おれ、確か昇進試験の解答、一問ずつずらしておいた……じゃなくて、ずれて書いてしまったはずだよ！　だから、試験は零れい点てん。合格するはずがない！」

「それに関してですが──」

　イヅナは、おほん、とわざとらしい咳せき払ばらいをして、

「試験官役のレムルー様からの伝言です。『これはリオン・ミリス殿のミスとも考えづらく、問題用紙がかすれていたなどの予期せぬ不ふ備びがあったものと思われる。よって今回はその事情を鑑かんがみ、解答位置を調整して採点したところ、満点という文句のない成績であった』とのことです。さすがですね、リオン様」

「うわあああああ余計な気を回しやがってえええ！」

　王族相手に恩を売っておこうという魂こん胆たんが見え見えである。

　リオンがラークロウ卿の私生児だということは、王都の貴族の間では周知の事実なのだ。

　実際はリオンに取り入ったところで、何の意味もないのだが。

　リオン自身、国王どころか、父のラークロウ卿にすら、まともに会った記憶がないのだ。父からはたまに、形式ばった手紙が届くくらいだ。

　この前来た『そろそろ昇進試験を受けろ』というような。

　今リオンが住んでいる屋敷はラークロウ卿の持ち物だし、一応、それなりに楽な暮らしができているのは父のおかげである。だから試験を受けるだけ受けて、落ちましたーという報告をし、義理だけ果たすつもりだったのだが──結果はこのありさまだった。

「くそっ……少尉になんかなったら、どこかの基地に配属されるじゃないか。軍人として真ま面じ目めに働かなきゃいけないじゃないか」

「それが普通かと思いますが」

「いやだ！　普通なんか知るか！　俺は働くのが大嫌いなんだ！」

「そうですか。では、今のうちに荷物をまとめておきましょうか」

「ちょっと！　話の流れがおかしいって！」

　リオンはなおもぶーぶー言いながら床を転がり続けるが、イヅナは慣なれたもので、無表情のまま動じず、部屋を出て行こうとする。

　と、そこへ、

「失礼いたします──？」

　兵士を二人伴ともなった文官がやってきた。

　彼は部屋の中を見るなり、怪け訝げんな表情を浮かべる。軍服を着たいい大人おとなが、床にごろごろ転がっていればそんな顔にもなるだろう。

　イヅナは向き直ると、丁てい寧ねいに一礼して挨拶する。

「これはレムルー様。この度はリオン様の試験結果に対するご配はい慮りよ、感謝いたします」

「ああ、なに。あの程度のミスで、後世の重要な人材を潰つぶすことになっては、王国の損失でもあるからな」

「…………余計なことしやがっていでええ！」

　ぼそっと呟つぶやいたリオンの手を、イヅナの靴くつのかかとが踏ふみつけた。

「──して、わざわざこのような場所にどのような御ご用よう件けんで？」

「いや、その合格通知と一緒に渡すはずだった辞じ令れいを渡し忘れていてな。早い方が良いだろうと思って持ってきたのだ」

「これは、レムルー様自みずから。痛み入ります」

「いやいや。リオン殿。このたびはご昇進、おめでとうございます。お父上にも、どうぞよろしくお伝えください」

「……へーい」

　だらけきったリオンの態度に、彼は一瞬顔をしかめたが、すぐに一礼して去っていった。

　イヅナは、さっそく届けられた辞令を開く。ふんわりした尻尾が上機嫌にゆらゆら揺れ動いていた。

「さてさて、リオン様はどこに配属になるのでしょう。国内交通の要よう衝しようミーア基地でしょうか。はたまた、最近発展目覚ましい港こう湾わん都市ビルシャバラの防衛砦とりで────は？」

「なんだい。どうしたイヅナ？」

　突然変な声を上げて固まってしまった狐きつね娘つこメイドに、リオンは顔を上げる。

　見れば、イヅナは、辞令を持った手をプルプルと震わせている。

　耳と尻尾も震えている。

「なあってば。俺はどこに配属になったのさ？」

「…………」

　イヅナは無言で辞令を差し出してきた。リオンはそれを読み上げる。

「…………リオン・ミリス少尉。以上の者、メルキア王国第五十三代国王ガルド・ヴァロア・メルキアの名において、下記任にん地ち・役職への転属を申し付ける──ラークロウ辺境領バルダ谷基地司令官」

　リオンは首をかしげる。

「……バルダ谷基地って言うと」

「そうです！」

　イヅナが悲鳴のような声を上げた。いつも冷静な彼女にしては珍しい。

「東隣のバルアディス王国との国こつ境きよう沿ぞい。戦略的要よう衝しようではありますが、地形上の攻めにくさから、古くから戦地となったことは一度もなく、基本的には警備しか仕事のないという、最悪の左さ遷せん先です！　ここに配備されればもう出世は望めず、二度と出てこられないという意味と、谷底にあるその形から、兵たちの間で揶や揄ゆされついたあだ名が──『アリ地じ獄ごく基地』！」

　イヅナの言葉が連つらねられていくに従したがって、リオンの表情がどんどん明るくなっていったことは言うまでもない。

　こうして──。




　リオン・ミリス──のちのリオン・ラークロウ。

　メルキア王国の歴史上、最も有能と謳うたわれることになる司令官の、第一の舞台は定まったのだった。










「あー…………うー……」

　ガタゴトと揺ゆれる馬車に、呻うめき声ごえが響ひびき渡わたる。

「リオン様。大丈夫でございますか」

「大丈夫じゃない。もう引き返そうよ……」

「今から引き返すと、また同じ時間馬車に揺られることになりますが」

「行くも地じ獄ごく、戻るも地獄か……」

　リオンは硬かたい椅い子すの上に敷かれたペラペラの布に再び顔を埋うめる。

　向かいの椅子に座ったイヅナは、呆あきれ顔がおでその様子を眺ながめながら、

「無理して馬車の中で本など読もうとするからそうなるのです」

「いやー、あまりにも暇ひまだったもんで」

「でしたら、代かわりに司令官引ひき継つぎの書類に目を通してください」

「えーめんどくさい」

「…………」

　イヅナは呆れて溜ため息いきを吐つく。

　辞じ令れいが下ってから三日後、リオンはイヅナと共に、新たな赴ふ任にん先さきであるバルダ谷基地目指して王都を後にした。

　街道を東へ。メルキア王国とバルアディス王国の間に横たわる山岳地帯に入り、山間の保養地ボリベーノを通過。ここまでおよそ十日の行程だった。

　山岳地帯に入ったあたりから、街道の幅はばは狭せまくなり、路面も悪化した。

　隣国バルアディスとは戦争状態ではないものの、ずっと険けん悪あくな関係が続いているし、それでなくても、こんな不便な道を使う商人や旅人はいないだろう。

　あまり人が通らない。だから道が整備されていないのだ。

「というか」

　イヅナは、リオンの足元に積まれた数冊の本を見やる。

　どれも革かわ装そう丁ていの立派な本だ。

　最近は活かつ版ぱん印いん刷さつによる廉れん価か本ぼんが出回るようになったが、書物はまだ手書きの写本が主流である。ことに、王室書庫にあるような古こ文ぶん献けんは、写本でしか存在しないものがほとんどだ。

「──その本、ひょっとして王室から持ち出してきたのですか？」

「ん？　ああ、そうだよ。まだ読んでる途と中ちゆうだったから。本当はもっと持ってきたかったんだけど」

「いやいや、さすがにそれはマズいのではありませんか」

「えー大丈夫だって。どうせ誰だれも読みに来ないんだし。これだって、俺おれが手に取るまで書棚の隅すみで埃ほこりかぶってたんだよ？　本は部屋のインテリアじゃないんだぞ」

　と、そこだけちょっと真剣に言って、リオンは身を起こす。

　本を何冊か手に取り、

「見ろ！　ブロンティノスの『博はく物ぶつ概がい覧らん』だ！　こっちはトマス・ピアズ編へん纂さん『北方神話集成』！　どっちも世界に十冊も現存しないと言われてるんだ」

「はぁ」

　書物にさして興味のないイヅナは、そんな薄い反応しかしようがない。

　と、リオンが手に取った本の下に、妙に薄うすっぺらい本があるのを見つける。他の本と違う廉価本のようだ。

「ではこれは？」

「ああ、それは──げ」

　リオンの顔がこわばる。

　慌あわてて取り返そうとするが、車酔いのせいか動きが鈍にぶい。

　イヅナはリオンをかわしながら、表紙の文字を読む。

「小説ですか？　ボンボリウス『小市民のオレが王城の門番になったら姫様たちにモテモテな件』──ほほう、これも貴重な資料というわけですか」

「そ、それは……」

「ほうほう、挿さし絵えが多うございますね。これはまた……女体ばかり、随ずい分ぶんと克こく明めいに描写していて……」

「返せ！」

　リオンはイヅナの手から本を取り返す。

「いいんだよ！　この本だって面おも白しろいんだから。面白けりゃ、本に貴き賤せんなんかない」

「ではなぜ焦あせって取り返すのです」

「いやぁ、それは──」

　リオンは気まずそうに視線を逸そらす。

　本に貴賤はない。ないが、女性に見られると恥はずかしい本というのはある。

「まあでも、少し安心しました」

「え、なにが？」

「リオン様がそういうことに興味があるということが、です」

「いや、そりゃありますケドも」

「ですが、わたくしにはちっとも興味を持たれる様子がありませんし。ひょっとして男色趣味なのかと疑うたがうこともありました」

「そんなことはないよ！　イヅナは、うーん、昔からずっと一緒だったからなぁ……」

　イヅナは、リオンが子供のころに屋敷に雇やとわれた。年齢も同じくらいで、メイドというか、幼おさな馴な染じみとか兄妹きようだいみたいな感覚に近い存在だ。

「…………」

　気づくと、イヅナがいつになく不満げだ。狐きつね耳みみがピコンピコン細かく動き、尻尾しつぽもパタパタと落ち着かない。

「な、なんだい」

「……いえ、べつに」

　イヅナはじっとりとした視線でリオンを見ていたが、やがて窓の外に目を向けた。

「──見えてきましたね」

　言われて、リオンも外を見る。

　延えん々えんと続く山の風景。

　その隙すき間まに、人工の建造物が確かにあった。

　周囲を山に囲まれ、そこだけがスプーンですくったように窪くぼんでいる。

　すごくこぢんまりとした印象だ。軍の基地というより、山さん賊ぞくの隠れ家とでも言った方がふさわしい気がする。

「まさにアリ地獄だな」

「そうですね……」

　リオンは弾はずむような口調で、イヅナは消しよう沈ちんしたような口調で、それぞれ言った。




　　　　　　　　




　馬車が門の手前で止まる。

　リオンとイヅナは下車して、目前に迫った基地を見上げた。

　木と石を組み合わせて建てられたそれは、メルキアの一般的な砦とりでである。さすがに王都の建物のようなきらびやかさや優ゆう雅がさはない。

「それにしても、城門が開きっぱなしとは」

「まー、いいんじゃない？　敵なんか来ないんでしょ」

　呆れるイヅナに、リオンは適当な反応。

　御ぎよ者しや役やくの兵士には、そのまま馬車を中に入れるよう命じる。

　馬車に続いて、二人も城門をくぐった。

　入ってすぐの場所は広い空き地になっていた。演習をしたり、集会を行ったりする場所なのだろう。司令所や宿舎、厩きゆう舎しやなどの建物は、その周りに並んでいる。

「なんだか閑かん散さんとしていますね」

　イヅナが、立ち上った砂すな煙けむりを尾で払いながら言う。

　確かに、見まわしたところ、兵は十人くらいしかいない。それも、暇そうに草場で寝そべっている者や、雑談を交かわしている者ばかりだ。訓練の休きゆう憩けい中ちゆうという雰ふん囲い気きでもない。普通の基地なら、こんなことはあり得ない。

「あー、えっと、そこの君、ちょっといいかな」

　と、リオンは近くにいた兵士に声をかける。その女性兵は、例外的に真ま面じ目めに剣技の訓くん練れんをしているところだったようだ。

「は？　何よあんたたち」

　彼女は、リオンと、その横に立つ狐娘メイドを見て、怪け訝げんな顔をする。

　剣を収めようともしない。それどころか、リオンたちに突きつけてきそうな勢いだ。

「そんな怖い顔しないで。今日からここの司令官を務つとめる、リオン・ミリスだよ」

「……！」

　女性兵──というか、まだ少女という年齢だ──は、目を見開く。

　そしてそれから眉み間けんに皺しわを寄せ、射い抜ぬくような視線でリオンを睨にらむと、不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じで敬けい礼れいした。

「……失礼いたしました。自分は、当基地所属、ルガル・ワーウルフ曹そう長ちようであります」

「ルガルか。じゃあ、ルガル。ええと、前任の司令官さんのところに案内してもらえるかな」

「それは……っ」

　ルガルはその言葉を聞くと、歯は嚙がみした。

　なぜか、リオンを睨む視線がますます鋭するどくなる。

「あの、リオン様」

「ん？　なんだいイヅナ」

「前任の司令官であるビルナック様は、事故死されております。だから、急きゆう遽きよリオン様の配属が決まったわけでして」

「あれ、そうなの？　聞いてないんだけど」

「ですから、引き継ぎの書類にちゃんと目を通してくださいと何度も──」

「あーあー分かった分かった──それじゃルガル。現在のこの基地の責任者は誰？」

「…………一応、自分であります」

「え、そうなんだ」

「何か、問題でも？」

　もはや目で殺すと言わんばかりの表情に、リオンは首を振る。

「いやいや、別に。それじゃルガル曹長。さっそくだけど、俺の寝ね床どこに案内してくれるかな。もう疲れて疲れて──」

「リオン様」

「……今度はなに、イヅナ」

「その前に、新任の挨あい拶さつが先かと。兵士を集合させ、引き継ぎが行われたことを示しませんと」

「えー、いいよそういうの。面めん倒どう臭くさい──」

「リ・オ・ン・様」

「……分かった分かった。じゃあルガル。そういうわけだから、集合かけてくれる？」

「了解しました……」

　ルガルは敬礼すると、その場を立ち去っていく。最後まで、リオンを睨む視線の鋭さは和やわらがなかった。

「あの、リオン様」

「なんだい。お説教はもういいよ」

「いえ、そうではなくて──部下の女性をいきなりファーストネームで呼ぶというのはいかがなものかと。あまりおかしなことをされますと、司令官としての信用がなくなります」

「いやいや、彼女はあれでいいんだ」

「どういうことです？」

「それにさ──」

　と、リオンは、イヅナの質問には答えずに言う。

「この基地自体、なかなかおかしな場所だと思うよ」

「？　まあ、確かに『アリ地獄』と揶や揄ゆされるにふさわしい、閑散とした場所だとは思いますが」

「いやいや、そうじゃなくて」

　リオンは、ルガルの後ろ姿を眺ながめながら、

「そもそも、曹長が基地の責任者というのは、臨りん時じとしても相当の事態だ。普通は准じゆん尉い以上の人間がするはずだからね」

　それに、とリオンは続ける。

「彼女──人狼族じゃないか」

「そう、ですね」

　その点はイヅナも気になっていたのだろう。彼女もルガルの背中を見て、小さく頷うなずいた。

　宿舎らしき建物に向かうルガル。

　そのスレンダーな後ろ姿には、普通の人間にはない大きな特徴があった。

　引ひき締しまった尻しりを包つつむ制服には専用の穴が開けられており、そこから、ふさふさとした尻尾が生えている。

　そして、人狼族特有の銀灰色の豊かな髪の毛の間からは、大きな二つの狼おおかみ耳みみが飛び出ていた。















　　　　　　　　




　メルキア王国は、大陸中で最も獣人種の多い土地である。

　イヅナのような人じん狐こ族ぞく、ルガルのような人じん狼ろう族ぞくの他にも、人じん猫びよう族ぞく、人じん犬けん族ぞく、人じん蛇じや族ぞく、人じん馬ば族ぞく、人じん竜りゆう族ぞくなど、多彩な獣人が暮らしている。

　他国に比べれば、彼らの境きよう遇ぐうは随分といいと言われるが、それはあくまで比ひ較かく的てきということである。メルキア国内でも、獣人種に対する不平等は、様々な側面で見られる。

　メルキアの建国神話に曰いわく、神はいろいろな動物を基もとに人間を造ろうとしたが、どれも上う手まくいかずに、結局一から人間を造った。その上手くいかなかったのが獣人種で、一から造られたのがメルキア人だとされている。

　来歴自体はある種の真実ではあるのだろうが、人間に都合のいい解かい釈しやくである。

　そして、そういう不平等は、公的な決まりごとよりは、人々の日常の意識において、強く現れる。個人個人のレベルでこそ、差別は根強くはびこっていた。

　それは例たとえば、軍であれば、同じ階級でも獣人種のものは人間より低く見られる、という形で現れる。獣人であるだけで「半分下」の階級扱あつかいされるのである。

　ルガルが基地の責任者となっていると聞いて、リオンとイヅナが訝いぶかしんだのは、そういう理由からでもあった。




　──が、その事情は、すぐに明らかになる。

　三十分後、ルガルの号令で、基地の兵士全員が広場に集められた。

　バルダ谷基地は、メルキア軍の基地では最も小規模なタイプで、一小隊強、六十人ほどが配属されている。

　そのほとんどが、獣人種なのだった。

　リオンは正面にならんだ彼の「部下」たちを眺める。

　見たところ、人狼族に人猫族、人じん兎と族ぞく、人じん羊よう族ぞく、人竜族がそれぞれ十人くらい。

　人間兵は、その端はしに十人ほど並んでいるだけだ。

　しかも妙なことに、獣人種はやけに若い。というか幼い。リオンと同年代か、歳とし下したの者がほとんどだった。人間兵のほうは相そう応おうの年齢だが──。

　人狼族の先頭にいたルガルが前に進み出て、敬礼してきた。

　リオンを睨む怖い顔は相変わらずだ。

「……お待たせしました、司令官。当基地の全兵、集合しました」

「ご苦労様」

　リオンは試ためしに笑みを浮かべてみたが、ルガルはまったく無視して、列に戻っていった。なぜか分からないが、完全に嫌われているようだ。

　仕方ないので、リオンは挨拶することにする。隣となりでイヅナが睨んでいるし。

「えーと……俺が、今日からここの司令官になった、リオン・ミリス。よろしくね。んじゃ解かい散さん」

「リオン様──」

　あまりにも短い挨拶に、イヅナが文句を言おうとする。

　が、それを遮さえぎって声が上がった。

「真面目にやってください！」

「うぉ!?」

　リオンはびっくりして思わず背筋を伸ばす。

　見れば、ルガルがつかつかと再び前に進み出ていた。

「そんないい加減な着任の挨拶、聞いたことがありません！」

「んーまあ、俺もするのは初めてかな」

「ふざけないでください！」

「ふ、ふざけてなんかないって」

　近づきすぎて、そのまま激突しそうな勢いのルガル。リオンは身を仰のけ反ぞらせる。

　結構な美人だ。人狼と言っても、耳と尻尾以外は人間と変わらない。ただ、瞳ひとみの鋭さと口元から覗のぞく犬けん歯しが、やはり狼を思わせる。

　ルガルは銀灰色の髪を逆立てながらまくしたててくる。

「いいですか──？　ここは軍事基地です。それも国境沿いの重要拠点です。私たちは隣国バルアディスの脅きよう威いから祖国メルキアを守護する任にんに就ついているんですよ？　その指し揮きを預あずかる貴方あなたがそんな態度では──」

「でも、ここ、すごく暇だって聞いたけど」

「ぐっ……それは」

「事実、みんな暇そうにしてたでしょ。城門だって開いてたし、危険はないんでしょ？　基地が置かれてからこれまで、戦闘の記録は一度もないって書かれていたし」

「……そういうことだけはちゃんとチェックしているのですね」

　イヅナが呆れ声で呟つぶやく。

　ルガルは、悔くやしげに顔を俯うつむけたが、反論を思いついたらしく、すぐにリオンを見上げ直し、

「しかし、前任のビルナック司令は──」

「おい、いい加減にしとけよ、ワーウルフ曹長」

　──が、ルガルの言葉は、第三者の声に遮られた。

　列の端にいた人間兵の一人だ。小柄な中年の男である。

　諫いさめるような口調なのに、それを口にした本人の表情は、にやにやとしてしまりがない。

「司令官殿が解散って言ったら解散するもんだろうが。お前はもう、この基地の責任者でもなんでもなくなったんだ。弁わきまえろよ」

「で、ですが」

「おっと、口答えはなしだ。お前が責任者じゃなくなった以上、階級が上のオレにも、お前が反論する権利はない。そうだろ」

「…………」

　確かに、口を挟はさんできた人間兵の階級章は准尉──曹長であるルガルの一つ上だ。

「……変ですね」

　と、イヅナが小声でリオンに言ってくる。

「なぜ准尉がいるのに、曹長の彼女が基地の責任者だったのでしょう？」

「そりゃ、この基地の人員がこういう構成だからじゃない？」

　リオンは居並ぶ兵士たちを見回しながら言う。

「これだけ獣人種の割合が多い集団だ。獣人種に対する知識がある程度ないと、統とう率そつできないでしょ」

「……なるほど」

「ただ、まあ──だからといって、獣人種が責任者をやっていたからうまく回っていたってこともないみたいだけどね」

　リオンは溜息を吐く。

　その人間兵とルガルはいまだ睨み合っていて、放っておいたら殴なぐり合あいに発展してもおかしくない。

「はいはい、どっちも落ち着いて。着任早々揉もめ事ごとはごめんだ」

　パンパン、と手を叩たたいてリオンは両者を離れさせる。

「どうやら、この基地はけっこう乱れてたみたいだね。司令官が不在だったんなら仕方ない。その状況で、ルガル曹長はよくやってくれてたと思う。下へ手たすりゃ、暴動でも起きて、基地が放ほう棄きされて無人になったりしてるところだ。着任したら誰もいませんでした、じゃちょっと困るからね。どうもありがとう、ルガル」

「は、はあ……」

　突然褒ほめられて、ルガルは困こん惑わくぎみだ。

「で、混乱状態のままだと良くないから、ルガルの助言通り、もうちょっと話しておこう。この基地の方ほう針しん……って言っても、どんな業務があるのかはまだ知らないから、そこまで具体的なものじゃなくて、いわば俺のスタンスかな。俺はこんな感じで仕事するから、みんなもよろしくっていうやつ。俺はね──」

　リオンは皆を見回して、




「頑がん張ばらないためなら、どんな努力も惜おしまない」




「………………はあ？」

　ルガルが、思わずといった感じで声を上げた。

　列の中からも、かなりの数の「はぁ？」が聞こえた。

　イヅナだけが、呆れたように溜息の「はぁ……」を吐いていた。

「ま、そんなわけだからよろしくね。じゃ、今度こそ解散～」

　そう告つげると、ひらひら手を振って、リオンは逃げるようにその場を立ち去った。

「あ、ちょ、ちょっと！　待ちなさい！」

　我に返ったルガルが声を上げるが、すでにリオンの姿はなかった。イヅナも後を追って立ち去っていた。

「──なんなのよ、もうっ！」

　ルガルは頭を振り回す。もともと乱れがちの灰色の髪が、さらにぼさぼさになった。

　やがて、集まった兵たちは、首を傾かしげながら解散していった。みな、リオンの発言に困惑していた。

　人間兵たちも、宿舎に戻りながら会話を交わす。

「……なんだ、ありゃ」

「よく分かんねえが、つまりやる気がねえってことだろ」

「ま、こんな僻へき地ちに左さ遷せんされるような奴やつだ。やる気なんかあるわけねえよ」

「ああ。あれなら──」

　と、最後の一人が呟いた言葉は、いっそう小声で放たれた。

「──計画に支し障しようはないだろう」




　　　　　　　　




　一方、そそくさと司令本部の建物に引っ込んだリオンは、自室となる司令室へ向かった。

「あー疲れた疲れた」

「特に疲れるようなことはしていないと思いますが」

「何言ってるの？　人前であんなにたくさん喋しやべったのは、学校でうっかり研究発表のリーダーに選ばれちゃった時以来だ。さっきので一年分くらいの仕事はしたでしょ」

「よく分からないことを言って、部下の皆様を煙けむに巻まいただけではありませんか」

「煙に巻いたつもりはないよ。本心だしね」

　イヅナは苦笑する。

「まあ、皆様もいずれ、理解してくださるとは思いますが」

「別に理解してくれなくても、全然問題ないんだけどね」

　言いながら、リオンは司令室の扉を開けた。

　それなりに小こ綺ぎ麗れいな部屋だ。さすがに王都の屋敷並みとはいかないが、過すごしやすさの面ではそれほど差はないだろう。

　やや手て狭ざまに感じるのは、御者役の兵士が運び込んでおいてくれた荷物が中央に置かれているからだろう。

　イヅナが、さっそくその荷に解ほどきに取り掛かる。

「どうやら前任の司令官様の私物も残っているようです。まずはその片付けも必要ですね。あの扉の隣が寝室でしょう……まずはそちらに着替えなどを置いて……」

「ちょっとちょっとイヅナ。まずは休憩しようよ」

「休憩するにも、ティーセットがこの中でございます」

「お茶はいいよ。俺はとりあえずこのソファに座れれば構かまわない──」

「あー！」

　イヅナが近年稀まれに見る大声を上げた。外敵を発見した狐のように、尻尾がぶわりと太くなっている。

「なになに!?　どうしたの？」

「いけませんリオン様。そこは埃が積もっておりますから。掃そう除じを済ませるまでお待ち下さい。というか──」

　イヅナはにっこりと笑って言った。

「──邪じや魔まなので、ちょっと部屋を出ていていただけますか？」

「へいへい……」

　リオンはがっくりと肩を落として、せっかく入った司令室を追い出される。

　壁に背中を預ける。思わずあくびが出て、盛せい大だいに口を開けた。

「ふわ～ぁ……ん？」

　不意に、とっとっと、という小さな足音が聞こえてきた。

　遠くで誰かがランニングしているのだろうか、と思ったところへ。

「にゃ～～～～！」

「ぬわっ！」

　突然何者かが抱だきついてきた。

「こらニャウリン！　失礼なことしないっ」

　続いて、聞きき憶おぼえのある声。見れば、廊ろう下かの向こうから、ルガルが何人かの兵を伴ともなってこちらへ歩いてきていた。

「どうしたのルガル曹長。っていうか、これはなに？」

　と、リオンは自分に張り付く物体を適当に引ひっ摑つかむ。

「ふにゃ！　ちょ、司令官、尻尾は摑んだらダメだよっ」












　その物体はそんな声を発した。急に力を失ったように、ずるずるとリオンの足元にずり落ちたそれは、人猫族の少女だった。足音が妙に小さかったのは、そのせいか。

　そのピンク髮とピンク尻尾は見憶えがあった。

　先ほど、人猫族の兵士たちの先頭にいた娘だ。

　ルガルが連れてきた他の面々も、同様だった。それぞれの獣人種族の代表らしい。

「えっと、なに？　挨拶に来てくれたの」

「わ、私は別に、命令があるまで何もする必要はないって言ったんだけど、ニャウリンが早く挨拶したいって言うから──あ、言うものですから。失礼致いたしました」

「別に敬語を使う必要はないよ」

　リオンは苦笑する。

　どうやら、仲間内で話していた口調がそのまま出てしまったようだ。

「え。ですが……」

「獣人種族の言葉には敬語の概がい念ねんがないものが多いんだろう？　言葉を憶えても、文化的背景が伴う用法はなかなか馴染まないもんだ。無理して合わせることはないさ」

「よく知ってるのね……」

　ルガルは目を見開く。

「なに、本で読んだだけだよ。実際に会うのは、イヅナ以外では君たちが初めてだからね。知らないことはたくさんあると思う。だからいろいろ教えてくれよ」

「はぁ……」

　ルガルは困惑げに頷く。

「それだ！」

「うわっ」

　と、それまで床にへたっていた人猫族──ニャウリン──が急に飛び起きた。

「あの人狐族のメイドさんが気になったのっ。司令官は、あの人とどんな関係？」

　ニャウリンはルガルと違って、敬語を使うことは初めから放棄しているようだった。

「イヅナは──そうだな。メイド兼幼馴染み、ってところかな」

「ふむん。獣人種だからコキ使いやすいからメイドにしてるわけじゃない？」

「そんなことは無理だ。あんなにこき使いにくいメイドはそうそういないよ」

「ふぅーん……」

　とニャウリンは何かを考え込むように腕を組む。

　一方でルガルが、リオンを睨みつけながら言った。

「メイド兼幼馴染みってなによ。特殊な性せい癖へき？　あなた、変態なの？」

「君は敬語やめたら急に毒舌になったね!?」

　こっちが素すなのだろうか。

「ところで」

　と、今度はそれまで黙だまっていた人竜族の少女が言う。

「確かにわたくしたちはご挨拶に参まいったのですが、司令官はなぜ廊下にいらっしゃるのでしょう？」

　彼女はルガルの敬語と違い、まるで無理の感じられない口調だった。外見も、王族の姫君のような気品すら感じられ、違和感がない。

「ああ。そのイヅナが今掃除中でね。しばらく司令室は使用禁止だ──」

「失礼ですね。もう終わりましたよ」

　扉が開いて、イヅナが顔を出す。

「もう!?　早いね」

「リオン様のような十年一日のごとき中身のない人生を送っている方からすれば、大たい抵ていの人間は仕事が早いことになりましょう」

「ね、こんな感じだから」

　とニャウリンに言うと、彼女はブンブンと首を縦たてに振る。

「なんの話ですか？」

「気にしない気にしない。それじゃみんな──入って。自己紹介してもらおうかな」




　　　　　　　　




　綺麗に片付いた司令室。

　執しつ務む机づくえの奥の椅子にリオンは座る。布ぬの張ばりだが、古いものらしくかなり硬い。長時間は座りたくない代しろ物ものだ。

　彼の横にイヅナが控ひかえ、向かい側にルガルたち五人の兵士が横並びになった。

　全員が曹長の階級章である。

「私が──」

　とルガルが先陣を切った。

「人狼族部隊の隊長、ルガル・ワーウルフよ。まあ、もう憶えたでしょうけど」

　銀灰色の髪から大きな狼耳が生えている。尻尾も同じ色。狼を思わせる、ほっそりした身体からだつき。五人の中では、最も軍人らしい外見だ。

　次にニャウリンが手を挙あげて言う。

「ニャウは、ニャウリン・イスト！　人猫族部隊の隊長だよ！」

　五人の中では一番小柄……というか、子供だ。ピンク色の髪と猫耳、すらっと細く長い尻尾がすごく目立つ。

「わたくしはリュウカ・ドラゴニアと申します。人竜族部隊を預からせていただいております。どうぞよろしくお願い致します」

　丁てい寧ねいに一礼するリュウカは、頭に髪飾りのように立っている二本の細い角と、長いドラゴンの尾が、竜族の証あかしだった。背には一対の羽があるが、今は折りたたんでいて目立たない。

　五人の中では最も年長だろう。身体つきも所しよ作さも、とにかく大人おとなっぽい。

　そのリュウカの後ろに、いつの間にか半分身を隠していた人羊族の少女が口を開く。

「わわわ、わたしは、ライム・ラムです。えとそのあの、ご、ごめんなさいっ」

「よ、よろしく」

「ひぃ！」

　リオンが返事をすると、悲鳴を上げて頭を抱かかえてしまった。ルガルがフォローする。

「ライムはいつもこんなだから、気にしないで」

「あ、そう……」

　ライムはカールした白髪の間から、見事な巻まき角づのを生やしていた。それと、気にしないようにしてもどうしても目がいってしまうほどに、胸が大きかった。リオンだけでなくイヅナの視線までそちらに向いてしまっていた。

「えーと、あと一人は……」

　リオンは最後に残った人兎族の少女を見やる。茶色の髪から長い兎うさ耳みみを生やした彼女は、黒目部分の多い両目で、どこを見るともなくボーッとしているようだった。

「あの、きみの名前は？」

「………………ああ」

　その目がすごくゆっくりリオンに向くと、彼女はとても面倒臭そうに口を開いた。

「ラビナ・ラビナ」

　短くそう告げた。それが名前らしかった。

「挨拶したから、もう行く」

　切れ切れにそう言うと、ラビナはさっさと背を向けると、司令室を出て行ってしまった。

　そのあとを追いかけるように──というか、リオンから逃げるようにライムが。

　リュウカは丁寧に礼をして。

　ルガルは「もう義ぎ務むは果はたしたわよ」とばかりに鼻を鳴らし。

　最後にニャウリンが「ばいばーい」と子供みたいに手と尻尾を振って。

　全員があっという間に退室していった。

「──ふ～、やれやれ」

　リオンは伸びをしながら、執務机の椅子からソファに移動して、ごろりと転がった。

「緊きん張ちようしたなぁー。今度こそ休憩！」

「お茶をお淹いれしますね」

　イヅナは、すでに用意してあったらしいティーセットを持ってきて、ソファの前の小卓に揃そろえていく。

「ありがと。イヅナも休憩しなよ」

「では、失礼して」

　と、彼女も、リオンの向かいの椅子に姿勢良く座った。

　基本的に獣人種は座り姿が綺麗だと言われる。骨格の関係なのか、尻尾があるので、体を背もたれに預けられないせいもあるのだろう。

　いつもどことなくダラけて見えるリオンとは対照的である。

　久しぶりに嗅かぐ、芳ほう醇じゆうな香りが司令室を満たす。

「それにしても──」

　と、紅茶を一口すすったあと、イヅナが言ってくる。

「なかなか前ぜん途とは多た難なんそうですね」

「やっぱり？　そう思った？」

　リオンはぐったりした顔でそう問う。

「ええ──ニャウリン様は、リオン様に対する警けい戒かいをあっさり解といたようですが、他の方はなかなか……」

「うん、だよね。ニャウリンは、イヅナが俺と一緒にいるのを見て、信用できると思ったみたいだけど。他の四人は、どうもなぁ……」

　ルガルは完全にリオンを毛嫌いしている様子だし、表向きは丁寧な態度のリュウカも一線を引いている感は否いなめない。

　ライムは完全に怯おびえきっていたし、ラビナに至いたっては何を考えているのかまるで分からなかった。

「……前任の司令官──ビルナックって言ったっけ？　獣人種じゃないんだよね？」

「資料にはそう書いてあります。生きつ粋すいのメルキア人ですね」

「だよね～。名前からしてそうだし。どうやってこの基地回してたんだろ。あるいは回せてなかったのか……まずはその辺から確かめてみないといけないかな」

　あーめんどうくさいー！　と叫さけびながら、リオンは首をぶんぶん振り回す。

「他にも問題が山ほどあるみたいだし、この基地。ホント昇進なんてロクなもんじゃないね」

「そんなに問題がありますか」

　昇進がロクなもんじゃないという主張の部分は無視して、イヅナは問う。

「あるよ。アリアリだよ。こんな基地に配属されるなんて、俺の人生はお先真っ暗だ」

「最前までは随分喜んでおりましたが」

「そうだけどね。実際になってみるとさ……はぁ。いっそバルアディスに亡命でもしようかな」

「リオン様」

「……冗じよう談だんだよ、冗談」

「リオン様ならやりかねません」

「はは、まさか……はぁ」

　リオンは、今日一番の大きな溜息を吐いた。

「さて……何から手をつけたもんかな」










　軍事基地というのは、もちろん普通の集落とは違う。それはたとえどんなに小しよう規き模ぼでも──バルダ谷基地、通称『アリ地じ獄ごく基地』のような弱小基地でも──基地としての体てい裁さいというものは必要である。

　あるはずなのだが、この基地では実際のところそんな約束事は有名無実化していた。

　──例たとえば馬。

　この時代、バルアディスに魔法技術で劣るメルキア王国の主戦力は騎き兵へいだし、そうでない平時でも伝令やら荷物運びやらで馬は欠かせない。

　なのにこの基地には、まともな馬は二頭しかいない。残り一頭はよぼよぼの老馬である。物資の搬はん入にゆうなどで必要な時には、近くの村まで降りていき、そこの牛を借かりているらしい。

　──例えば見張り。

　もともと、基地からもう少し国境近くへ向かったところに物もの見み櫓やぐらがいくつかあり、そこで国境警けい備びが行われていたらしいのだが、その櫓が老ろう朽きゆう化かで数年前に崩ほう壊かい。建て直そうにも人手がなく、櫓がなくては見張りをしても仕方ないということで、今は警備がない状態だという。

　──などなど。

　一つ一つ上げていけばきりがないほどに、『アリ地獄基地』は軍事基地としての体ていをなしていなかった。

　さて、そんな基地の司令官として着任したリオン・ミリスが、そんな現状を憂うれえ、問題点を次々と解決すべく奮ふん戦せんしたのかといえば──そんなわけはなかった。




「いつまで寝ているのよあんたは！」

　着任から一週間後。

　もはや遠えん慮りよする気もないルガルの怒ど声せいが、リオンの寝室に響ひびき渡わたる。

　彼女の尻尾しつぽも、ピンと垂すい直ちよくに立って、怒りを主張していた。

　ベッドでぐーすか寝ていたリオンは、目を擦こすりながら身を起こし、

「んぁ？　なんだよ、まだ午前中じゃないか……昼食が終わったらまた起こしに来てくれ……」

「どこの放ほう蕩とう貴族よあんたは……！　前任のビルナック司令は、日が昇のぼる前に起きて書類仕事をしてたわよ！　あんたもちゃんとしなさい！」

「書類仕事ならちゃんとやってるじゃないか……」

「イヅナさんがね！」

　と、ルガルは扉の向こうの執しつ務む室しつで、ものすごい勢いで書類を処理していく狐きつね娘つこメイドを指差す。

「なんでメイドが司令官の席に座って執務しているのよ！　私、あんたがあの席に座ってるの、着任した日以降一回も見てないんだけど!?」

「だってあの椅い子す、硬かたくて座り心地悪いから……」

「だったら横のソファにでも座ってやればいいでしょ──ちょ、寝るな！　話はまだ終わってないわ！」

「なんだよー……用があるなら手短に頼たのむ」

　リオンはカタツムリみたいに布団ふとんの中に潜もぐり込こむ。

　ルガルはその布団を引っ張りながら、

「一週間前から言ってるけど、訓くん練れんメニューを考えてちょうだい！　兵士の練れん度どを上げなければ、基地として機能しないんだから！」

「ああ、その話かー……」

　それもこの基地の問題点の一つだった。

　そもそも獣人種は、普通の人間より身体能力の高い者が多い。メルキア軍で行われる通常の軍事訓練では、あまり訓練の意味がないのだ。

　かといって、ハードにすれば、少数とはいえこの基地にもいる人間兵はついていけないし、獣人種でも獣種が変われば、身体能力は変わる。統一した訓練は難むずかしい。

　一方で、各獣人種部隊の隊長であるルガル、ニャウリン、ラビナ、ライム、リュウカは、軍事の専門家ではない。どんな訓練をすれば兵士としての練度を上げられるか分からない。

　その結果、誰だれも訓練メニューを組み立てられず、みんな特に何もしない状態が当たり前になってしまっていたらしい。

　リオンとイヅナがこの基地に来た時の、閑かん散さんとした状態はそういうわけだった。

　一人ルガルだけが、個人的にトレーニングを続けていたのだ。

「どうするのよ」

　ルガルに問い詰められ、リオンは布団から顔だけ出して答える。

「それはね、もうちょっと待って。今考えてるところだから」

「……同じセリフを、昨日も聞いた気がするんだけど」

「あれ、そうだっけ」

「おとといも、その前も、その前も、聞いた気がするんだけど！」

「気のせいじゃないかな？」

「違うわよ！　いい加減にして！　だいたいなんで毎日毎日こんなに遅くまで寝てるのよ？　夜よ更ふかしして……あ、ひょっとして夜仕事してるとか？」

　ほんの少し、期待を込めた感じで問うルガル。

　しかしその期待は、当然のごとく裏切られて、

「バカだなぁ。夜は寝るものだよ」

「……………………とっとと起きろ──────!!」

　ルガルは遠とお吠ぼえのように叫さけんで、リオンの布団を引っぺがした。




　　　　　　　　




「ふわぁあ────ああぁあ……」

　リオンはだらけきったあくびをしながら、寝ね癖ぐせまみれの頭をかく。

　どう見ても、一基地を預あずかる司令官とは思えない。ルガルの言った通り、ロクでなしの放蕩貴族がせいぜいだ。

「真ま面じ目めにやって！」

　と怒るルガルも、その部下にはなかなか見えない。

　基地の広場には、リオンとルガルの他、各部隊の隊長が集まっていた。ルガルが集合をかけたのだ。

　リオンはそれを見回して、

「アリアン准じゆん尉いは？」

「そ、それは……」

　気まずそうに顔を背そむけるルガル。尻尾の先が萎しおれるように曲がった。

　アリアンは人間兵の代表を務つとめている。リオン着任の日にルガルに絡からんでいた小柄な中年の男が彼だ。

　リオンは苦笑しながら、

「『基地の責任者じゃなくなったお前の命令に従したがう義務はない』とでも言われたかな」

「くっ……なんでそれを」

「ここ一週間様子を見ていれば分かるよ」

　基地の代表者となる前──つまり前任の司令官が存命だったときから、ルガルは人じん狼ろう族ぞくだけでなく、獣人種たち全員のまとめ役のような立場にいたようだった。

　一方で、数人の人間兵は彼女の言うことは聞かない。階級的にも、ルガル曹そう長ちようよりアリアン准尉のほうが上なのだから、それは間違っていない。

　ただ、それならそれで、アリアン准尉が獣人種たちのまとめ役も務めるのが筋すじなのだが、それは無理だったのだろう。

　そうしたわけで、この基地には、人間と獣人種で二種類の命令系統が存在して、互たがいに反目し合っているのだった。

「──ま、それならそれで都合がいい」

　リオンは小さく呟つぶやくと、

「それじゃ、みんな聞いてくれ。ルガルがあまりにもうるさいから仕方なく仕事をしようと思う」

「なっ……」

　ルガルが文句を言い掛けるが、その隙すきを与えずリオンは続ける。

「ここにいる五人と俺おれ、それにイヅナで、東側の森を探索する。荷物があるから、各自二人くらい、人員を選んできてちょうだい」

「あの──」

　とリュウカが、角のある頭を軽く傾かしげながら発言する。

「なんのために森の探索を？」

「なに。俺は臆おく病びようだからね。いつバルアディスに攻めてこられるかと思うと、夜も眠れない。だから、安全確保のために、地形を確認しておきたいんだ」

「はあ……」

　頷うなずきはするものの、リュウカは怪け訝げんな表情だ。

　他の部隊長も同様である。

　それも無理はない。この基地が設置されてから今まで、バルアディス側の軍と交戦になったことは一度もない。バルアディスとの戦闘は、もっと南の、平原地帯で散発的に発生するのが常なのだ。

　が、それでも一応司令官の命令である。

　それも、基地に着任してから、初めてのまともな行動だ。

　各部隊長は敬けい礼れいをして、それぞれ人員を呼びに宿舎に向かった。




　　　　　　　　




　午前十時。

　リオンとイヅナ、ルガル、ニャウリン、ラビナ、ライム、リュウカらは、基地を出て東の山林に足を踏み入れた。各部隊の人員も二人ずついる。

　アリアンたち人間兵には、リオンが自分で留守番を命じておいた。彼らは怪訝そうな顔をしていたが、探索など面めん倒どうでやりたくなかったからだろう、特に不満も言わず了解していた。人間であるリオンの言うことには素直に従うのだ。

「わー、こりゃ思ったより厳きびしいな。やっぱり止やめときゃよかった……」

　リオンは、歩き始めて十分も経たたないうちにそんなことを言い始める。

　しかしそれも無理はない。

　基地の裏手（東側）はかなり急な斜しや面めんになっている。街道はその斜面を斜ななめに登るように大回りしているのだが、リオンたちはそれを無視して進んでいる。目指すのは街道から外れたところにある、物見櫓の跡あと地ちである。

　斜面にもたくましく生えている木の枝を摑つかんで、少しずつ歩を進めていく。途と中ちゆう、リオンは何度も足を滑すべらせ転びそうになる。一度など、そのまま転落しそうになり、それをルガルが思わず受け止めて、助けたりしていた。

「いやー悪いね」

「っ……しっかりしてよ！　あんたホントに軍人なの？」

「俺はほら、頭脳労働派なもんで」

「……とてもそうは思えないけど」

「あ、あはは」

　リオンと違い、獣人種の兵は皆、道無き道を苦もなく登っていく。ニャウリンなどは木から木へと飛び移りながら、一人で先に進んだりしていた。その姿は猫というより猿さるだ。

「司令官、もうすぐだよー。ここを越こえたら櫓が見えてくるから」

「おう、そりゃ、ありがたい……そこまでいったら、休きゆう憩けい、しよう……」

　ぜえはあ息を吐つきながらリオンは言う。もうだいぶ限界が近かった。

　隣となりを歩くイヅナが、呆あきれて溜ため息いきを吐く。

「だから日頃からもう少し運動をするべきだと言っているのです」

「いやだよ、面倒臭い。寝ながら運動できるならするけどさ」

　それより、とリオンはイヅナを見て、

「イヅナは、そんな格かつ好こうで歩きにくくないの？」

　彼女は普段通りのロングスカートのメイド姿に見える。どう考えても、山を探索する服装ではない。

「いえ、これは幻げん術じゆつでそう見せているだけでして、本当は動きやすい服装に着替えています」

「え、イヅナさん、魔法を使えるの？」

　と、横からルガルが訊きいてくる。

「イヅナで構いませんよ」と断ってから「魔法ではありません。私たち人じん狐こ族ぞくの使う幻術は、人の認知能力を利用した『騙だまし』の技です。放ほう浪ろう芸人が見せるマジックと同じようなものですよ」

　例えば、とイヅナは自分の服装を見下ろして、

「これは、私がリオン様のメイドで、普段からメイド服を着ているという皆様の固定観念を利用した錯さつ覚かくです。『メイドはメイド服を着ているものだ』という思い込みが、皆様の脳に勝手にメイド服姿を見せているのです」

「難むずかしくてよく分からないけど……思い込みでこんなふうに見えるものなの？　どう見ても本物だけど」

「もちろん、数多くの仕し掛かけを施ほどこしたからこそできるのです。その辺は門外不出の技なので、お教えできませんが」

「というか……」

　リオンが呆れ顔で言う。

「なんでそこまでして、メイド服の幻覚を俺たちに見せる必要があるの？」

「それはもちろん」

　イヅナはニコリともせずにリオンの方を見て、

「メイドが、メイド服以外の服装を主人に晒さらすのは屈くつ辱じよくですので」

　もふっとした尻尾を揺ゆらしながら、冗じよう談だんとも本気ともつかない口調でそう言った。




　　　　　　　　




　斜面を登りきったところには、わずかに平らな土地が広がっていた。

　その先は一いつ旦たん下りになり、さらに先は山頂に向かって、再び山肌が立ちはだかっている。

　平らな土地の中央に、物見櫓の残ざん骸がいはあった。

「あー、こりゃ酷ひどいな」

　リオンは残念そうな口調で言う。

「ひょっとしたら材料を再利用できるかなと思ってたんだけど、これは無理だね」

　軽く蹴けると、木材は簡単に崩くずれた。ほとんど腐くさっているらしい。まさに残骸だ。

「よっぽど古いものだったんだな」

「基地ができる前からあったものだそうです」

　とリュウカ。

「なるほど……物見櫓は他に五ヶ所──たぶんどれも同じようなもんだろうね」

　えっと、とリオンはその場に到着した部下たちを見回して、

「誰か、前任のビルナック司令が、物見櫓について何か言ってたか知らないかな」

　唐とう突とつな質問に、皆面食らう。

　が、ルガルが思い出したように答えた。

「確か──何度か木材を運ぼうとしたんだけど、できなくて諦あきらめてたわ。どうにかできないか考えていたみたいだけど」

「下の村で人を雇やとって、材料をここまで持ってこようとしたけど、この斜面じゃとても無理──そんな感じだったのかな」

「え、ええ。そうね。その通りだわ」

　驚いた様子でルガルは、黒い瞳ひとみを丸くしてリオンを見た。

「なるほどなるほど……」

　一方リオンは一人で納得して、そのまま黙だまり込こんでしまった。

「ね、ねえ。何を考えてるの？　この櫓、建て直すつもりなの」

「ん？　うん、そうだね。場合によっては、それも必要かもしれない。あるいは必要ないかもしれない。分かんないね」

「何よそれ……」

　ルガルは肩を落とした。気が抜けたように狼おおかみ耳みみがへにょっと曲がる。

「それより、もうここの様子は分かったでしょう？　どうするの？　隣の櫓に向かう？　それとも別の場所に行く？」

「え、もうどこも行かないよ」

「……は？」

「いやー、思おもいの外ほか疲れちゃったからね。今日はもう終わりにしよう。ここで食事を摂とったら、基地に戻るよ。さ、イヅナ。昼食の用意、お願い」

「承知しました」

　イヅナは慣なれたもので、呆れながらも、背にした荷物からシートを出して広げ、さらに用意してあったバスケットを並べていく。中に入っているのは、彼女手製のサンドイッチだ。

　一方ルガルたちはぽかんとしてその様子を見ている。当たり前だ。これでは軍の探索ではなくただのピクニックである。

「ほら、どうしたのみんな？　座って、一緒に食べよう。あ、みんなに持ってきてもらった荷物の中にもサンドイッチ、入ってるからね。イヅナの料理は美お味いしいよ」

　兵たちは、戸と惑まどいつつも荷物を降ろして、中のバスケットを取り出していく。

　やがて、イヅナが淹いれた紅茶の香りが山間に漂ただよい出だす。それぞれの種族に合った味のものを用意していて、彼女はそれを各人に配くばって歩く。

「すごい、美味しいよこれ！」

「素敵……人じん竜りゆう族ぞくの口に合うお茶もあるのですね」

「ささ、サンドイッチも……美味しいです……」

「…………（こくっ）」












　戸惑っていた面々も、紅茶とサンドイッチの美味しさに空気が和なごんでいく。

　どう見ても行軍中の兵隊ではない。

「な……な……な」

　そんな様子を最後まで立って眺ながめていたルガルは、頭を抱えて声を上げる。

「なんなのよそれ───────!!」

　その叫びは、狼の遠吠えのように山間部に響き渡った。




　　　　　　　　




　その日を境さかいにリオンが、一日のうちのごく限られた時間とはいえ、物見櫓の跡地を中心として基地東部の森を探索するようになったかといえば──残念ながら、そんなことはなかった。




　翌日からリオンは、周辺の村々へ出かけるようになった。

　その際連れて行くのは、主にアリアン准尉などの人間兵の誰かだった。

　時には、獣人種の部隊長の誰かを連れて行くこともあったので、ルガルは後から彼女らに、リオンが何をやっているのか訊いてみた。しかし、よく分からない、遊びに行っているようにしか思えない、という答えが返ってくるだけだった。

　事実、人間兵と出かけたときは、夜遅くまで戻ってこないことが多かった。村で何をやっているのか分かったものではない。

　その上相変わらず基地では、昼近くまで寝ているのだ。

　そしてある日──事件は早朝に起こった。




　リオンはいつまで経っても、訓練メニューの指示をしてこない。

　仕方がないから、ルガルは毎日一人でトレーニングを行っていた。

　走り込み、筋力作り、そのあとは剣の素す振ぶりを行う。

　日によっては人狼族部隊の誰か、あるいは別の部隊の者が付き合うこともあるが、基本的には一人で行っている。その日も彼女一人だった。

　正面に敵が立っていることを想定して、踏み込み、剣を振る。

　相手の動きを想像し、躱かわし、刀身で受け、再び踏ふみ込こむ。

　そのうち相手の顔が、自然とリオンの顔でイメージされてきた。

「くっ……ムカつく。なんなのよあいつ！」

　自然にそんな文句が口から零こぼれる。

　額ひたいを叩たたき割わってやれ、とばかりに剣を振り下ろす──いやいや、そこまでのアレじゃないか──一応上司だし。今のところ、獣人種の自分たちに対してひどいことや無茶なことを言ってくる様子もない。アリアン准尉に比べれば随ずい分ぶんマシ。ううん、けど、やっぱりビルナック司令には全然及およばない──




「やあルガル。朝から熱心だね」




　不意に声がして、ルガルはびっくりして剣を取り落としそうになる。

　動きを止めて見れば、リオンが立っていた。

　ルガルは剣を鞘さやに納おさめてから彼の方に向き直る。が……改あらためてその姿を見て、彼女は顔をしかめた。

「あんた……ひょっとして今まで呑のんでたの？」

「うん、彼がいつまでたっても満足しないもんでねー」

　と言うリオンは、ぐったりと酔よいつぶれた様子のアリアン准尉を抱えていた。

　いつも開きっぱなしの城門の向こうには、駆かけ去さっていく馬車が見える。どうやら、どこかの村で呑んだ末、そこの村人に送ってもらった、ということらしい。

　よく見れば、リオン自身もほんのり顔が赤い。

「……いいご身分ね。毎日毎日遊び歩いて。王国軍人としての自覚はないの？」

「んなもん知るかよぉ」

　と答えたのは、リオンではなくアリアンだった。

「こんなところに配属されて、周まわりにゃ獣けものくせえ奴やつばっかりでよぉ。呑んでなきゃやってられねえっての。だろぉ司令官様よぉ」

　とアリアンはリオンにもたれかかる。

「はいはいその通り。もう今日は休んでなよ──ルガルもあまり無理しないようにね」

　そう言って、リオンはアリアンを宿舎に連れて行こうとする。

　無理しないようにね──というその一言が、ルガルの癇かんに障さわった。

「待ちなさいよ！」

「ん、どうかした？」

「あんたはいいわよね。そうやって呑んだくれてても、司令官だもの。報告さえマトモにしてりゃ、いくらサボってたって文句は言われない。けどね、私たちは違うのよ！　獣人種の兵はいつも厳きびしい目で見られるの。人間兵と同じ働きをしても手柄は少なく見積もられて、失敗した時だけ『これだから獣人は』って言われるのよ。だから私たちは無理しなきゃやってられないのよ。あんたみたいに、適てき当とうになんかやってられないんだから！」

「…………」

　ルガルの叫びに、リオンは思わず口をつぐむ。

　代わりに答えたのは、アリアンだった。

「そりゃ仕方ねえことだろうがよ」

「なっ……どういう意味よ！」

「お前ら獣人種は、人間が決めたルール通りの軍事行動をとれねえじゃねえか。前任のビルナック司令はお前らを人間同様に扱おうとしてたけどな。それでお前なんかは随分懐なついてたみたいだけどな。んなもんはじめから無理なんだよ」

「そんな、ことないわ……！」

「そんなことあるっての。だから新しい司令官様だって、なかなか訓練メニューを組み立てられねえんじゃねえか。お前ら獣人種は、そりゃ個人個人の身体能力は人間より上かもしれねえけどな。メルキア王国軍は人間の軍隊だ。軍隊は団体行動だ。それに合わせられないお前らは、結局お荷物にすぎないんだよ」

「あんた……」

「なんだよその目は。それが上官に向かって取る態度か？　だから駄だ目めだって言われるんだよ、お前らはよ。人間のルールを守れねえ。ビルナック司令が死んだときだってそうだ」

「あ、あれは」

「犯人見つけて殺すなんて物ぶつ騒そうなこと騒さわぎやがって。事故だって判断が下されただろうが。だったら事故なんだよ。犯人なんかいねえ。たとえいたとしても、私刑は禁止だ。なのにお前ら人狼族は、復ふく讐しゆうだなんだといつまでもぎゃあぎゃあ喚わめいてやがって。野や蛮ばんなんだよ、野蛮」

「それは！　野蛮、なんかじゃ」

「司令官だって言ってたぜ。お前らは扱いを変える必要があるってなぁ」

「なっ……」

　アリアンの言葉に反論できないでいたルガルは、ここでついに絶ぜつ句くした。

　リオンは気まずそうな表情で、アリアンを見ていた。

「ちょっと……それ、本当なの？」

「言いましたよねぇ司令官？　獣人種は自分たち人間とは違う、同じ扱いをするのは間違ってるって。ねぇ」

「…………」

　リオンは答えあぐねているのか、口を開かない。

　そのころには、起き出していた兵士たちが、何事かと周りに集まってきていた。その全員が三人の言い争いに注目している。ごまかすことはできない状況だった。

「……やれやれ」

　リオンは、諦めたように首を振った。

「まだ言うべきタイミングじゃないんだけどなぁ……まあ、仕方ないか」

　そして彼はルガルを見ると、

「その通りだよ。俺は──人間と獣人種の兵は違う扱いをするべきだと考えている。前任のビルナック司令は、全員を平等に人間兵と同じように扱おうとしていたみたいだけど、それは間違いだ」

「そう……そうなの」

　ルガルは、小こ刻きざみに震ふるえていた。

　顔を俯うつむける。銀灰色の前髪の上で、狼耳は小刻みに震え、尻尾は怒りに逆立った毛のせいで二倍ほどに膨ふくれている。

「いいわ……もういい。結局あんたも、他の人間と同じ……ビルナック司令だけよ、私たちをちゃんと認めてくれてたのは！」

　叫んで、ルガルはリオンに背を向け、足早に立ち去ろうとする。

「待って」

　それをリオンが呼び止めた。

「何よ……」

「困こまるんだよね。このままじゃみんな、俺の言うこと聞いてくれなくなるでしょ？」

「当たり前じゃない。まともに指示をしない、仕事はサボってばかり、それで結局私たちのことを認めてもいない。そんな奴の言うことなんて、もう誰も聞かないわよ」

「じゃあ、ちゃんと指示をしたなら、どう？」

「は？　何よ今いま更さら。そんなの」

「いや、訓練メニューはそろそろ伝えようと思ってたんだよね。ようやくみんなのことも分かってきたし」

　リオンはニコニコと、というかむしろヘラヘラとした笑みを浮かべてルガルに言う。

「とりあえずね、ルガル。君は一週間、剣の訓練禁止。しばらくは基礎体力の向上だけに絞しぼるべきだ」

「……っ」

　ぎりっ、と歯が削けずれるような音がルガルの口元から響いた。

　怒りに歪ゆがんだ彼女の口元で、鋭く尖とがった犬けん歯しがきらめいている。

「──ふざけないで！」

「うぉ？」

「何が訓練メニューよ！　要するに武器を持たせたくないってことでしょ？　暴動でも起こされるのが怖くなった？　それなら、今更そんな建たて前まえなくていいわ！　独房にでも突つっ込こめばいいでしょう!?」

「い、いや、そういうことじゃなくて──まいったな」

　たはは、と笑いながらリオンは頭をかく。

　しかし、暢のん気きなのは彼だけで、周りの兵士たちは緊きん迫ぱくした空気だ。

　もともと、リオン着任前からこの基地は、軍隊としての統制はまるで取れていない状態だったのだ。その上、獣人種部隊の代表とも言えるルガルとリオンが仲なか違たがいしてしまえば、リオンにまともに従う者など、少なくとも獣人種側にはいなくなるだろう。

「お待ちください」

　と、そこへ割って入る声があった。

　司令所のほうから、イヅナがもふっとした尻尾を優雅に揺らしながらやってくる。

　彼女はリオンとルガルの間あたりに立つと、両者を見回しながら言う。

「それでは、こうしてはいかがですか。ルガル様がどうして剣の訓練をしてはいけないのか。リオン様がそれをきちんと示せれば、ルガル様はリオン様の指示に従う、というのは」

「なるほど、そうだね」

　リオンはその言葉に頷く。

　一方ルガルは怒りで犬歯むき出しのまま唸うなるように言う。

「そんなの、どうやるのよ」

「うーん……じゃあ、俺とルガルで決闘しようか」

「…………は？」

「剣の勝負。試合してみれば分かるよ。どうして俺が君に、剣の訓練を禁止しようとしてるのかね」

「あんた……剣、強いの？」

「え、どうだろ。イヅナ？」

「超弱いですね。もし昇進試験に剣術の実技があったら、まず合格できなかったと思います」

「…………はっきり言うなぁ」

「言っておくけど」

　とルガルは手にした剣を掲かかげ、

「私は、強いわよ」

「うん、それは毎日やってる訓練を見てれば分かるよ」

「なのに、決闘を持ちかけてくるの？　下へ手たすれば、怪け我がじゃ済すまないわよ」

「そうかもね。けど、多分、君は勝てないよ」

「…………っ！」

　ぶわっ、とルガルの銀灰色の髪の毛が逆立った。

「……分かったわ」

　ふつふつと湧わき上あがる怒りを、なんとか抑え込むようにルガルは静かに告つげる。

「決闘、しようじゃない。もし私が負けたら、あんたの命令、なんだってきいてやるわよ！」




　　　　　　　　




　そんなわけで、朝食のあと。

　基地の広場に、兵士全員が集まっていた。

　リオンの着任初日のような、整然とした集合ではなく、思い思いに好きな場所に立って輪を作っている。

　その輪の中心には軽装鎧よろいを身につけたリオンとルガルが向かい合って立っていた。

　二人が手にしているのは刃を潰つぶした練習用の剣だが、それでも当たれば怪我をするのは間違いないので鎧は必ひつ須すだ。むしろ、鎧をつけていても絶対安全とは言えない。

「うう……身体からだが重い……」

　リオンは始める前から猫背になっていて、見るからに弱そうである。

　軽装とはいえ、鎧は金属製。つけ慣れていない人間にとっては充分重装備である。

「普段から訓練をしておかないからです」

　と、二人の間に立会人として立つイヅナが言う。

「まさかこんなことになるなんて思わないじゃない……」

「何をごちゃごちゃ言ってるのよ！　今更怖おじ気けづいたの!?」

　剣の切っ先を向けて、ルガルが言ってくる。

「さっさと始めましょう。あんたが負けたら、毎朝ちゃんと起きて、きちんと司令官の仕事をしてもらうわよ！」

「リオン様の負け～」

「ちょっとイヅナ!?」

「失礼いたしました。私にとってもあまりに好条件だったもので──ちなみに、ルガル様が負けた場合の条件は『リオン様の下げ僕ぼくになる』でしたでしょうか？」

　というイヅナの言葉を聞いて、ルガルは構えた剣を落としかける。

「は、はぁ!?　誰もそんなこと言ってないわよ！」

「しかし、先ほどリオン様の命令をなんだって聞くと仰おつしやっていたではありませんか」

「あ、あれは言葉の綾あやよ！　剣の訓練禁止なんていうふざけた命令にも従ってやるってこと」

「ええ～、それじゃ不公平じゃないか」

　と今度はリオン。

「俺は負けたら真面目に仕事をしなきゃいけない。一方君は、負けても俺の言うことを一回聞けば終わり。そりゃズルいよ」

「ぐ……っ」

　別にそれほどズルくはない、仕事は真面目にやれよ、と周りで聞いていた面々は思ったが、ルガルは何かプライド的なものが邪じや魔まをしたのか、リオンの口車に乗らざるを得なかった。

「わ、分かったわよ！　私が負けたら、あんたの司令官としての命令に全部従うわ！　これで文句ないでしょう!?」

「ま、いいかな」

　リオンは頷くと、ようやく剣を構えた。

　イヅナも姿勢を正し、一歩身を引く。

「両者、用意はよろしいでしょうか？」

　問いに、リオンとルガルは無言で頷く。

「それでは──はじめっ」

　声がかかる。しかし二人はすぐに動かない。相手の隙を探るようにじりじりと睨にらみ合あう。

　決闘にもいくつか作法があるが、大おお雑ざつ把ぱに分ければ二種類になる。

　相手を殺して決着をつける決闘と、相手に剣をぶつければ決着になる決闘だ。

　今回は殺してしまっては困るので、後者のルールに当たる。

　致ち命めい傷しようではなく、軽くでもいいから相手の身に剣を届かせることが重要。

「──はぁはっ！」

　先に動いたのはルガルだ。

　脚あしの筋力を使った急激な踏み込み。同時に剣を右上から左下へと、これも腕の筋力を頼みに一気に振り下ろす。

　短い髪が激しい動きに靡なびく。一方で、狼耳と尻尾は緊張のためピンと張りつめて、ピクリとも動かない。その立たち居い振ふる舞まいは猛たけ々だけしく、美しかった。

　対するリオンは──。

「うひゃああああ！」

　情けない悲鳴を上げながら全力で逃げた。

　反撃も防御も何も考えていない。どう見てもただの逃亡だ。剣を捨てなかっただけまだマシだろう。

「ちょっ……待ちなさいよ！」

　ルガルは思わず叫ぶ。

　空から振ぶりした剣を持ち上げ、再び踏み込んで攻撃。

　しかしリオンはまた逃げた。ルガルは再び攻撃。リオンは逃げる。なおも逃げる、逃げる、逃げる、ひたすら逃げる……。

「い、い、いい加減にしなさいよっ」

　怒りに肩を震わせ、ルガルは剣を力任せに振り下ろした。

　もはや剣技の太た刀ち筋すじではない。当たれば模も擬ぎ剣けんといえど、怪我では済まないだろう。

　しかしそれも、リオンはなんとか躱した。

　剣は地面に当たり、鈍にぶい音を立てる。

「──っ」

　と、そこで、ルガルの動きが止まった。

　すぐに剣を持ち上げようとしたのに、できなかったようだった。

　彼女の顔は、なぜか苦痛に耐えるように歪んでいる。

「隙あり」

「っ！」

　その僅わずかの合間に、リオンはルガルの横に回り込んで、剣の腹を彼女の胴鎧に軽くぶつけた。

「それまで。勝負ありました」

　イヅナが告げた。

　戸惑いの声が起こる。

　数秒前までは、誰もリオンが勝つなどと思っていなかった。

　逃げ回る情けない姿を見てそう思える者などいなかっただろう。

「そんな……」

　ルガルも呆ぼう然ぜんとして呟いた。

「う、そよ……今のは、なんかの間違い──！」

　異議を申し立てながら、剣を持ち上げようとするが、今度はその剣を取り落としてしまう。

　右手首に重苦しいような、鈍い痛みがあった。

「これは……」

「ルガル。君は毎日訓練をして偉えらいよ。けどね、訓練ってのはただガムシャラにやればいいってものじゃない。変な癖と負担のかけ続けは必ず身体に悪影響を及ぼすよ」

「あんた、それを知ってて……？」

「うん。君の剣の訓練を何度か見ていて気付いた。君は人狼族の身体が丈夫なのをいいことに、力任せに動きすぎだ。そして、右手首に負担をかけるような太刀筋を多用する癖がある。それじゃ、延えん々えんと剣を振り続けなきゃいけない戦場じゃ保もたないよ」

「くっ……」

　戦場は一対一の決闘とは違う。

　無数の敵を相手に、いつ終わるとも知れぬ戦いを強しいられるかもしれない。一撃の見事な剣技よりも、何度でも剣を振るい続けられる持続力のほうが重要だ。

「それじゃあんたは、わざと私の剣から逃げ続けてたっていうの？」

「そういうこと。気づかなかった？　俺はずっと君の左側に回ってたんだ。君が右手首を動かして剣を振り続けるようにね」

「そのわりには、かなり本気で怖がっているようでしたが」

　と、イヅナが横から割り込んでくる。

　周りの何人かもうんうんと頷いていた。

「い、いやだなぁ。演技に決まってるじゃないか」

「…………」

　リオンは言うが、彼を見ている全員ジト目である。

「と、とにかく」

　リオンは仕し切きりなおすように、慌あわてて続ける。

「勝ちは勝ちだ。約束は守ってもらうよ、ルガル」

「……うぐぐ」

　ルガルは悔くやしげに唸り声を上げる。

「俺の言うことをなんでも聞いてくれるんだったよね？」

「だ、だからそこまでは言ってないっ！　司令官としての命令ならって話よ……」

「もちろんそういうことだよ？　それ以上の何を想像したの？」

「う、う……うがあああああああああ！」

　ルガルは顔を真まっ赤かにして頭を抱えて叫んだ。

　その声は遠吠えのように、近きん隣りんの村々にまで聞こえたとか聞こえなかったとか。




　　　　　　　　




「あ～～～～～～～～疲れた～～～～」

　ルガルとの試合後。

　とりあえず彼女には剣技の訓練禁止を言い渡して、リオンは司令室へ戻ってきた。

　ルガルも、禁止命令が理り不ふ尽じんなものでなく、自分の無理を止めるものだと分かったので、素直に従ってくれたようだった。かといって、リオンを信用するつもりになったわけではないようだが。

「しっかし、どうしようかなぁー」

　ソファにぐったりと横たわりながら、リオンはボヤくように言う。

　イヅナはお茶の用意をしながら尋たずねた。

「どうしようとは？　ルガル様はこれからリオン様の言うことを聞いてくれるのだから良かったではありませんか。呼びつけてイヤらしいことをするなり、私のようにメイド服を着せるなり、好きにできるのですよ」

「だからそんなことはしないって……っていうかそもそも、メイド服はイヅナが自分で選んだんじゃなかったっけ？」

「冗談です」

　とイヅナはもふっとした尾を一振りしつつ、ニコリともせずに言う。

「ですが、実際のところ、一歩前進ではありませんか？　獣人種部隊の代表であるルガル様が命令に従ってくれるなら、だいぶこの基地での仕事もサボりやすくなることでしょう」

「サボりやすくじゃなくてやりやすく、ね」

　紅茶の用意ができたので、リオンは大たい儀ぎそうに身体を起こす。

「一歩進んだけど、二歩下がった気分だよ。まあ、あの流れじゃああするしかなかっただろうけど。イヅナの助言も助かったよ」

「いえ。あのままでは、リオン様がルガル様に、なます斬ぎりにされかねませんでしたので」

「だね……アリアン准尉が余よ計けいなことを言うから」

　獣人種は人間とは違う。だから同じ扱いはできない──確かにリオンはそう考えている。だがその意図は、アリアン准尉がイメージしているものとは異ことなっている。

　しかし……それをルガルたち基地の兵士にうまく伝えるには、時期尚しよう早そうだった。だからリオンはその考えを黙っていたのだ。

「ま、仕方ないね。こうなったら強きよう権けん発動だ。せいぜい権力を笠かさに着て、嫌な司令官になるしかない。それでも──なんとか調べは付きそうだし」

　と、リオンは執務机まで歩いていって、引き出しから数枚の書類を取り出した。

　彼自身が書いたものもあるし、近在の村で受け取った、王都からの手紙もある。

「前任の司令官……ビルナック様に関する資料ですか」

　イヅナはやや緊張の面持ちで、尾をまっすぐに立てながら言う。

「うん」

　頷きながら、リオンは書類を小卓上に広げた。

「ビブロス・ビルナック少佐──ラークロウ辺境伯、つまり俺の親父おやじ殿どのの忠臣として警護隊の隊長を務めていたが、三年前にこのバルダ谷基地へ配属される。三年前はメルキア軍の改革前だから、各基地の人員の任命権はその土地の領主が持っていた。つまり、親父殿がビルナックをこの基地に送ってきたんだ」

「警護隊の隊長をわざわざこのような辺境の基地に……？　妙みようですね」

「そうだね。だいたい、少佐といえば中隊長、場合によっては大隊長クラスだ。こんな少人数の基地の司令官を務めるなんておかしい」

「何か、ラークロウ様の御ご不ふ興きようを買うようなことをされて左さ遷せんされたのでは？」

「それもないとは言えないけどね。国軍として整備を進めてるとはいえ、メルキアはまだまだ古い慣習が根強く残っているから」

　そもそも現在のメルキアの軍事制度は隣国バルアディスのモノマネである。

　バルアディス王国はかなり昔から軍の常備軍化が進んでおり、その組織体制は堅けん固ごである。

　一方メルキア軍は、部隊の名称やら階級やらは立派でも、その中身は古い貴族制度に縛しばられている。

　階級の上下より、貴族としての格がモノを言うし、縁えん故こに基もとづく人事は日常茶飯事である。二年前の改革で、人事権を中央に集めたことで多少はマシになったようだが、それ以前は、各地の領主が、好き勝手に兵士の異動を行っていた。

「ただね」

　リオンはいつになく難しい顔をする。

「ビルナックは、この基地に来てからも、頻ひん繁ぱんに親父殿と手紙のやり取りをしていたらしい。郵便物の受け渡しをしてくれている村人が言ってたんだけどね」

「やり取り、ですか」

「そう。ビルナックが一方的に送っていただけなら、警護隊に戻してくれーなんていう嘆たん願がんの可能性もあるけどさ。親父殿も律りち儀ぎに返信してるんだから、多分用件はそんなことじゃなかったと思う」

「ラークロウ様とビルナック様は、親しい間あいだ柄がらだったと？」

「そう思うんだよなぁ。まあ、どんなやり取りをしていたかは、手紙の現物がなけりゃ分からないんだけどね」

　そして、と言いながら、リオンは一番下にあった書類を手に取る。

「ビルナックは二ヶ月前──四月の末に事故死。基地周辺を見回っている途中に馬が暴れて崖がけから転落。供ともの兵士も巻き込まれて死亡し、詳細は不明」

「……怪あやしいです」

「うん、怪しいね。第一発見者は狩りをしていた村人らしい。近在の村じゃ、獣人種の兵士が基地を乗っ取るために司令官を殺したんだ……なんて噂うわさも流れていた」

「そんな可能性がありますか」

「ないね」

　リオンはやけにきっぱりとそう言った。

「ないですか」

「ないない。村人の中には彼らを野蛮人みたいに言う者もいたけどね。彼らだってメルキア軍人だ。司令官が死んだら、別の司令官が王都から配属されるだけだって道理は理解している。もし殺したんだとしても、動機はきっと別のところにあるはずだ」

「……殺したこと自体は事実かもしれないと？」

「あるいはね。事故の可能性と同程度には、その可能性もあるってだけさ」

　それよりも、とリオンは手にした書類を投げ出して、

「根本的な謎なぞがあるんだ」

「なんでしょう？」

「この基地には、なぜこんなに獣人種の兵士が多いんだ？」

「なぜ……と言われても、他になり手がいなかったからでは？」

「いやいや。料理屋の手伝いじゃないんだ。人がいなけりゃ、どこからでも兵士を送り込めばいい。命令なら誰も嫌とは言えない」

「それもできないほど、人が足りなかった、のでは？」

「それにしてもあの人数は不自然だよ。まるでわざわざ寄せ集めたみたいじゃないか」

「まあ、言われてみればそうですが……そこまで気にするほどでしょうか？　例えば、持もて余あました獣人種の兵士たちを、重要度の低いこの基地に集めておいたのかもしれません」

「うーん、そうなのかなぁ……」

　リオンはまだ納得しかねるように、首をひねる。

「気になるのはね。獣人種の兵みんながこの基地に配属されたのも、ビルナックと同じ三年前なんだよね」

「それは……」

「そして、ルガルやアリアンの口ぶりからすると、ビルナックは獣人種のみんなからは結構な信頼を得ていたっぽい。両者をこの基地に配属したのはどちらも親父殿だ」

　リオンは口を尖らせ、腕を組む。

「怪しいよねぇ。何かあるよ、これは……」

　司令室に沈黙が流れる。

　リオンが、父親であるラークロウ辺境伯の真意を理解するには、まだあと幾いくつかの騒動を経へる必要があった。




　　　　　　　　




　ここで、少しだけ場面を転じる。

　のちに起こる騒動の、もう一いち翼よくを担になうことになる者たちのところに、である。




　リオンたちのいるバルダ谷基地から東に向かい、山地を乗り越えた先にあるバルアディス王国軍の基地。

　そこは、古い砦とりでを増ぞう築ちくして再利用していることもあり、メルキア側の基地より数倍は見み栄ばえが良い。

　その基地の一室で、向き合う男が二人。

　一人は入り口近くに立っている、鎧を身につけた中年だ。

　がたいの大きさと粗そ野やな顔つきは、彼が一兵卒からの叩き上げであることを物語っている。

　対するもう一人は、部屋の奥の席に腰を下ろしている。

　こちらは相手とは対照的に、まだ歳とし若わかい。

　その服装は、華美な高級幹部用軍服で、およそこのような地方の基地にふさわしいものではない。

　ブロンドの髪は綺き麗れいに切きり揃そろえられ、その下の切れ長の両眼は青く澄すんでいる。執務机に手をつく、ただそれだけの仕草でさえ優雅だった。

「それで」

　と、彼は口を開いた。

「『アリ地獄基地』の新しい司令官の様子はどうなんだ、ライアール」

「はっ」

　ライアールと呼ばれた中年男は、太い身を精一杯縦たてに長く伸ばして答える。

「以前と変わらずであります。相変わらず、部下を伴ともなって近隣の村々を訪れ、夜通し呑み遊んでいると」

「ふぅん……」

「やはり、使えない戯たわけ者ものが左遷されてきたようでありますな。これならばカイ王子の策さくも問題なく進められるかと」

「おい」

「はっ？」

「僕ぼくを王子と呼ぶなといつも言っているだろう」

「あ……こ、これは失礼を……カイ殿でん下か」

「ふん」

　冷や汗を拭ぬぐいながら言い直すライアールを、彼──カイは冷めた目で見る。

　事実、彼は王子ではあるのだ。

　カイ・フリューギア・バルアディス。

　バルアディス王国第十三王子であり、バルアディス王国軍中将。

　メルキアと国境を接する辺境州リリーアの防衛長官。

　それが彼の身分だ。

　ただ、バルアディスでは伝統的に、王位継承権を持つ第一王子以外は王子と名乗らない。

　王位を狙ねらう意図がないことを周囲に示すためだ。

　だが、この粗そ忽こつ者ものは、頻繁に気を緩ゆるめて彼を王子と呼ぶ。

　そのたびにカイは苛いら立だつが、同時に、わずかに気分が良くなっている自分に気づく。それがまた余計に苛立ちを増幅させるのだ。

　カイは視線を窓の外──その先にはメルキア王国との国境となっている山地がある──に転じる。

「無能か……ラークロウ辺境伯の落おとし胤だねと聞いていたから、どんなものかと思っていたが」

「ま、まあ、そのラークロウ卿からして、あのような男ですし、その子もまたしかり、といったところではありませんか」

「そうだな。親子揃って馬鹿者、ということか」

　カイは、以前一度会ったラークロウ卿の姿を思い出す。

　三年前。ラークロウ卿は、バルアディス側の辺境領であるリリーア州の州都を訪れ、リリーア州を預かるカイと、休戦協定を結んだのだ。

　よく言えば、誠実そうな人物だった。

　だが、カイに言わせれば、あの男の誠実さは、愚ぐ直ちよくさと同義だ。

　クソ真面目で融ゆう通ずうがきかない。利を得るために義を曲げられない、そんな人間だと思った。

　利用しやすい、ということだ。

　事実ラークロウ卿は、休戦協定を結んだだけで、脅きよう威いはなくなったと安心しきっていた。

　実際には、バルアディス王国はメルキアと違い集権化が進んでおり、州が勝手に結んだ協定など、中央からの命令で簡単に破は棄きしてしまえるのだが──そして王族であるカイの判断はそのまま「中央からの命令」になりうるのだが──そういうことにはまるで考えが及ばない様子だった。

　ラークロウ卿のその人柄を見たカイは、彼に「あること」を持ちかけた。

　ラークロウ卿は現メルキア国王の弟である。その条件を利用しない手はない。

　もちろん、ラークロウ卿がその「あること」を実行するには、前提となる条件が必要だった。

　カイがその条件を満たすためには三年の歳月が必要だった。

　無論、上う手まくいかない可能性もある。

　だが、上手くいけば、カイの目的は大きく前進することになる。

　そしてそれはどうやら、無む駄だにならずに済みそうだった。

「馬鹿は嫌いだ」

　カイは静かに言い放った。

「馬鹿者が分不相応に活躍しようとするのも、馬鹿ゆえに安あん穏のんと生きようとするのも、どちらも僕には虫むし酸ずが走る。馬鹿は踏みつけられて、地面に這はいつくばって、醜しゆう態たいを晒さらしているべきなんだ。だから──」

　のちに、バルアディス王国第四十代王位へと手を伸ばすことになる──カイ・フリューギア・バルアディスは、見る者を凍りつかせるような両眼を細め、言い放った。




「そのリオン・ミリスとかいう馬鹿も、僕の踏み台になってもらおう」

















　リオンとルガルの決闘から一週間。

　相変わらずリオンのやる気なし司令官ぶりは続いていた。

　昼近くまで寝こけて、書類仕事は基本メイドのイヅナに任まかせっきり。

　夜は近在の村へ降りて酒場通い。

　たまに兵士を集めて探索を行うかと思えば、ピクニックだったり釣つりだったりを始めるのである。

　ルガル・ワーウルフ曹そう長ちようは、決闘の際の約束を律りち儀ぎに守り続けていて、彼のやり方に文句を言わず従したがっていた……不満はありそうだったが。

　そうして誰だれも止める者がなく、リオンの自じ堕だ落らくっぷりは止やむことを知らなかった。

　だが──。

　無能な司令官のせいで機能が麻ま痺ひするかと思われた『アリ地じ獄ごく基地』ことバルダ谷基地に、やがて変化が現れた。




「いやーどれもいい馬だ。助かるよ」

　基地の広場に並んだ十頭の馬を眺ながめながら、リオンは満足げに頷うなずいた。

　馬を連れてきたのは、近在の村人だった。彼らはやや警けい戒かいするように辺りを見回していたが、リオンの言葉に嬉うれしそうに頷いた。

「どいつも力はあるが、気き性しようが荒あらくて畑仕事には向かねえ。買い取っていただけりゃわしらにとってはありがたいっすわ」

「そうだね。こいつらも、山を駆かけ回まわるほうが楽しいだろう」

　と会話をしているところへ、ランニングをしていたルガルがやってきた。

「？　なに、どうしたのこの馬」

「ああルガル。喜びなよ。我が基地にもようやくまともな数の騎き馬ばが揃そろう」

「騎馬って……ちょっと待って。どうやってそんなこと……」

　とルガルは、リオンの横に立つイヅナを見る。

　基本的に、基地の出すい納とう管理はイヅナが行っているのだ。

　しかし彼女の疑問に答えたのはリオンだ。

「嫌だなぁ。見れば分かるでしょ。そこらの村から買い取ったのさ」

　と馬を連れてきた村人たちを示す。

「だから、どうやって買ったのか訊きいてるのよ。そんなお金いったいどこから……」

「土地を売った」

「…………は？」

「基地の周り、ほとんどが軍用地扱あつかいになってるけど、無む駄だに広すぎるじゃないか。あれを遊ばせておくなんてもったいないよ。だから売った」

「う、売ったって……そ、そんなこと勝手にしたら」

　軍ぐん規き違い反はんどころの話ではない。

　下へ手たをすれば国家叛はん逆ぎやく罪ざいで死刑もありうる。

　が、リオンは平然とした顔で、

「なぁに、心配はいらない。書類上は元から農地だったことになってるから」

「はぁ!?」

「もともとね、何が起こるか分からないってことで、多めに土地を取っておいたみたいなんだよね。これがかなりいい加減で、防衛上必要ない場所まで軍用地になってるし、この辺の村まで基地の土地扱いになっちゃってるんだ。きっとろくに調べもせずに書類を作ったんだろう。だから、その辺の間違いを修正しておいたってわけ」

「…………」

　ルガルは呆あきれてものも言えない。

　否いな──今の話によれば、間違っていたのはどちらかといえば元の書類の方なのだ。リオンは言葉通りそれを「修正した」だけ。それで、ずっと不足していた馬が手に入ったのなら問題はない……のだろうか。

「あとね」

　とリオンは続ける。

「その売った土地に今後は村の人が農作業に来るわけだけど、その際に食料とか日用品を基地に持ってきてくれることになったから、これまでみたいに頻ひん繁ぱんに買い出しに行く必要はなくなるよ」

「え……」

　これまでは週に一度、誰かが村まで降りていき、そこで牛と荷車を借かりて、運うん搬ぱん作業を行っていたのだ。

　それをしなくて済すむとなれば、随ずい分ぶんと人手が空すくことになる。

「あんた……」

　ルガルは、不思議な感覚でリオンを見ていた。

　無能だロクでなしだと思っていた司令官。

　だが、彼のちょっとした行動で、問題が一気に二つ解決した。

「それじゃ、これからよろしくね～」

「はい、こちらこそ、どうもっす。よろしくっす」

　頭を下げながら去っていく村人たちに、リオンはひらひらと手を振っていた。

「ねえ……」

「ん？　なんだい、ルガル」

「ひょっとして、あんたが毎日村に行ってたのって、馬を手に入れるためだったの？」

「んー。まあ、それだけじゃないんだけど」

　リオンは頭をボリボリかきながら、

「最初は書類で、軍用地の線が適当に引かれてるって知ったんだよね。で、実際土地を見に行ったら、農地に使えそうな場所がほっぽらかしてある。だから、その辺の村を回ってみて、どの村がどの土地を利用すれば効こう率りつがいいか考えたんだ。村の人たちと話し合いもしつつね」

「馬のためにそこまで……？」

「別に初めから馬が目的だったわけじゃないさ。それぞれの村が土地の代わりに何を提供できるか相談した結果、馬が多く手に入ったってだけだ。他にも問題はたくさんあるからね。解決できるところからしていかないと」

「……そんな、回りくどいことを」

　それでは、村に土地を提供したところで、必要な見返りが得られるとは限らない。確かにただ「馬をよこせ」では、村に反発されるだろう。しかし、多くの部隊は不満を黙もく殺さつしてそうすることが多い。相談などしていては、村の困こん窮きゆう具合によっては、ロクなものが手に入らない可能性だってあったのだ。

「それでも、やらないよりやったほうがマシだろ？　上う手まくいかなかったら別の策さくを考えればいい。基本、俺おれはそういう策しか取らないからね」

「…………」

「だから、言ったろ」

　リオンはルガルに向かってニヤリと笑い、

「俺は、頑がん張ばらないためならどんな努力も惜おしまないって」

「…………」

　ルガルは、着任の日にリオンが言っていたその言葉の意味が、ようやく少し分かったような気がした。

　確かにリオンは頑張っていない。端はたから見れば、彼は部下を引き連れて毎夜呑のみ歩あるいていただけだ。けれど、それは努力の一いつ端たんだったわけだ。

　ルガルは毎日基地の誰よりも長い時間トレーニングをしているが、リオンがやったような「努力」をしろと言われると、正直できる自信がない。

　けどリオンは、そんな努力を「惜しまない」のだ。

「そこで、この馬だけど」

「え、な、なに？」

　不意に話しかけられて、ルガルは焦あせった。自然、耳と尻尾しつぽがピンと立ち上がる。

「各部隊の隊長に一頭ずつ──ああ、ニャウリンには不要だね。彼女は単独の方が早いから。で、俺とアリアン准じゆん尉いに一頭ずつ。で、残りをルガル、君の部隊に預あずける」

「人じん狼ろう部隊に？　なんで？」

　メルキア軍の常識で考えれば、人間兵に優先的に配備されるのが普通だ。

　アリアン准尉以外にも、人間兵は十人近くいる。そちらに馬を回せば、もう余あまりはないはずだ。

　しかしリオンは当然といった顔で答える。

「なんでって、君たち人狼族は、もともと北方の山脈に住む騎馬民族だろう？　山地で集団で馬を操あやつるのはこの基地の中で最も得意なはずだ。得意な者に得意な装備を与えるのは当然だと思うけど」

「なっ……」

　ルガルは思わず目を丸くしてリオンを見た。

　リオンが間違っていたからではない。むしろ、彼の発言は完全に正論だったのだ。

　驚いたのは、ルガル自身ですら忘れてしまいそうな人狼族の来歴を、ただの人間であるリオンが語ったからだ。

「な──んで、あんたがそんなこと知ってるの？」

「こう見えてもね、俺は読書家なんだよ」

　リオンは馬を引いて、厩きゆう舎しやの方へ移動しながら言う。

　仕方ないので、ルガルもそれを手伝ってついていく。

「じゃあ、ひょっとして……初めて会った時、私を名前で呼んだのも？」

「ん？　ああ、そうだよ。人狼族は姓を持たないんだよね？　ワーウルフは、メルキア国民として登録するために、便べん宜ぎ的てきに付けてるだけだから、人狼族は全員ワーウルフ。そっちで呼んだら誰だか分からない」

「…………」

　ルガルは複雑な気分になる。

　一度は信用しかけたものの、結局こいつも他の人間と同じ──そう思っていた。

　自分たちを認めてくれるのは、メルキア人として扱ってくれるのはビルナックだけだと。

　この男は──リオンははっきり言ったのだ。人間と獣人種は違う存在。同じ扱いをするべきではない、と。

　けれど一方でリオンは、ルガルや獣人種の皆を尊そん重ちようしているようにも見える。

　どちらが彼の本心なんだろう。

　ルガルには、分からなかった。

「今後、少しずつ馬は増やしていく。できれば、人狼族全員に配備できるようにしたいね。そうしたら、国境沿ぞいの山地の見回りを任せることになると思うから、よろしく頼むよ、ルガル」

「え、ええ……」

　喜ぶべきなのかどうか分からず、ルガルは曖あい昧まいな返事を返すしかなかった。




　　　　　　　　




　さらに一週間後。

　珍めずらしく朝から起き出したリオンは、ルガル、ニャウリン、ライム、ラビナ、リュウカの五人を呼び出した。

「馬を用意して。ついてきて」

　リオンの言葉に、五人は準備を整え、城門前に集まった。といっても、ニャウリンだけは馬を連れていない。彼女は自分で走ったほうが身軽だし早いのだ。

　全員が揃うと、リオンは基地の東──国境側の山地へ向かう。

　街道を斜ななめに登り、そこから少し外れて、櫓やぐら跡あとへたどり着いた。以前一度来たのとは別の場所だ。

　そこでリオンは馬を降りた。

　皆もそれに倣ならう。

　ここの櫓もやはり朽くちて崩ほう壊かいしており、見張りには使えそうにない。

「……こんなところで、何をするの？」

　あたりを見回しながら問うルガル。

　ニャウリンが同調して、ピンク色の猫耳を揺らしながら言う。

「そうだよー、今日はイヅナがいないから、サンドイッチもないんだよね？」

「うん。残念ながらピクニックじゃないよ」

　リオンは苦笑しながら答えて、

「ライム」

「──っ!?」

　まさか自分が話しかけられるとは思っていなかったらしい。ライム・ラムは反射的にリュウカの後ろに身を隠す。が、大きな巻まき角づのがまるで隠れていない。

「ごご、ごめんなさいっ」

「いや、別に叱しかるわけじゃないから……人じん羊よう族ぞくは角で木々を倒して生活圏を広げていたんだよね？　そうして生まれた木材を利用して住居を作るって話もあったと思うけど」

「は、はい。そうです……でもどうしてそれを？」

「本で読んだのさ。それじゃ──この辺の木をみんなで倒して、櫓を再建することは可能かな？」

「……！」

　ライムはその言葉に丸く目を見開く。

　その身が、リュウカの陰かげから少し出てくる。

「……で、できる、と、思います。櫓は……メルキアのだから、作り方、分からない、けど……」

「もちろん、櫓の設計図はこちらで用意するよ。よし、それじゃライムはこの辺りを探索して、どのくらいの範囲で木材を集めればいいか調べて欲しい。ニャウリンは木に登って高い位置を探索するためについて行って」

「は……はいっ」

「了解だよ！」

「次はラビナ」

「…………なに」

　相変わらず何を考えているのか分からない眠そうな目で、ラビナはリオンを見る。

　しかし、兎うさ耳みみがピコンピコンと常に動いて周囲の音を拾っている様子なので、ちゃんと活動状態にはあるらしい。

「人じん兎と族ぞくは、野草を採って暮らしていた歴史がある。食べられる野草の種類、その調理法の知識を代々受け継いでいると聞く。これは君たちもそうかな？」

「…………（こくっ）」

「そりゃ良かった。じゃあ君は、この辺りで食べられそうな野草の植生地を調べて欲しい。今のところ食料に困ることはないけど、節約できるところはしておきたいからね。今後定期的に収しゆう穫かくをお願いすることになると思うから、よろしく」

「……わかった」

「リュウカはラビナの護衛。崖がけとかを飛んで運んだりもお願いできるかな？」

「お安い御用ですわ、司令官」

　リュウカは背の羽を広げながら悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんだ。

　四人はそれぞれリオンの指示に従って散ちっていった。

　それを眺めていたルガルは、すぐにハッとして、

「──そ、それで、私は何をすればいいのよ？」

「君は、俺と一緒に国境線の視察だよ」

　再び馬に乗りながら、リオンは言った。




　　　　　　　　




「おおい、待ってくれよぅ」

「……まったくもう！」

　はるか後方から聞こえるリオンの声に、ルガルはまたしても馬の脚あしを止める。

　さっきから何度繰り返したか分からない。これではかえって疲つかれてしまう。

　追いついてきたリオンが文句を言ってきた。

「酷ひどいよルガル。こりゃどう考えても道じゃない」

「そもそもあんたが、私が行きやすいところを選んで先行しろって言ったんじゃない。私は命令通りにしているだけよ」

「そうなんだけど……まさかこれほどとは思わなかったよ」

　確かに、今二人がいるのはかなりの急斜面だった。

　だが、人狼族はこういう場所を馬を駆って、登ったり下ったりするのが当たり前の生活を昔からしてきていた。

　ルガル自身は北方の山脈地帯で暮らしていたことはないが、そのやり方は本能として身体からだに備そなわっている。

「さっさと行くわよ。あそこまで登ればバルアディス側の全景が見渡せるはずだから」

「ひぃい……ちょっと休きゆう憩けい──」

「疲れたなら後からゆっくりくればいいわ」

　リオンを置いて、ルガルはさっさと急斜面を駆け上る。

　正直、脚を止めていられなかった。

　そこの頂上と言わず、さらに先まで、どこまでも駆けて行きたかった。人狼族の血が騒さわいでいるのだ。

　──が、もちろん、そんなことをするわけにもいかない。

　ルガルは、山頂に来たところで馬を止める。

　やがてリオンも追いついてきた。

「ふぅ……ふぅ、あー疲れた」

「走ったのはあんたじゃなくて馬でしょうが」

「いや、馬って乗ってるだけで疲れるでしょ」

　その気持ちはルガルにはよく分からない。

「いや……それにしてもここは景色がいいね。谷の底にある基地とは大違いだ」

「…………そうね」

　同意するのは癪しやくだったが、ルガルは頷く。

　眼前には山地が広がっている。

　バルアディス側は木々が少なく、むき出しの岩肌が多い。

　しかし、その先には平原が広がっている。バルアディスはメルキアより低地にあり、ここから街道やいくつかの街さえ見ることができた。

　目を反対に転じればメルキアだ。

　こちらは森林が多い。鬱うつ蒼そうと茂しげる黒々とした森の隙すき間まを縫ぬうような細い道と、小さな村々が顔を覗のぞかせている。ラークロウ辺境領は、まだまだ開発途上の土地だ。

　さらに意外だったのは、木々の茂る山の上に出たことで、北方にあるさらに高い山脈の姿を眺められるようになったことだ。

　北の霊れい峰ほうは峻しゆん険けんで、山というよりは槍やりぶすまのようだ。

　その山頂は白く、雪を湛たたえている。

「すごい……」

「俺も初めて見る。本で読んだだけじゃ、この威い容ようは想像できないな」

　北方山脈は、メルキア王国の西部からバルアディス王国の東部まで、人間の住む領域の北側に横たわる大山脈だ。その先は獣人種と、人類のほとんどが目にしたことのない神しん竜りゆう種の住む未み踏とうの世界である。

　人を寄せ付けぬ土地なのだ。

「ルガルたちの先祖は、あそこに住んでいたんだよね」

「正確にはその麓ふもとに、ね」

　人間の生活圏で獣人種が一番多く住むのはメルキア王国だが、そのほとんどはもともとバルアディスの土地に住んでいたという。

　──数千年の昔。

　バルアディスの王が獣人種を迫害したため、彼らは北方へ逃げた。

　しかし王は何を思ったか、彼らをさらに追い立てた。

　なす術すべもなく滅ほろぶしかないと思った獣人種たちだが、そこで立ち上がる者がいた。

　獣王と呼ばれるその救世主は、王をバルアディスの土地へ押し返すとともに、獣人種たちを導いて西の土地──現在のメルキアへと住まわせた。

　メルキアに人間たちがやってきて国を築きずくのはそのあと。

　もともと、メルキアは獣人種たちの土地だったのである。

「よく知ってるのね」

　獣人種の歴史をすらすらと語ったリオンに、ルガルは驚いて言った。

　リオンは事もなげに、

「本で読んだのさ。トマス・ピアズの『北方神話集成』だ」

「私は祖そ母ぼから聞かされたわ。ま、ただのおとぎ話だと思ってるけど」

「そうなの？」

「ええ、当たり前でしょ。あんたたち人間が『神様が世界をお創つくりになって云うん々ぬん』って言ってるのと変わらないわ。元になった事実はあるのかもしれないけどね。本当かどうか確かめる術なんてないんだもの」

「トマス・ピアズは『獣人種は今でも、獣王がいつか自分たちの苦境を救ってくれると信じているのである』って書いていたんだけどなぁ」

　リオンは苦笑する。

　ルガルは肩をすくめて、

「あんたは神様を信じてるの？」

「さぁて。俺は天国も地獄も見たことがないし、奇跡も目にしたことがないからなぁ。アテにしないほうが確実だとは思ってる」

「でしょうね……それと同じよ」

「なるほど」

　リオンは頷く。

　信仰なんてそんなものだ。常に聖書のことを考えている修道僧でもない限り、本気で神様の降こう臨りんを信じている者なんていない。

　獣人種だって、何千年も昔の英雄が再び救世主として現れるなんて伝説を、待望しているわけがないのだ。

「ところで、祖母って言ったね。ルガルは、以前は家族で暮らしていたの？」

「ええ。この基地に来る前は。みんなそうよ。けど……」

「けど──？」

　リオンは思わず勢い込んで訊きそうになるのを抑おさえながら問う。

　彼女たちが基地に来る前……三年前の出来事。

　それはリオンが知りたかったことだ。

「…………」

　ルガルは戸と惑まどう。

　その事実──ルガルたちが『アリ地獄基地』にいる理由──を話していいものか。

　リオンは、信用に価あたいする人間なのだろうか。ルガルはその判断を未いまだ下せていない。

　けれど──。

「あの……リオン・ミリス少しよう尉い」

「なんだい。急に改あらたまって」

「その──」

　何かを告げようとした彼女の口は、しかし別の形に動いていた。

「──あれは」

　彼女の視線はリオンから逸それ、バルアディス側の山の一角に向いていた。

　狼おおかみ耳みみが警戒するようにピンと立ち、灰色の毛が逆立ち尾を太くする。

「どうかした？」

「バルアディスが、行軍しているわ……」

「なんだって？」

　リオンは慌あわててルガルの視線を辿たどる。

　しかし、彼の視力では何も捉とらえることはできなかった。

「間違いない？」

「ええ。鎧よろいをつけているわ。十人くらい。騎兵はいないみたい。こっちに向かってきてるようだけど……」

「ずいぶん数が少ないな……訓練か？　いや、でも、ひょっとして」

「まさか、基地に攻撃を？」

「可能性がないとは言えない──ルガル、先に櫓跡に向かって、ニャウリンたちを連れて基地に戻ってくれ」

「あんたは？」

「俺は、まっすぐ基地に向かう」

「分かったわ」

　二人は馬に飛び乗ると、頷きあって、それぞれの方向へ駆け出した。




　　　　　　　　




　ルガルは猛もう然ぜんと山を駆け下り、先ほどの櫓跡近くに到着した。途と中ちゆう、ニャウリンとライム、ラビナとリュウカを見つけ、バルアディス兵が行軍していることを伝え、五人で基地へと向かった。

　が、基地へと戻ることはできなかった。

　──基地はすでに、バルアディスの兵によって囲まれていたのだった。




「どどど、どうしよう……」

　ライムが不安そうな声を上げた。身体が震ふるえているせいで、巻角が不安定にゆらゆら揺ゆれている。

「これじゃ基地に戻れないよ」

　と、ニャウリンも珍しく困こん惑わくした声を上げる。尻尾が珍しく脚と脚の間にしまわれてしまっていた。警戒状態なのだ。

「…………」

　ラビナはいつも通り無言だが、やはり不安げだ。耳の動きが激しい。

　ルガルも同様だ。焦しよう燥そうで尾が落ち着きなく揺れている。自分で止めようとして止められるものではない。

　唯ゆい一いつ落ち着いた様子のリュウカが言ってくる。

「ルガル。司令官は他に何か言っていなかったのかしら？」

「いいえ……とりあえず基地に戻れとしか」

「まさかすでに囲まれているとは思わなかったのでしょうね。しかし……どうしたものかしら」

　当然ルガルに答えられるはずもない。

　五人は森に隠れ、基地の方を窺うかがっている。

　バルアディス兵はすでに姿を晒さらして基地を取り囲んでいた。その数は五百を超えると思われた。

　基地側の動きは分からない。

　反撃に動いている様子も、逃走や降こう伏ふくの準備をしている様子もない。

　バルアディス側はまだ動いていないが、攻撃が始まれば、おそらくすぐに片がつくだろう。

　何しろ『アリ地獄基地』の防壁はボロい。馬が蹴ければ倒れそうなほどだ。籠ろう城じようなどできるはずもない。

　そもそも誰も、バルアディスが攻めてくることなどないと思っていたのだ。




　──うおおおおおお！




　突然、鬨ときの声こえが上がった。

　バルアディスの兵に攻撃指示が下ったのだ。

　弓兵が一いつ斉せいに矢をつがえる。

　その手には、着火用の炎魔法陣が描かれたゆがけを嵌はめている。

　太たい鼓この合図とともに、一斉に矢が放たれた。

　魔法陣により炎を付ふ与よされた矢は、赤く燃えながら基地の防壁に突き刺さる。

　木製の壁は、あっという間に火だるまとなった。

「くっ……」

　ルガルは歯は嚙がみする。

　未だ基地からは何の反撃もなされない。

　このままでは中にいるみんなは……。

「もう我が慢まんできないわ！」

　ルガルは馬を進めるため、腹を蹴ろうとする。

　リュウカが押おし留とどめるように訊いてきた。

「どうするのですか？」

「突つっ込こんでバルアディスの奴やつらを蹴散らすのよ！　それで少しでも攻撃が緩ゆるめばその隙に……」

「その隙に何ができるというのです？　あの数では、すぐに討うち取とられますわ」

「それでも……ここでただ基地が陥おとされるのを見てるよりはマシよ！」

　ルガルは今度こそ駆け出そうとする。

　が──またも、それを引き止める声がした。

「落ち着きなよ、ルガル」

「なによ──って、リオン!?」

　馬に乗って近づいてきたリオンを見て、ルガルは目を丸くする。

「あんた……基地に戻ってたんじゃ？　どうやって抜けてきたの？」

「いやいや、俺の手た綱づな捌さばきをあまり舐なめないでほしいな。ルガルといた場所からまっすぐに向かって、やっと今ここに着いたところさ」

「…………」

　情けない発言に、ルガルはジト目になるが、すぐに気を取り直して、リオンに詰め寄る。

「そんなことより！　なんで止めるのよ！　このままじゃ基地が──」

「だから落ち着きなって。こんな基地、好きにさせてやればいいじゃないか」

「なんですって──!?」

「バルアディスの連中の注意が全部基地に向いている今がチャンスなんだよ。さっさと近くの村に避ひ難なんしよう。奴らが山狩りでも始めたら逃げられなくなるからね」

「あんた……それじゃ、中のみんなはどうなるのよ！」

「ああ、そうか。それを気にしてたんだ。ごめんごめん。あのね」

　とリオンは頭をかきながら、




「みんな、もうとっくに避難してるはずだよ」




「…………は？」

　あっさりと告げられたリオンの言葉に、ルガルは啞あ然ぜんとする。

　二人のやりとりを静観していた他の四人も同様だ。

「敵が迫せまってきたときのために逃走ルートを確保しておくのは当然だろ？　みんなにも近いうちに伝えようと思ってたんだけど、イヅナにはもう言ってあったんだ。ほら、基地の北側に川があるだろ？　その横を下ると、分かりにくいけど洞どう窟くつがあるんだよ。それが村の近くまで通じているんだ」

「あんた……そんな場所、いつの間に？」

「村に降りるとき、ついでに基地の周りを調べておいたんだよ。イヅナには、何かあったら、俺の指示を仰あおがず、迷わずにそれを使ってみんなを避難させるよう言ってある。まさか、使うことがあるなんて思ってなかったんだけど」

　まいったね、とリオンは気軽な口調で言う。

「──そんなわけだ。納得してくれたかい、ルガル」

「…………いいえ」

　僅わずかの沈黙の末、ルガルは結局そう答えた。

「納得？　できるわけないでしょう!?　あんたはこの基地の司令官でしょう？　メルキア王国から任命されて、この土地の防衛を任されているんじゃないの？　それが、敵が襲おそってきたから逃げますって、そんなの許されるわけないじゃない！」

「そんなこと言ったって、彼ひ我がの戦力差は明白だ。こんなの、戦闘にもならないよ」

「そんなの……」

　そんなことはルガルも分かっていた。

　そもそも、国境を守る基地に、一小隊程度の人数しか配備されていないのがおかしいのだ。

　攻められることなど初めから想定していない、形だけの基地だ。

　だが、それでも──。

「でも……ビルナック司令は私たちに、基地を守れって言ったわ！　そうでしょう!?」

　ルガルはみなを見回す。

　ニャウリン、ライム、ラビナ、リュウカ。

　四人とも、気まずそうに顔を俯うつむける。

「それは──」

　と、リオンは、いつになく厳しい表情で、ルガルを見み据すえて言った。




「──君たちの命よりも基地を優先しろって意味なのかい？」




「……っ！」

　ルガルは息を呑む。

　彼女が何かを答える間もなく、リオンは視線を転じた。バルアディス兵の方を見る。兵たちは弓での攻撃を終え、崩れた防壁から、基地内に乗り込み始めていた。

「時間がなさそうだ……リュウカ。悪いけど、ルガルを抱えて飛んでくれ。リュウカの馬はニャウリンが乗って。撤てつ退たいするよ」

「かしこまりました」

「了解だよっ」

　リュウカがルガルを抱えて羽を広げる。

「ちょっとリュウカ、離してっ。リオン、まだ話は終わってないわよ！」

「話なら、安全な場所でいくらでもしよう。けど今の俺には、自分と、部下である君たちの安全が最優先だ」

　そして──。

　リオンたちは、燃え盛り、攻め立てられ、蹂じゆう躙りんされる基地に背を向け、森の中をひた走った。




　　　　　　　　




　バルダ谷基地、通称『アリ地獄基地』の周囲には大小十ほどの農村が点在している。

　それらの農村の中心地になっているのが、ペリオ村だ。

　この辺りの土地を開かい墾こんした富ふ農のうの名前を取ったというその村は、他の小村に比べればやや活気がある。

　曲がりなりにも宿屋があり、その一階部分は酒場になっている。

　その宿屋が、バルダ谷基地の兵士たちの貸切となっていた。

「いや、悪いねご主人。酒場も、部屋も占せん拠きよしちゃって」

「なぁに、お代をいただけるなら、好きなように使っていただいて結構ですわ」

「うん、安心して。お金ならこの通り」

　と、リオンは横のイヅナが抱え持つ、大きな箱をポンポンと叩たたく。

「軍からの支給金がたんまりあるから──これはとりあえずここに」

「かしこまりました」

　イヅナは箱を床に置いた。

　──バルアディス軍による基地襲撃から五時間ほど。

　リオンたちと基地の面々は、このペリオ村で無事合流した。

　今は、人員点呼とともに、荷車に積んだ荷物をこの宿屋に運び込んでいるところだ。

　宿屋の主人はありがたそうに礼をする。

　緊急事態だ。この宿を無む償しようで提供させることも可能だし、大抵の軍人はそうするだろう。

　それがちゃんと金を払うというのだから、主人の機嫌も悪かろうはずがない。

「それじゃ、私は部屋の用意をしてまいります……ところで、リオンさん」

　立ち去ろうとした主人は、立ち止まると、一転不安そうな顔で言う。

「ん？　なんだい」

「大丈夫なんでしょうか。その……これまで、隣国が攻めてくるなんて一度もなかったもんで、私も、村の者も、どうにも怖くって」

「心配しないで。俺たちも、なるべく早く村を出ていくからさ」

「い、いやっ！　別にそういう意味じゃねえんですけど……」

　しどろもどろになりながら、主人は吹き出た汗を拭ふく。

　この主人は、どうやらペリオ村のまとめ役でもあるらしかった。

　自分たちは安全なのか、軍はいつまでこの村にいるのか、そのことで不ふ利り益えきを被こうむることはないのか──そういうことを確かめて、村人に伝えなければいけないのだろう。

「……どこも大変だねぇ」

「はい？」

「いやいや、こっちの話──大丈夫。バルアディスはあの基地からこちら側に攻めてくることはない。そうするには、戦力が決定的に足りないからね。そして、あちらの戦力が揃う前に、こちらはラークロウ卿きように増援を頼んで、基地を取り返す。心配はいらないよ」

「そうですか……」

　主人は安あん堵どの息を吐つき、今度こそ立ち去った。

　その後ろ姿を見送ったあと、イヅナが言ってくる。

「よろしかったのですか、あんなことを言ってしまって」

「仕方がないでしょ。この場で『俺にも分かんない』なんて言えないもの」

　リオンは首を振る。

　実際のところ、バルアディス軍がなぜ突然基地を襲ったのかは、リオンにも分からない。

　正直、あの基地を手に入れたところで、彼らに得があるとも思えない。

　ラークロウ辺へん境きよう伯はく領を手にいれるにしても、メルキア王国と一戦交まじえるにしても、もっと効率的なやり方があるはずだ。

　それとも、情報が不足しているだけだろうか？

　辺境の土地にいるリオンには見えない、大局的な作戦の一環だとしたら？

「考えて分かるものでもないな……」

　そこへリュウカがやってきた。ドラゴンの長い尾を周囲の荷物にぶつけることなく、器用にリオンのところまで歩いてくる。

「司令官、点呼が終わりましたわ」

「ご苦労様……ってあれ、ルガルは？」

　基地の兵が揃っているかどうか、リオンはルガルに調べるよう命じたのだが。

「ルガルはランニングをしに行きましたわ。曰いわく『点呼は命令通り取った。報告はリュウカがやって』とのことです」

「俺みたいなことを言うね……」

　リオンは苦笑する。

　ルガルは、よっぽどリオンと顔を合わせたくないらしい。

「それで？」

「はい……獣人種の兵は全員揃っていましたわ」

「引っかかる言い方だね。獣人種は、ってことは？」

「はい……アリアン准尉と、他の人間兵がいません。一人も」

「……イヅナ？」

　問われ、狐きつね娘つこのメイドはピコンと耳を揺らす。

「おかしいですね……基地を出るときには全員いらしたのですが。洞窟に入るときも、アリアン准尉の姿は確認しております」

「ケンカになって、殺して埋うめたりしてないよね？」

「まさか。リオン様ならともかく、他の方にそのような真ま似ねはいたしません」

「俺にはするのか……」

　一歩退しりぞいてから、リオンは腕を組む。

「あまり大々的な捜索はできないけど、村の近くを手分けして探そう……けど、無駄な気がするなぁ」

「もしかして、バルアディス軍に捕まってしまったとお考えですの？」

「いや、違うんだけど。なんだろうなぁ、うーん……」

　リュウカの問いに明確に答えることなく、リオンは考え込んでしまう。

　やはり、全体像が見えていない感じがする。

　なんとなく気持ちが悪い。

「ところで」

　とリオンはリュウカを見る。

「ルガルはあんな調子だけど、君はあまり怒っている様子がないね」

「怒ったら何か状況が改善されますか？」

「まあ、そうだけど」

　ふふ、とリュウカは小さく笑うと、

「もちろん、わたくしとても、基地が制圧されたことに気分を良くしてはおりません。あの場所は、わたくしたちにとって、家のようなものですから」

「…………」

「ですが、それを残念と思うよりも強く、わたくしは嬉しく思っています」

「嬉しく？　何を？」

「あなたが撤退を命じてくれたことをですわ、司令官」

　リュウカは、荷物を運びながら宿屋に入ってきた仲間を見やりながら、

「わたくしたち人じん竜りゆう族ぞく部隊の何人かは、あの基地に配属される前も軍に所属していて、西方の国境沿いに配属されていました」

「西方というと……ああ、ルーラシア帝国か」

　東方と違い、頻繁に戦闘の発生する国境地域だ。

「ええ。あるとき、帝国側の攻撃がありました。基地の幹かん部ぶの多くは撤退の判断をしたのですが、一人が徹てつ底てい抗戦を主張したのです。曰く……人竜族に特攻させれば、反撃の準備の時間を稼かせげる、と」

「…………」

「気づけば、幹部連の意見は、そちらに傾いていましたわ。わたくしたち人竜部隊の兵は、ロクな準備もできないまま、ルーラシアの槍兵部隊へ突撃させられました」

　気づけば、人竜族の面々がリュウカの周りに集まっていた。

　彼女の話に、怒りに顔を歪ゆがめている者、涙を湛えている者もいる。

　そんな中、リュウカは淡たん々たんと過去を語っていく。

「結局、基地の防衛は果はたされました。わたくしたちの死は無駄ではなかった……けれど、この事実は記録には残っておりません」

「それは、特攻を命じたって事実を、隠いん蔽ぺいしたということかな？」

「隠蔽──そんな上等なものではありませんわ。『ルーラシア帝国軍当基地に向け総攻撃を仕掛けるも、我ら士し気き高く、敵を撃げき滅めつ、撤退さすに成功せり』と、報告書にはそう書かれております。わたくしたちのことなど一言も触れられておりません」

「そんな……」

　イヅナの口から思わず声が漏もれる。

「そういうものですわ。多くの王国軍人にとって、獣人種の兵は消しよう耗もう品ひんと同じ。報告書に、消費した矢の数をわざわざ記入したりはしません。そういう扱いなのです」

　でも、とリュウカはリオンを見た。

「あなたは違いました。バルアディス軍が基地を攻めた際には、即座に避難するようイヅナさんに伝えていた。あの場でも、ルガルやわたくしたちを連れて、逃げる選せん択たく肢しを取ってくれた」












「まぁ……勝ち目がなかったからね」

　それはもちろん、全員死なせるつもりで獣人種部隊を突撃させれば、基地を守ることはできたかもしれないけれど。

「だから、わたくしは嬉しいのです。前任の司令官──ビルナック司令が亡くなって、それは悲しいことですが……次に来てくれたあなたも、わたくしたちを同等の立場で扱ってくれるのですから」

「そうだよっ」

　突然背後から、ニャウリンがリオンに飛びついてきた。

「もっとも、ニャウは初めから分かってたけどね！　人じん狐こ族ぞくのイヅナを連れてるんだもん。悪い人なわけない！」

「そりゃどうも……」

　本人は気づいていないが、揺れる尻尾がぺしぺしリオンの頰ほおに当たっている。

「単純すぎ……」

　ぼそり、とラビナがやってきて言った。

「でも……信用は、できる、と思う」

　彼女の背後に、隠れるように立っていたライムも顔を出して、

「あ、あの……わたしたちもリュウカさんと同じです……その……司令官が、ちゃんとわたしたちのことを考えてくれてるんだなって分かって……えっと、ごめんなさい！」

　なぜか謝るライムに、リオンは苦笑する。

「それは何より。できれば、基地の放ほう棄きなんて判断じゃないところで、信用を勝ち取りたいところだったんだけどね」

「それは仕方ありません、リオン様。むしろ、評価されるなどという事態が訪れたことに私は驚いております」

「イヅナは俺に無駄に厳きびしくない!?」

「気のせいです──それより」

　と、イヅナは姿勢を正して、

「これからどうするのですか？　宿のご主人には、ラークロウ様に増援を頼んで……などと仰おつしやっておりましたが、そんなことが可能ですか？」

「まあ、仮にも息子むすこの俺が泣きつけば、兵の千や二千送ってくれるかもしれないけど、それじゃ火に油を注そそぐだけだし、何より面倒めんど臭くさい」

「面倒臭いかどうかで戦略を練ねらないでください」

「ちょっと待って！」

　と、いきなりルガルの声がした。

　本当にランニングをしていたのだろう。息が上がっている。

「あれ、いつ戻ってきたの？」

「たった今よ！　そんなことより、今なんかとんでもないこと言ってなかった!?　誰が誰の息子だって？」

「俺が、ラークロウ辺境伯の。あれ──言ってなかったっけ？」

「聞いてないわよ！」

　ルガルの声に、他の皆の声も重なっていた。

　リオンはその場に揃った部下たちの顔を見渡しながら、ボリボリと頭をかきつつ、

「あれー、そうだったっけ……まあいいじゃん。別に、それで何か変わるわけでもないでしょ？　息子って言ったって、継承権もない私し生せい児じだし、書類上繫つながりはないんだ」

「そんなこと……！　いえ、そうね、そう、だけど……」

　と、ルガルは何やら歯切れが悪い。

　ルガルだけではない。

　リュウカも、ラビナも、ライムも、なんとなく急にリオンに対する態度の取り方が分からなくなったみたいな、妙みような様子だった。

「……どういうことかな？」

　リオンは酒場の椅い子すに腰を下ろしながら、押おし黙だまってしまった面々を見回す。

「俺がラークロウ卿の息子だと、何がどうなるの？　君たちは、親父おやじ殿どのと、どういう繫がりがあるのかな」

　三年前。

　獣人種の部隊とビルナック少佐のバルダ谷基地への配属。

　そこに、どんな意味があるのか。

「もういいんじゃない？」

　と、一人いつもの気楽な様子を変えないニャウリンが言った。

「司令官がラークロウさんの子供なら、きっと大丈夫だよ」

「ダメよ！」

　ルガルが押し留めるように叫さけんだ。

　まるでニャウリンを守るように、リオンとの間に割って入る。

「私はこいつを信用しきれない」

「でも、司令官はニャウたちの安全を考えてくれたよ？」

「その結果、基地はバルアディスに乗っ取られたわ！」

「その話、蒸むし返かえすの？」

　リオンは溜ため息いきまじりにルガルの顔を見上げる。

「当然でしょ！　安全な場所で、いくらでもするって言ったじゃない！」

「じゃあどうするの？　今から基地を奪い返しに行くの？」

「ええ、そうよ！　あんたにその意志がないなら、私たち人狼部隊だけでも──」

「駄だ目めだ」

　リオンはきっぱりと言い切った。

「それは認めない。それで基地を取り戻せたとしても、君や、他の人狼族のみんなに確実に被害が出る。そんな戦い方、俺は絶対に許さない」

「それはあんたが『頑張りたくない』からでしょう？　そのやり方を私たちに押し付けないで！　みんなはどうなの？　基地を取り戻したいんじゃないの？」

　ルガルは仲間を見回すが、即座に賛同する者はいなかった。

　どうするべきか分からず、リオンとルガルを交こう互ごに見回す者ばかりだ。

「──っ、いいわよ！　だったら私一人で」

「やめろ」

　宿屋を出て行こうとするルガルの腕を、リオンは摑つかんだ。

「離してっ」

「そういうわけにはいかないよ。ルガル……君は何にこだわっている？　あの場所が、なぜそんなに大事なんだ？　あそこはただの軍事基地なんだよ？」

「違うわ！」

　ルガルは叫ぶ。リオンの手を振り払って、彼を正面から睨にらみつける。

「リュウカが言ったでしょう!?　あそこは私たちにとっての家なのよ！　メルキアのどこでも、居たいところに居られるあんたたちとは違うの！　私たちには、あそこ以外に居場所がないのよ！」

「…………」

「居場所を失うくらいなら、戦って死んだほうがマシよ」

「いい加減にしろ！」

　リオンの大声が酒場に響ひびき渡わたった。

　おそらく、基地に着任して以来、初めて上げただろう怒声に、皆目を丸くする。

「……ごめん。けど、ルガル。やっぱり、認めるわけにはいかない」

　リオンは気まずそうに、しかしきっぱりと告げた。

「命令だ。指示があるまで、この村から出るな」

「…………」

　ルガルは怒りに耳と尾を震わせながら、それでも敬礼し、すぐさま宿屋から飛び出していった。

　リオンは人狼部隊の兵を二人呼ぶ。

「悪いけど、ルガルに付いてて。無む謀ぼうなことをしないように」

「はっ」

「はい」

　二人はルガルを追って駆け出す。

　それを見送ると、リオンは大おお袈げ裟さに息を吐いた。

「やれやれ……決闘で勝っておいた甲か斐いがあったね」

「あの件がなくても、ルガル様は命令違反はなさらない気もしますが」

「さて、どうだろうね。俺にはまだ、ルガルの考えは全部見えてこないよ」

　リュウカ、ライム、ラビナ、ニャウリン、それに他の獣人種の兵たちを見回す。

　誰もが気まずそうに俯いている。

「あ、あの……」

　ライムが意を決したように口を開くが、リオンはそれを止める。

「今は聞かないでおくよ。ここで勝手に話を聞いてしまったら、君たちとルガルの間にも禍か根こんを残すことになる。それはあまり嬉しくない事態だからね」

「でも……」

　なおも躊ちゆう躇ちよするライムの言葉は、突然飛び込んできた人物に止められた。

「こ、ここに、リオン・ミリス少尉殿は……！」

　現れたのは、メルキア王国軍の一般兵だ。

「リオンは俺だよ。君は？」

「ああ、よ、よかった……自分は、メルキア王国軍イルストン基地所属のライガン一等伝令兵でありますっ」

　ライガン一等兵は、息を切らしながら名乗った。

「イルストン基地といえば……ラークロウ領の真ん中あたりにある街道沿いの基地だっけ？」

「そ、そうであります……い、今、ラークロウ辺境伯領の全基地に向け、伝令が放たれております。じ、自分はバルダ谷基地に向かっていたのですが、そこで村人から、基地がバルアディス軍に占拠されたと聞き、慌てて少尉殿の居場所を訪ね……」

「そりゃ、まっすぐ基地に向かわずに済んでよかった。それで？　いったい何事？」

「は……まさか、こんなときに、基地が襲われているなど……ラークロウ辺境伯領は、否、メルキア王国はどうなってしまうのか──」

　かなり混乱しているらしい。不安を思いのまま口にしてから、ライガン一等兵は、その、とんでもない事態の発生の報告を、ようやくリオンの元にもたらしたのだった。




「ラークロウ辺境伯が、メルキア王国王都にてクーデターを起こしました！」




　　　　　　　　




　カイ・フリューギア・バルアディスは、少数の兵を伴ってメルキア王国のバルダ谷基地に入城した。

　すでに制圧は完了している。防壁は炎魔法を付与した矢で焼け落ち、敷地内はバルアディス兵で一杯だった。

「ふん……なるほど、これは『アリ地獄』だな」

　その立地を眺めながら、カイは呟つぶやいた。

　その呼び名は、間諜スパイからもたらされる情報の中に、何度も出てきていた。

　彼に気づいた兵士たちが、慌てて頭を下げてくる。

「カイ殿でん下か、ご到着お待ちしておりました」

　建物の一つから、ライアールが姿を現して、彼に駆け寄ってきた。

　カイは馬を止め、飛び降りた。伴ともの兵に預けると、そのままライアールの横を通って司令部らしいその建物へ歩を進める。

　ライアールも慌てて追いかけてきた。

　ライアールには、この基地攻撃の作戦指揮を任せた。カイはこの男の粗そ野やなところが嫌いだったが、自分の指示を忠実に再現し、兵を戦わせる役としては使える男である。

「──メルキア兵が見当たらないが？　全員どこかに閉じ込めてでもいるのか」

　カイは、基地に着いてからずっと、気になっていたことを問う。

　先ほどから見かけるのはバルアディス側の兵だけだ。

　基地攻略を果たしたのに、相手側の死体が一つも見当たらないというのは妙だった。

「それが……」

　ライアールはニヤリと笑みを浮かべ、

「奴ら、怖おじ気けづきやがったのか、さっさと基地を手放して逃亡したようでして」

「なに？」

　カイは足を止める。

「包ほう囲いの隙間を縫ってか？　それとも、わざと逃がしたのか？」

　別に、それならそれで構わない。

　目的は敵の殲せん滅めつではなく基地の占拠。相手が歯向かわずに逃げるなら、捕ほ虜りよを取ったり死体を処理したり、余よ計けいな手て間まをかけずに済む。

　だが──そういうことではないようだった。

「いえ……その、我々が基地に近づいた時にはすでに逃走を始めていたようで、火矢で攻撃をしたときには、とっくにもぬけの殻からだったみたいです」

「…………」

「まったく臆おく病びような奴らです。新しく着任した司令官、無能な上にとんだ腰抜けと見えますな」

「馬鹿め」

「は……え？」

　それまで気分良く自分の手柄を語っていたライアールは、カイの一言に目を白黒させる。

「ここは、設置されてから一度も攻められたことのなかった基地だぞ。そうだな？」

「はぁ……そうです。メルキア軍では最悪の左さ遷せん先と言われているとか」

「そんな場所にいてだ。突然敵の攻撃を受けて、なぜ遅ち滞たいなく撤退できる？」

「は、まあ……言われてみれば、確かに」

　ラークロウは頷いたものの、カイがなぜそんなことにこだわっているのかわからない様子だ。

　勝ったからいいのではないか、という顔をしている。

　だが──カイは想像する。

　自分がこの基地の司令官……リオン・ミリスの立場にいたならどうだ？

　これまで一度もなかった敵の攻撃のために退却路を想定し、いざ攻められたら何の迷いも執着もなく基地を明け渡して逃げる──そんなことが自分にできるだろうか。

　否──できないことはない。ただ、自分は選択しない。どうせ準備するなら、相手を押し返し、基地を守る方法を準備するだろう。

　しかし、恐らくはそれと同等の手間を、リオンは退却のためにかけたのだ。

　そんなことが、ただの無能に、ただの腰抜けにできるだろうか？

　何か──策があるのではないだろうか。

「ライアール」

「はっ……どうされました？」

「鼠ねずみはどうした？」

「ああ。そうですな、そろそろ現れてもよい頃ですが」

　鼠──間諜スパイに聞けば、何か見えてくるかもしれない。

「来たら僕ぼくのところに連れてこい」

「はっ……かしこまりました」

　頭を下げるライアールを置いて、カイは足早に歩き出す。

　司令部内の最奥の部屋──司令室を見つけ、そこに入った。

「…………」

　小こ綺ぎ麗れいだが、野や暮ぼったい内装だ。

　カイは、メルキアの洗練されていない調度が嫌いだった。

「なんだこれは？」

　棚に、メイド服が放置されていた。

　──それは、イヅナが畳たたんでいる途中で敵の襲撃を知り、そのまま置いていったものなのだが、カイに分かるわけもない。

「執務室になんでこんな……こちらは、本棚か」

　書籍が並んでいる。革張りの学術書や歴史書、地誌など──これをリオンが読んでいたのなら、無学な軍人というわけではなかったのだろう。

「──ん？」

　と、その中に、妙に安っぽい印刷本が何冊かある。タイトルは『私の侍女がこんなにエロいわけがない』『俺の正妃と側室が修しゆ羅ら場ばすぎる』……庶しよ民みんが読む娯楽本のようだった。

「な、なんなんだ……」

　カイは戸惑う。

　部屋を見ても、相手の司令官の人格がまるで想像できなかった。

　いったいどういう人間なのか、リオン・ミリスという男は。

「カイ殿下」

　と、そのとき、ノックと共に名を呼ばれた。

　ライアールの声だ。

「なんだ」

「鼠の一人を連れてまいりました」

「ああ……入れ」

　扉が開き、鎧姿のライアールが現れる。

　彼に伴って入ってきたのは、メルキア軍の軍服を着た小柄な男だ。

　小こ狡ずるそうな目つきは、先入観のせいかもしれないが、まさに間諜スパイらしい。

「カイ・フリューギア・バルアディス殿下である。貴様に用がおありだそうだ。まずはご挨あい拶さつ申し上げろ」

　ライアールが威い丈たけ高だかに告げる。別に自分が偉いわけではないのに偉そうだ。

　間諜の男はそれを気にするでもなく、カイに頭を下げる。

「お目にかかれて光栄です、カイ殿下。オレは、この基地に所属する、メルキア王国軍准尉のアリアンと申します」

　間諜は、そう名乗った。










　正せい述じゆつ暦れき一五四三年に起こった、ラークロウ辺へん境きよう伯はくことルスト・バーン・ラークロウ・メルキアによるクーデターはメルキア王国の歴史上もっとも大きな出来事──否いな、その起点として、多くの歴史書に記しるされている。

　まさにこの一件が、のちのメルキア王朝の盛せい衰すいに多大な影響を与えた、最初の一撃だったのだ。

　しかし、そのことの意味を正しく理解するのは、存外に難むずかしい。

　なぜなら、このクーデター自体は失敗に終わったからだ。

　ラークロウ辺境伯と、彼が伴ともなった数十名の親衛隊は、メルキア国王の私し邸ていへ突入したのだが、国王はそこにはいなかった。

　当時の国王ガルド四世は、いつもと同様に王城にて通常の政せい務むを行っていた。

　ラークロウ辺境伯は誰だれを殺あやめることもなく、ただ決起の宣言を高らかに告つげたのみでそのまま捕ほ縛ばくされ、投とう獄ごくされた。

　なぜラークロウ辺境伯は、国王が私邸にいると考えたのか。

　そもそもなぜクーデターを起こしたのか。

　ラークロウ辺境伯は最後まで、その謎なぞを語ることはなかったという。




　　　　　　　　




　ラークロウ辺境伯、王都にてクーデターを起こし失敗──その報しらせを受けたリオン・ミリスは、突然行動を起こした。

　といっても、部下を率ひきいて王都へ向かい、父の真意を問いただした……とか。

　伯不在となった辺境領首しゆ府ふに乗り込み、乗っ取りを行った……とか。

　ましてや、王国危難に際さいして奮ふん起きし、基地奪だつ還かんのため立ち上がった……とか、そんなことはなかった。

　彼は直属の部下数名を率いて、仮の拠きよ点てんとしていたペリオ村を離れ、山間の街へと移動した。

　彼が向かった先はボリベーノ──産業や商業拠点に乏とぼしいラークロウ辺境領の中で、最も人の集まる都市。

　北方山脈最大の火山バスチルス山の熱で暖められた水流が、流れ流れて辿たどり着ついた山間の土地。そこに生まれた、メルキア王国最大の温泉街である。




「な、ん、で、こ、う、な、る、の、よ！」

　ボリベーノの中心街から少し外れたところにある温泉宿。

　その一室にリオンが腰こしを落ち着けたと思ったら、その扉がバァン！　と開いて、ルガルが飛び込んできた。

「やあルガル、どうだい？　古いけどいい宿だろう？　かなりの老舗しにせだし、賑にぎやかな場所からは離はなれてるけどね、静かで落ち着けるかと思って」

「落ち着けるわけないじゃない！　っていうかあんたは落ち着きすぎ！」

　ルガルはびしぃ！　とリオンを指差す。

　彼女の指し摘てきももっともだ。リオンは宿が用意している長なが逗とう留りゆう客用のラフな部屋着に着替え、ソファに寝転んでいた。どう見てもただの観光客だ。

「ルガルも早く着替えなよ。楽しい観光地で軍服なんか着てちゃ野や暮ぼだよ」

「たのしっ……！　話が違うじゃない！」

　ツカツカと詰め寄ると、ルガルはリオンを睨にらみつける。

「あんたペリオ村でなんて言った？　『緊急事態発生につき拠点を移動する』よ？」

「だから移動したじゃないか。俺おれとイヅナと、君と、ニャウリン、ライム、ラビナ、リュウカ。基地幹かん部ぶの仮の泊はく地ちをこのボリベーノの温泉宿『竜のヒゲ亭』に定めたってわけさ」

　それ以外のほとんどの兵は、基地近くの村の防衛と、アリアン以下、行方不明の人間兵の捜索のため置いてきた。

　もっとも──リオンは、ラークロウ辺境伯がクーデターを起こしたと聞いた時点でアリアンたちは見つからないだろうと予想していたが。

「竜のヒゲでも猫のシッポでもなんでもいいわよ！　私は！　ようやくあんたがやる気になったのかと思ったの！　やっと真ま面じ目めに基地奪還に向けて動くのかってね！　だから言う通りついてきたっていうのに……っ！」

「だってルガル、君、ああでも言わなきゃ温泉街になんて来なかったでしょ？」

「当たり前でしょ！」

　ダン！　と片足でテーブルを踏みつけ、正面からリオンを睨み据すえるルガル。

　よほど興奮しているようだ。

　ルガルは威い嚇かくするように犬けん歯しを光らせ、

「基地が占拠されて、お父様はクーデター失敗で投獄……それで、あんた、こんなことしてる場合!?」

「そんなこと言われてもなぁ。親父おやじ殿どのとは会ったこともない、手紙でやり取りするだけの関係なんだよ？　親父殿が何を考えてそんなことをしでかしたのか分からないから、動きようもない」

「それは……そうかもしれないけど、少なくとも温泉に浸つかってのんびりしてる場合ではないでしょう!?」

「かといってできることなんてないでしょ。今から王都に向かったって仕方ないし」

「でも……何かあるでしょう？　あんた、叛はん逆ぎやく者しやの息子むすこなのよ！　逃げるとか隠れるとか叛はん意いがないことを伝えるとか、いろいろあるでしょ！」

「息子っていったって私し生せい児じだ。親父殿と正妻との間には十人くらい子供がいる。面めん倒どうごとは彼らが処理してくれるさ」

「それは、そうかも、しれないけど……」

「やけに絡からむねえ。なに、ルガル、ひょっとして俺のことを心配してくれてるの？」

「な、ばっ……」

　とルガルは言葉にならない声を上げる。

　ピン、と耳と尻尾しつぽが天を突くように立った。

「バッッカじゃないの!?　なんで私があんたの心配なんか！　私が心配しているのは基地のことよ！　司令官であるあんたがクーデターの関係者と思われたりしたら、私たちだってどうなるか分かったものじゃないじゃない！」

「まあ心配してくれるのはありがたいけど、大丈夫だよ」

「だから心配なんかしてないって言って──へ？」

　とルガルは急に勢いを失う。

「大丈夫って、何が？」

「基地のことも、クーデターのことも、なんとかなるってこと。もうちょっと待てば、色々と見えてくるはずさ」

「……どういうこと」

　ルガルは首をかしげる。

　リオンが何を言ってるのか、よく分からなかった。

「恐らくね、基地の占拠と親父殿のクーデターは無関係じゃない」

「！」

「同時に発生したのは、偶ぐう然ぜんじゃない。何かしら繫つながりがあるはずだ」

「……それが、ここで待ってれば分かるっていうの？」

「多分ね」

　甚はなはだ頼りない口調で言って、リオンは苦笑した。

「…………」

　分からない。

　リオンには、どうやらルガルには見えない構図が見えているらしい。

　ルガルは、それがどんなものなのか、想像することもできない。

　──もしかしたら。

　あのこと──ラークロウ卿きようと、ビルナック司令と、ルガルたちの繫がりを話してしまえば、リオンが描いている構図が全部繫がるのだろうか。

　けれど、彼を信用することは──どうしてもできない。

　基地を取り戻す気がないわけではないようだけど、それほど重視しているわけではないみたいだし、そもそもこれだけ色々な事態が起きているのに、相変わらず軽けい薄はくな態度を取り続けている意味が分からない。

　今はルガルたちの味方だけど、状況が変われば簡単に変わり身するんじゃないか──それこそバルアディスに寝返るとか──そんな不安感が拭ぬぐえない。

　何が大切なのか分からない──そう、そんな感じだ。

　リオン・ミリス。「頑がん張ばらないためならどんな努力も惜おしまない」と言い放つこの司令官は、もしかしたら「頑張らないため」の邪じや魔まになるなら、どんなものでも簡単に見捨ててしまうのではないか。そう思ってしまう。

　だから──やっぱり、話せない。

　あのことは、基地そのものと同じくらい、ルガルにとって大切なことなのだから。

「──何を考えているの？　ルガル」

「っ！」

　いつの間にか立ち上がっていたリオンが、まっすぐルガルを見ていた。

　ルガルは逃げるように慌あわてて身を引いた。気づけば焦しよう燥そうからか、尻尾を無意識にぱたぱた揺らしていた。

　リオンから目を逸そらしながら、

「べ、別に……」

「そう？　ならいいけど」

「あ、あの──」

　何を問おうとしたのだろう。

　多分──ルガルはこう聞きたかった。「あんたにとって、大切なものって何？」

　けれど、その問いを口にする暇ひまはなく、

「リオン様」

　イヅナが客室に現れた。

「湯ゆ殿どのの用意ができたそうです」

「そう。じゃ、入ろうか。ルガルも行くよ」

「へ？　ど、どこに」

「温泉に決まってるじゃないか。ここは温泉宿だよ？」

「っ……わ、私はいいわよ」

「えーどうして？　人じん狼ろう族ぞくはお風呂が嫌いだったりするの？」

「そんなことはありません」

　とイヅナが答える。

「北方山脈の火山地帯には温泉がたくさんあります。獣人種の多くは昔からそれを利用していましたから、むしろ人間より温泉を好むでしょうね」

「なら問題ない。さあ行こう」

「いや、だから、今はそういう気分じゃ──」

「おっんせーんだー！」

　と、今度はニャウリンが部屋に飛び込んできた。臨りん戦せん態たい勢せいの猫みたいに、興奮で尻尾がぱたぱた揺ゆれている。

「司令官、イヅナ、早く行こうよ。あ、ルガルもこんなところにいた！」

「ニャウリン様、ちょうど良いところへ。一緒にルガル様をお連れしましょう」

「なんだか分からないけど分かった！　さあ行くよルガル」

「や、だから私は、ちょ、離してっ！」

　ルガルは、イヅナとニャウリンに両腕を抱えられ、引きずられるように温泉宿の廊下を運ばれていく。

　リオンは苦笑しながら、その後に続いた。




　　　　　　　　




「だ、か、ら、な、ん、な、の、よ、こ、れ、は！」

　ルガルは再び叫さけんでいた。

　しかし今度は全裸なので、全然迫力がない。

　イヅナが静かに言う。

「ルガル様、あまり騒ぎますと他のお客様のご迷惑になりますよ」

「客なんて一人もいないでしょ！」

「にゃははー、貸し切りだね！」

　ニャウリンは楽しそうに湯の中を泳ぎ回っている。猫は水が苦手と言うが、人じん猫びよう族ぞくは問題ないらしい。

　夕暮れ時の露天風呂だった。

　岩のくぼみに溜ためられた湯は、源泉から流れ込んでいるもので、常に新鮮、温泉水独特の香りも強い。

　そこに、ルガル、ニャウリン、ラビナ、ライム、リュウカ、イヅナの六人が入っていた。ついでにいうと、リオンもいた。

「なんであんたがいるのよ！」

　田舎いなかの農民など、地域によってはいまだに男女入いり混まじって水浴びをしたりするというが、多くのメルキア人はそんなことはない。それは獣人種も同じだ。ルガルも混こん浴よくの経験などない。

「しょうがないじゃないか。客がいないから、他の時間はここ、開けてないっていうんだから」

　一応それでも岩の向こう側にいるリオンが答える。

「だったらあんたが入らなきゃいいじゃない」

「あれぇ～？　さっきは温泉に入る気分じゃないとか言ってなかったっけ？」

「う、それは……」

　ルガルは口ごもる。

　正直な話、イヅナの言うとおりルガルは温泉が好きだ。こんな状況でなければ、せっかくやってきた名泉ボリベーノ、秘ひ湯とう巡めぐりをしたいくらいには好きだ。

　一度湯に入ってしまえば、その心地よさに抗あらがうことはできなかった。

「ほらほら、ルガル様。しっかり浸からないと冷えますよ」

「でも……」

「湯に入らないと、リオン様に裸を見られますよ」

「……っ、この変態！」

「いや、俺はずっと向こうを向いてるんだけど……」

　ルガルはばしゃん、と湯に肩まで沈しずむ。沁しみ入いるようだ。やっぱり温泉はいい……。

「ルガル、前より随ずい分ぶん筋肉ついたねっ」

「ひゃわっ!?」

　泳ぎ回っていたニャウリンが突然腹を触さわってきて、ルガルは思わず悲鳴を上げる。尻尾が跳ね上がって湯が飛び散った。

「な、何するのよいきなり」

「うらやましいなと思ったんだよ。やっぱり人狼族のほうが身体能力も上だしね」

「つ、使う筋肉が違うってだけでしょ？」

　人狼族は乗馬や戦闘など、主に平面的な行動が得意だ。

　一方で人猫族は、高いところから飛び降りたり、木々を移動したりと、上下動も含ふくんだ身体能力に特化している。平へい衡こう感かん覚かくも、獣人種の中で並外れて高い。

「それにしても、トレーニングと関係ないところまで前より大きくなってるし……むむむ」

「べ、別にそれは私のせいじゃ──ちょ、やめて、ひゃあっ」

　後ろから両胸を揉もむように抱だきすくめられて、ルガルは身を捩よじる。

　が、ニャウリンは離そうとしない。湯から飛び出した尻尾を楽しげに揺らしながら、

「ふっふっふー。よいではないかよいではないか」

「いい加減にしろぉ！」

　ルガルはニャウリンの首根っこをつかんで引ひき剝はがす。そのまま湯殿の縁ふちへ逃げた。

「むー、ルガルのケチ。いいもんね。だったら──ライム！」

「ひ、ひっ、わ、わたしですか……？」

「この中で一番大きいのはどう見てもライムだよっ。さあ、何をしたらそんなにでかくなるのか、白状するのだ！」

「うう、わたしは別になにも……ひゃああやめてくださいー！」

　バシャバシャ湯が跳ねてよく見えないが、ニャウリンがライムの胸に顔を突っ込んでいるようだった。ラビナがこっそりライムを後ろから押さえているので、逃げられないらしい。

「何やってるんだか……」

　ルガルは溜ため息いきを吐つく。

「…………」

　ニャウリンがおかしなことを言うので、ついルガルも気になってしまう。

　隣となりにいるイヅナと、向かい側に浸かっているリュウカの身体からだを見比べる。

　イヅナは綺き麗れいなプロポーションだ。普段は身体の線が分かりにくいメイド服を着ているので気付かなかったが、胸もかなり大きい。

　一方のリュウカは、同じ女のルガルから見てもどきりとするほどに艶なまめかしい。髪飾りのような角といい、湯に浅く浸したドラゴンの羽といい、その姿がすでに一幅の絵画のようだった。

「…………」

　一方の自分はというと、子供体型のニャウリンやラビナよりはまあいいけれど、ライムに比べれば胸は小さい。イヅナやリュウカにはとても敵かなわない。

　別に女としての魅力など求めたことはない。自分は軍人だ。兵士だ。戦うための身体があればそれでいい。そう思っていたけれど……。

「ルガル」

「な、何よ、あんたまだいたの？」

　不意にリオンに話しかけられてルガルは焦あせる。

　見れば、リオンは相変わらず岩の向こうで背を向けている。

「君はそのままでいいと思うよ」

「は、はぁ!?　何よ突然！　どどど、どういう意味よそれ！」

「それはもちろん、ルガル様」

　と、イヅナが横から言ってくる。

「そのくらいの胸がちょうどいいと、そういうことを言っているのでは？」

「そそ、そうなの!?　この変態！」

「待ってイヅナ。違うからね!?」

　慌てて否定しようとするリオン。

　しかしその言葉が途中で止まった。

「何よ。やっぱり図星──」

　と言いかけた途中で、ルガルも気づいた。

　足音。

　息遣い。

　温泉の強い匂いに紛まぎれているが──人の臭い。

「うおおおおおおおお！」

「っ！」

　突とつ如じよ、岩場の向こうの草むらから、人間が飛び出してきた。

　三人の男。皆、抜き身の剣を手に持っている。

　覆面をかぶっており、顔は分からない。

　男たちは岩場を回って迷うことなくリオンの方へ走る。

「リオン！」

「大丈夫。心配いらないよ」

　完全に無防備で凶きよう賊ぞくに襲われながら、リオンはあくまで平然としていた。

　三本の剣が彼に迫ろうという、その時。

　岩場の陰かげから、さらに五つの人影。

「あんたたち……！」

　それは、バルダ谷基地の獣人種部隊の兵士たちだった。

　人狼族が三人に、人猫族と人竜族が一人ずつ。

　五人は、男たちの剣を奪うばい、あるいは叩たたき落おとし、腕をひねり上げて拘こう束そくする。

　獣人種の身体能力は人間より高い。

　三対五で勝てるはずもなかった。

　男たちはあっという間に全員自由を奪われる。

「いやー、思ったより早かったね」

「あんた、襲撃を予想してたの？」

「まあね」

　リオンは拘束された男たちに歩み寄る。

「だからこっそり警護してもらってたんだ。一人になったところを狙ねらってくると思ってたんだけどね。アリアン准じゆん尉いに急ぐようにでも言われたかな？」

「アリアン──って、え、どういうこと？」

　ルガルは、その名前に、当とう惑わくした表情を見せる。

「こういうことだよ」

　リオンは言いながら男の一人の覆面を剝いだ。

「っ！」

　ルガルは息を飲む。

　それは、行方不明になっていたバルダ谷基地の人間兵の一人だった。

「あんた……なんで？　なによ、どうなってるのよ！」

　ルガルは声を上げる。

　襲撃者の正体が分かったところで、事態はまるで見えてこない。

　ルガルはさらにリオンに詰め寄ろうとした。

「ねえ──」

「──危ない！」

　リオンが叫んだ。

　背後の岩場から、さらにもう一人、男が襲いかかってきた。

　襲撃者は全部で四人だったのだ。

　全員の反応が遅れた。

　イヅナもリュウカもニャウリンもライムもラビナも他の五人も、湯の中という条件が災わざわいし、また拘束した男たちが邪魔で、即座に駆けつけられない。

「がああああああああああ！」

　最後の襲撃者は、破れかぶれといった感じで剣を振り上げ突っ込んでくる。

　前もまともに見ていないようだ。その切っ先はリオンではなくルガルに向いている。

「……っ！」

　自らを狙う、銀の凶きよう刃じん。

　ルガルはとっさに動けない。

　突っ込んでくる男。剣は、彼女の胸の中心に迫る。

　死ぬ──そう思った直後、ルガルは横に突き飛ばされた──否。

　まっさきに襲撃者に気づき動いていたリオンが、抱きすくめるようにルガルを押し倒したのだ。

　身体が倒れ、湯面に叩きつけられる。呻うめくような悲鳴が聞こえた。

　飛沫しぶきが弾はじける。怒声が響ひびき渡わたる。バシャバシャと上がる水音。殴なぐりつけるような鈍にぶい音。

　最後の襲撃者も取り押さえられたらしい。

　ルガルは全身に湯のぬくもりと、人の感触を感じながら、ホッと息をつく。

「だ、いじょうぶ、かい。ルガル」

「え、ええ……」

「そりゃ良かった──」

「っ！　ちょっとリオン!?」

　急に重さを増した彼の身体にルガルは動揺する。

　押しのけようとするが、それはぐったりと重く、持ち上げることもできない。

「ちょっと止やめてよ。へ、へんな冗じよう談だん──」

　ルガルは言葉を失う。

　彼の背から流れ出た血が、周りの湯を薄赤に染めていた。










　リオンが目を覚ましたのは、その日の夜中だった。

　竜のヒゲ亭の客室である。中心街から離れたこの旅館には、歓かん楽らくの騒そう々ぞうしさも伝わってこず、しんとした夜気に包つつまれていた。

「うっ……」

　身を起こそうとすると、背中がズキリと痛んだ。

　それで、何があったのかを思い出した。

「そうだ、ルガル──」

「おとなしく寝てなさい。傷が開くわよ」

　声とともに、リオンはベッドに押し付けられた。

　見れば、狼おおかみ耳みみの少女の顔が、窓から差し込む月明かりに照らされている。

「ルガル……」

「──ったく、大して強くも身体からだが丈夫でもないのに、無茶しないでよね。あんたみたいのでも、一応私たちの司令官なんだから、こんな状況で死なれちゃ困るのよ。優先順位を間違えないで。あんたらしくもない」

「はは……手て厳きびしいなぁ」

「しかも、医務室に運ぼうとしてるのに、なんかブツブツ呟つぶやいて指示出してたし。基地を占せん拠きよしたバルアディス軍に『リオン・ミリスの暗殺にはまだ時間がかかりそう』って手紙を送れとか、送るのは明日の朝になってからがいいとか……」

「ああ──」

　なるほど、それは確かに自分が言いそうなことだ、とリオンは思う。

「で、それは？」

「今、イヅナが手配してくれているわ」

「襲撃してきた奴やつらは？」

「全員、この街の軍施設に引き渡したわ。まだあんたの部下扱いだから、あんたに対応を任まかせるって。今は牢ろうに入れてあるわ」

「そう……いろいろ聞きたいこともあるし、会いに行かないとね」

　リオンはゆっくり立ち上がろうとするが、またルガルに止められる。

「だから傷が開くって言ってるでしょ!?　酷ひどい怪け我がじゃないけど、調子に乗ると悪化するわよ。医者は、明日の朝までは動くなって言ってたわ」

「明日か……まあ、それなら、大丈夫かな」

「もうっ」

　ルガルは溜ため息いきを吐つく。

「何が頑がん張ばらない──よ。あんた、結構無茶するじゃない」

「無茶はするさ。しなきゃいけないときもある。けど、無茶をしたら後々頑張らなくていいと思うから、無茶をするんだ。無茶をして、もっと頑張らなくちゃいけなくなるんだったら、迷わず逃げるよ、俺おれは」

「なによそれ……意味分からないわ」

　ルガルは苦笑する。

「私を助けたら、頑張らなくてよくなるの？」

「そりゃそうだ。君に死なれたら困る」

「ふぇっ!?」

　狼耳をピン！　と張り詰めたように立てるルガル。

　両手を振り回しながら、慌あわててリオンから目を逸そらしている。

　リオンは苦笑しつつ、窓外の月光に目を向けながら、

「人が死ぬのは辛つらいよ。悲しいし、苦しいし、重い。それを乗り越えて生きていくためには、たくさん頑張らなきゃいけない。何をどうすればいいかは分からない。努力じゃどうにもできないんだよね。とにかく、形のない何かを、いくつもいくつも乗り越えなきゃいけない。俺は、それが嫌だ」

「…………」

　動く気配に振り返ると、ルガルが頭を下げていた。

「……ありがとう」

「急にどうしたのさ。さっきは文句言ってたくせに」

「べ、別に助けてもらったことじゃなくて……い、いえ、それも感謝してるわよっ。人を恩知らずみたいに言わないでよ！　けど──それだけじゃなくて、なんていうか」

　くるっと背を向けると、ルガルはベッドの端はしに腰を下ろした。

　銀灰色の尻尾しつぽがリオンの目の前に横たわる。

「……あんたは、私が死んだら、悲しんでくれるんだ、と思って」

「そりゃ悲しいよ、もちろん」

「そう…………」

　戸と惑まどうような様子。狼耳が緊張するように、細かく揺ゆれていた。

　何かを言い出しかけて、躊躇ためらって、また口にしようとして、押し戻して──それを何度か繰くり返かえした末、ルガルはようやく告つげた。




「私たち──本当は軍人じゃないの」




「……どういうことかな？」

「三年前、私の住んでいた集落を、メルキア軍の兵士が襲おそったわ。彼らはバルアディスとの小こ競ぜり合あいで敗退した部隊で、王都へ帰還する途中だった。そして、その帰き路ろにあった人じん狼ろう族ぞくの集落から、部隊で不足していた食料を奪うばったの」

「君のその村は、メルキア国内──ラークロウ辺へん境きよう伯はく領にあったんだね？」

「ええ、そうよ……彼らは、自国の人間を襲って、殺して、物を奪ったわ。でも彼らにそんな意識はなかったでしょうね。流る浪ろうして勝手に住み着いている獣人種を排はい除じよした──そんな風にしか思わなかったはずよ」

「…………」

　メルキア王国は獣人種への差別の少ない国だが、それは制度の上だけだ。

　人々の根本的な意識の部分では、まだまだ偏へん見けんは根強い。

　そしてそれは、死と隣り合わせの極限状態に近づけば近づくほど露ろ呈ていする。

「それで……君たちが生き残ったというわけか」

「そうよ。子供たちばかり、十人ほどね。それを見つけて、助けてくれたのがビルナック司令よ」

　ビルナック──リオンの前任の基地司令官。

　それ以前、つまりルガルたちを助けたときは、ラークロウ辺境伯の警護隊隊長だった男だ。

「ビルナック司令は、ラークロウ辺境伯の視察行に同行していたのね。そして襲撃されたあとの村を発見した。襲った部隊はもう辺境領を出て、王都に向かっていたからどうしようもなかったみたいだけど。助けられた私たちは、近くの街に連れて行かれて、そこで何ヶ月か過すごしたあと、あの基地に連れてこられたわ」

「そのとき、ビルナックも一緒に？」

「ええ、そうよ。基地には、ニャウリンやライムやラビナやリュウカたちもいたわ。みんな、似たような事情で行き場を失って、ビルナック司令に助けられたのよ」

　リュウカは西方の戦場で特攻を強制されたと言っていた。

　その後どうやってビルナック司令と知り合ったかは分からないが、きっと──。

「ビルナックは──君たちの不ふ遇ぐうな扱あつかいに、随ずい分ぶん不満を持っていたんだね」

「そうよ。ビルナック司令はよく言っていたわ。同じメルキア人が、外見が違うというだけで差別されるのは絶対に間違っているって」

「なるほど……」

「だからこの基地で、私たちはメルキア軍人になったの」

「ここで、か」

「そうよ。書類上の手続きは全部、ラークロウ辺境伯が行ってくれたと、ビルナック司令は言ってたわ。私たちは、送られてきた軍服を身につけて、それなりの作法を教えてもらって、軍人になった」

　本来なら、訓練基地などで正規の教育と訓練を受けるのが正しい手順だ。

　それをしなかった理由は──

「そうか。軍事改革か」

　リオンは納得する。

　二年前になされた軍事改革で、軍の人事権はすべて王都に移された。

　もしルガルたちが正式な訓練を受けている間に制度が変われば、ルガルたちをどこに配属するかは王都の軍令部の判断に委ゆだねることになる。それでは、またリュウカたちが受けたような扱いを繰り返すことになってしまう。

　ラークロウ辺境伯に人事権がある間に、ルガルたちをバルダ谷基地に集めておきたかったのだ。

　そしてあの基地は、ビルナック司令によって──ルガルたちの「家」になった。

「──やっと分かったよ」

　リオンはルガルの背に向けて言う。

「君がずっと、俺にその話をするのを躊ちゆう躇ちよしていた理由が」

　話せるわけがない。

　もしリオンが獣人種に偏見を持っていたら……あるいは利り己こ心しんの強い人間だったら……ルガルたちが正式な軍人ではない事実を利用して、何をするか分からなかったのだ。

　その結果、ルガルたちの「家」が失われるかもしれない。

「そうよ……」

　ルガルは言う。その肩が、細こまかく震ふるえているのを、リオンは見た。

「あそこは私たちの『家』──私たちに、他に行く場所なんてないわ。だから……だからどうしても…………」

　その続きの言葉を、ルガルは飲み込んだようだった。

　リオンは、代わりに口にする。

「取り返すさ。必ずね」

「え……でも、あんた。あんな基地、好きにさせればいいって──」

「言ったさ。基地はね、ただの建物だよ。壊れたら建て直せばいいし、その土地に居られなくなったら移動すればいい。物質ものに価値があるわけじゃない」

　けど──と言ってリオンはルガルの肩に触れる。

　ルガルはビクリと背筋を伸ばしたが、その細かな震えはそれで止まったようだった。

「君たちには居場所が、『家』が必要なんだろう？　そしてその『家』は今のところ、あの場所に置いておくのが一番楽そうだ。だったらそこを譲ゆずるわけにはいかないじゃないか」

「…………」

「俺もね、せっかく与えてもらった閑かん職しよくなんだ。警備だけが仕事で、配備されれば二度と出世は望めず、最悪の左さ遷せん先と恐れられている『アリ地じ獄ごく基地』司令官。そんな最高に頑張らなくていい立場を失わないためにも──あの基地を取り戻す努力をする」

「リオン……」

　ルガルが振り向いた。

　月光が、銀灰色の髪と狼耳と、豊かな尾と、人間と少しだけ形の違う瞳ひとみを照らす。

　狼は満月の夜だけ人の姿になる──そんな伝説を思い起こさせるほどに、その姿は野生的で精せい悍かんで、同時にとても繊せん細さいだった。まるで彼女の揺れる心が月によって表へ映し出されたかのように。

　綺き麗れいだ、とリオンはシンプルにそう思った。

「──休むよ。明日の朝には、牢で事情聴取だ。その後、方針を決めよう。みんなにもそう伝えておいて」

「分かったわ」

　ルガルはベッドから立ち上がる。

　彼女が部屋を出て行く音を聞くより早く、リオンは再び眠りについた。




　　　　　　　　




　翌朝。

「うわああぁあぁぁぁぁ、歩くの辛つらいよー痛いよー。ねえイヅナ、馬車用意してよ」

「駄だ目めです。この街では、緊急時以外に軍の馬車を市街で運用するのは禁止されているそうですので」

「緊急時だよ。超緊急時だって。俺のこの尋じん常じようじゃない痛み！」

「いいからキリキリ歩いてください」

「うう……冷たいなぁ」

「…………」

　リオンとイヅナ、ルガル、ニャウリン、ラビナ、ライム、リュウカの七人は『竜のしっぽ亭』を出て、メルキア軍のボリベーノ駐ちゆう屯とん地ちへ向かっていた。

　街の反対側の外れにあるので、そこまで歩かなければならないのだった。

　ルガルは、先ほどから延えん々えん文句ばかり言っているリオンを白い目で見ていた。

「……昨日は、ちょっとカッコいいとか思ったのに」

「ん？　ルガル、何か言ったかい？」

「な、何も言ってないわよ！　いいからキリキリ歩きなさい！」

「痛っ！　痛いって、背中叩たたかないで！　怪我人だからね俺!?」

　リオンは軍服の下に包帯を巻いている。目立ちはしないが、結構痛いのだろう。

　それでもいつもと変わらない態度なのだから、すごいといえばすごい。

「──まったく。昨日の優しいルガルはどこに行ったんだい」

「なっ……」

「おや、ルガル様。いつの間にそのようなことを」

「ち、ちちちち違うわよっ!?　なんで私がこいつに優しくしなきゃいけないのよ！　するわけないじゃない！」

「ムキになって否定するところが」とリュウカ。

「……怪あやしい」とラビナ。

「おおお、おめでとうございますっ！」と気の早いライム。

「いい加減にしなさいよあんたたち！」

「ルガル、大声を出すと周りに迷惑だよ」

「誰だれのせいよ、誰の！」

　結局、軍の馬車を使ったほうがマシではないかという騒々しさで、七人はボリベーノの街を歩んでいった。




　　　　　　　　




「お待ちしてました。リオン・ミリス少しよう尉い」

　ボリベーノ駐屯地の司令官が七人を迎えた。

「自分は当駐屯地の司令官を務つとめるラルガス少尉です」

「手間をかけてしまって悪いね」

「いえ、ボリベーノの治ち安あん維い持じは我々の主要業務ですので」

　そつなく答えながら、ラルガス少尉はリオンたちを牢へと案内する。

　牢の前には、昨日襲撃者たちを捉とらえた獣人種部隊の五人が集まっていた。ルガルの指示で、見張りを務つとめていたらしい。

「五人ともご苦労様。上で休んでて」

「はっ」

　労ねぎらうリオンに敬けい礼れいすると、五人は牢を立ち去った。

　牢の前にはリオンたち七人と、ラルガス少尉が並ぶ。

「さて」

　とリオンは牢の中に目を向けた。

　昨日リオンたちを襲撃した四人──リオンの部下でもある人間兵たちが床に座り込んでいた。

「君たちには色々訊ききたいことがあるけど……まず、君たち以外の六人、アリアン准じゆん尉いたちは全員基地に残っているのかな」

「さぁて、どうだろうね」

　兵士の一人──スタン曹そう長ちようが言った。

　スタンは顔を上げ、ニヤリと笑みを浮かべた。

「こうなっちまったらもう、どうせ俺たちゃ死刑だろ？　わざわざあんたに色々ゲロしたところで良いことなんてなんもねえじゃねえか」

「そんなこともない」

　リオンは彼らの正面にしゃがみ込む。

　背中を丸めると痛むので、牢の柵さくに手を突いて背筋を伸ばした。

「君たちがこれまで何をしていたのかは、軍の人間はまだ何も知らないんだ。それはこれから俺と、ここにいるラルガス少尉が報告書をまとめる。まとめるまでは、まだ何も事実じゃない。そうだよね、少尉」

「──そう、ですね。自分も、まだ彼らがどのような軍ぐん規き違い反はんを犯したのか、正式には知りません」

「そういうことだ。君たちの態たい度ど如何いかんによっては、俺たちは報告書を書き間違えるかもしれない。例えば『街中で喧けん嘩かを始めたため、止めに入ったリオン・ミリス司令官が怪我をした』とかね。これならそう大事にはならない。どんなに厳しくてもせいぜい除じよ隊たい処分だ。その場合は退役年金も支給される」

　けど──とリオンは声を低める。

「何も話してくれないのは困こまる。俺はなんとしても、君たちの背後関係が知りたい。そのためにはどんな手段も厭いとわない」

「ご、拷ごう問もんは軍の規則で禁止されてるぜ」

「そんな野蛮なことはしないよ。でも、君たちが口を割りたくなる方法ならいくつかある。例えばちょっと熱めの温泉に浸かってリラックスしてもらうとかね」

「っ！」

「ラルガス少尉。ボリベーノで一番熱い源泉は何度くらいだろうね」

「ふむ──確か、八十度くらいだったかと」

「そりゃいい。どうだい、スタン曹長。君だってせっかくボリベーノに来たんだ。湯に浸かってみてはどうだい？」

　リオンはニヤリと笑みを浮かべた。

　スタン曹長は、やや青くなった顔を、仲間たちと見合わせる。

　四人は、あまり迷うこともなく、各おの々おの首を頷うなずけた。

　スタン曹長が再び顔を上げる。

「やれやれ、無能だロクでなしだと思っていたが、冗じよう談だんじゃねえ。恐ろしい人だよ、あんた──で？　何が知りたいんだ」

「手間が省はぶけて助かるよ。アリアン准尉たちはどこに？」

「みんな基地に残ってるぜ。まあ、何人か密みつ偵ていに出されてるかもしれねえが、俺たちが行動中なんだ。まだ動かねえだろ。少なくとも、今日の昼くらいまではな」

「ああ──それなら大丈夫だ。今頃、俺を殺すのにはまだ時間がかかりそうってことを知らせる手紙が届くころだから。そうだね、イヅナ」

「はい、手配しておきました」

「当駐屯地の兵に、何も知らされていない村人を装よそおって手紙を渡すように、と命じておきました」

　とラルガス少尉が補ほ足そくする。

「抜かりねえなぁ」

　スタン曹長は呆あきれたような声を上げる。

「それで？　君たちはどうしてバルアディスの密偵なんかになったんだい？」

「はんっ」

　スタンは鼻を鳴らす。

「決まってるじゃねえか。あんな基地にいちゃあ、もう一生出世の望みなんざないと思ったからさ」

「そんな理由で──！」

「まあまあ、落ち着いて」

　尾の毛を強こわ張ばらせて憤いきどおるルガルを抑おさえて、リオンは先を促うながす。

「──俺たちぁ、元々はビルナック少佐の元で、ラークロウ辺境伯の警護隊を務めてたんだ。少佐はいい人だったよ。兵士を出自で差別したりしねえ。実力がありゃあ取り立ててくれる。俺たちは、だから頑張って手柄を上げて、少佐に尽つくして、警護隊にまでしてもらったんだ。このまま行きゃあな、少佐は王都に栄転が確実だった。軍事改革で人事権が中央に移れば、あれだけ優秀な人を放っておくはずがない。少佐にゃあきっとお呼びがかかる。そうすりゃ、部下の俺たちだってもっと出世できる。上を目指せる。みんなそう思ってたんだ。なのに──」

　三年前。

　ビルナックはルガルたちを連れて『アリ地獄基地』へ異動した。

「ラークロウ卿きようの不ふ興きようを買いでもしたのかと思った。でも、ビルナック少佐は、自分から望んだことだと言ったんだ。そして、俺たちに『ついてきてくれるか』と訊いた。俺たちは頷いた。少佐には何か考えがあると思ったからだ」

「考え？」

「そうさ。出世のためにしてることだと思ったのよ。遠回りに思えるが、俺たちにゃ分からねえ、上り詰めるための裏道だと信じたのよ。けど──」

　とスタンは、ルガルたちのほうを睨にらむ。

「違った。少佐はただ、この獣人どものお守りをするためだけに、あんな掃はき溜だめみてぇな土地に、俺たちを連れてきたんだ。もう上へ行くつもりなんかなかったんだ。とんだ裏切りだぜ」

「なにを──」

　声を上げかけるルガルを手で制して、リオンはスタンを見る。

「それで君たちは」

　静かな口調で、彼は告げた。




「ビルナックを殺したんだね」




「なっ……」

　さすがに言葉が出なかったらしい。ルガルは口を開いて、呆ぼう然ぜんとリオンとスタンを交こう互ごに見た。

　他の皆も似たような顔をしている。

「しかしリオン様」

　と、最初に口を開いたのはイヅナだった。

「ビルナック様の死亡事故には、人間兵も幾いく人にんか巻き込まれています。彼らが殺したとしたら、それはおかしいのでは？」

「それは、ビルナック殺害に反対した者たちだったんじゃないかな？　何しろ、ただ殺すだけじゃない。バルアディス王国側に寝返って密偵になろうって話なんだからね」

「それは…………なるほど」

　イヅナは驚いたようだが、すぐに納得して頷いた。

　一方ルガルは疑問をぶつけてくる。

「ちょ、ちょっと待って。どういうことよ。さっぱり分からないわ」

「だって、司令官が死んだところで、別の司令官が配属されるだけだろう？　彼らの境きよう遇ぐうは変わらない。だったら殺した理由は腹立ちまぎれの逆さか恨うらみ。そうじゃないなら、殺すことで利り益えきが得られるからだ。つまり、バルアディス側に便べん宜ぎを図はかってもらえるからやったわけだ」

「そんな……そんなことであんたたちは……！」

　ルガルは牢に取り付き、犬歯をあらわにしてスタンを睨みつける。今にも柵を破壊して、相手を嚙かみ殺ころしそうな迫力だ。

　スタンの方は開き直ったように笑みを漏もらし、

「へっ。そうさ、その通りだよ。俺たちぁ裏切った。けど、しょうがねえじゃねえか。俺たちは出世したかった。だからビルナック少佐について行ったんだ。なのに最後にゃあんな屁へみてえな場所で心中させられるとこだった。そこに誘いがくりゃ、バルアディスだろうがなんだろうが、鞍くら替がえしたくもなるってもんだ」

「誘われたんだね」

「ああ、そうだぜ。バルアディス側の基地の、ライアールって司令官だ。俺たちぁ馬車を操って、ビルナックを誘い出す役。実際に手ぇ下したのは、そのライアールと、あいつの部下たちだ」

「今回の基地襲撃と、俺の暗殺も、そのライアールって奴の指示なのかな？」

「そうさ。ま、あいつぁ隣国に戦争吹っかけてどうこうしようなんて自分でできるタマじゃぁねえな。あいつの後ろにゃもっと大物が控ひかえてるようだったぜ」

「大物？　そいつは誰だい？」

「そりゃ分からねえ。そのお人と直接顔合わせたなぁ、アリアン准尉だけだ」

「ふぅん……」

　リオンは少し考え込んでから、

「ビルナックはラークロウ辺境伯とかなり頻ひん繁ぱんに手紙をやり取りしていたらしいけど、その内容がなんだか知らないかな？」

「手紙？　さぁて。そんなもんやり取りしてたなんて初耳だぜ」

「……本当に？」

「ほ、ホントだよっ。今いま更さら噓うそも隠し事もするもんか。拷問は勘かん弁べんしてくれぇ」

「拷問じゃないってば……分かった分かった。信じるよ」

　必死に頭を下げるスタンの様子からすると、噓ではないようだった。

　リオンは牢から離れる。

「ちゃんと刑を減げんじてくれるんでしょうね!?」と声を上げるスタンに適当に返事をしながら、リオンは牢を出た。

　ラルガス少尉が言ってくる。

「……本当に、報告書には『ただの喧嘩』と書くんですか？」

「まあ、約束したから仕方がないね」

「そんな──っ！」

「ただし」

　と、憤りの声を上げるルガルを押しとどめて、リオンは言う。

「バルアディスの密偵になっていた件は、報告書とは別だ。俺が書き間違えるのは、俺を暗殺しようとしたことについてだけだからね。それ以外のことについては、さすがに間違えようがないさ」

「さすがリオン様、悪あく辣らつですね」

　イヅナの言葉に、皆うんうんと頷いた。

「みんなひどいなぁ！」

「あんた、さっきスタンに言ってた、八十度の源泉に浸けるって話も、本当にやるつもりだったの？」

「まさか」

　リオンはルガルの方に振り向くと、笑みを浮かべていった。

「するわけないじゃない、そんな面めん倒どう臭くさいこと」




　　　　　　　　




　リオンたちはボリベーノ駐屯地の一室に集まった。

　ラルガス少尉も一緒だ。

「さて」

　リオンは皆を見回して言う。

「まずは俺の考えを話しておこうと思う。ただし、これはあくまで推測。正しいかどうかは分からないから、そのつもりで聴いてくれ」

「考えって……さっきスタンから聞いた話で、だいたい何がどうなってるのかは分かったじゃない。バルアディスが基地を攻めてきて、アリアンたちが裏切っていた──そういうことでしょう？」

「そうだね。ルガルの言う通りだ。けど、それじゃ──なんでバルアディスはあの基地を攻略したんだい？」

「なんでって、それは……」

「設置以来、一度も攻撃を受けたことのなかった『アリ地獄基地』──それは、攻めても無意味だったから攻められなかったんだ。だからこそ、ビルナックだって、あそこを君たちの『家』にしようと思ったんだろう？」

「確かに……なぜ突然、とは思いますわね」

　とリュウカが、ドラゴンの尾をゆっくりと一振りしながら言う。

「司令官が代わったから、混乱してると思ったんじゃないの？」

　とニャウリンが、猫耳を手でかきながら答える。

「それなら、司令官不在の期間を選ぶはずですわ。基地には内通者がいたのですから、それくらい簡単に知れますものね」

「あ、そうか」

　リオンは頷いて、

「そういうこと。基地を狙ねらうにしても、俺が着任する前の方が良かったはずなんだ。けどバルアディスはそうしなかった」

「リオン様が仕事をまともにやらない、やる気なし司令官だという情報が伝わったからではありませんか」

「イヅナ、主観的判断に基もとづく推理は良くないよ」

「客観的事実だと思いますが」

　イヅナの言葉に、みんな一斉に頷く。

　リオンは、まったくもう、と息を吐いてから、

「──なぜ後任の司令官が来てから基地を攻撃してきたかと言えば、このタイミングで攻撃することに意味があるから、と俺は考える」

「このタイミングで攻撃する意味…………あっ！」

　ルガルが目を丸くする。他の皆もほぼ同時に気づいたようで、驚きの表情でリオンを見る。

「そう。おそらく、バルアディスは待っていたんだ。ラークロウ辺境伯領が混乱に陥るだろうこのタイミングをね。つまり」

　リオンはわずかに言葉を区切って、静かに言う。




「ラークロウ辺境伯のクーデターと、バルアディスの基地攻撃は連動している」




「そんな……」

　と声を上げたのはラルガス少尉だった。

「それではまさか……ラークロウ卿は、バルアディスと共きよう謀ぼうして、メルキア王国を転てん覆ぷくさせるつもり──なのでしょうか？」

「いや、そこまでは分からない。だいたい、今メルキアは政情が不安定なわけでも、今の国王陛へい下かに誰かが不満を抱いているわけでもない。クーデターなんか起こして成功するわけがないんだよ。だとすれば考えられるのは、親父おやじ殿どのが誰かに噓の情報をつかまされて唆そそのかされた可能性だ」

「誰かに……それがバルアディスだと？」

「そう考えるのが自然だね」

　リオンは頷く。

「親父殿がどんな噓でどう唆されてクーデターを起こしたのかは分からないけどね。バルアディスがそれを利用するつもりなのは、間違いないと思う。そしてバルアディスはクーデターが成功しようと失敗しようと構わなかったはずだ」

「どういうこと？」

「クーデターが成功すれば──その可能性は限りなく低いけど──協力関係にあるラークロウ卿がメルキアの実権を握にぎることになる。これはバルアディスにとって悪くない話だ。そしてクーデターが失敗した場合、ラークロウ辺境伯領は少なからず混乱に陥る。その隙すきに攻め入れば、領地をごっそり手に入れることも可能だろう？　おそらくは、後者がバルアディスの本来の目的だ」

「そんな……それじゃ、このまま放っておいたら」

「うん。追加で部隊がやってきて、このボリベーノも、ラークロウ領の首府も、バルアディスのものになる」

「そ、そんなことになれば、メルキア側も黙っていませんよっ！」

「そうだね。全力で排除しようとするだろう。王国軍の主力を差し向けてくるはずだ」

「それじゃもう、全面戦争みたいなもんじゃない！」

　ルガルが声を上げた。

　リオンは溜息を吐く。

「そう。バルアディスがなんでそんなことをするのかは分からないけど、推測を進めると、そういう話になってきちゃうんだ。冗談じゃないよ。そんな激戦地の司令官なんてやりたくない」

「やりたくないって……」

　ラルガス少尉は呆れ顔になるが、他のみんなはもう慣なれていて気にしなかった。

「そういうわけだから」

　とリオンは続ける。

「今のうちにどうにかしなきゃいけない。バルアディス側の増援が来る前に、さっさと基地を取り戻そう」

「取り戻そうって……簡単に言うけど、どうやるのよ」

「そ、そうですよ」

　ルガルの言葉に、ラルガス少尉も頷いて、

「当駐屯地からも多少増援は出せますが、せいぜい数十です。ラークロウ領の他の部隊を動かすにも、王都の命令が必要ですし……あるいは、王都に援軍を要よう請せいしますか？」

「そんなものを待ってる暇ひまはないね」

「じゃあどうするのよ？」

「なぁに、やりようはあるさ──ラルガス少尉。この辺りの地図はある？」

「え、ええ。ちょっとお待ちください」

　ラルガスは部屋の入り口に控えていた部下に命じて地図を持って来させた。

　卓上にそれを広げる。

　この辺り一帯──ボリベーノからバルダ谷基地辺りまでが描かれていた。

　リオンはそれを一いち瞥べつするなり、

「楽勝だね」

「ほ、本当!?」

　驚くルガルに、得意げに頷きながら、地図に指を滑すべらせ、

「この地点から、ここを通って、基地まで──リュウカたち人じん竜りゆう族ぞくに飛んでもらう。高度を調整すれば、基地からはギリギリまで接近が分からないだろうね。で、矢で攻撃を放ってすぐに離脱する。矢には『次は火薬や煮え油を落とす』とでもメッセージを書いた紙を括くくり付つけておこう。そうすればバルアディス兵は及び腰になる。撤退するか、しないまでも、厭えん戦せん気分が広がるのは間違いない。なかなか、空からの攻撃なんて経験したことはないだろうから──」

「あの、お待ちください」

　と、リオンの説明をリュウカが遮さえぎった。

「ん？　どうかした？」

「あの……残念ですが、その作戦は実行できませんわ」

「え……どうして？」

「わたくしたち、それほど長い距離を飛行することは無理ですもの」

「えぇ!?」

　リオンはリュウカの背の羽を見る。しかし彼女は、今は折りたたまれているその羽でルガルを抱えて飛んでいた。その姿はリオンも見ている。

「確か──人竜族は、その羽で山から山へと飛び回り、群むれをなして何キロもの距離を移動し、住すみ処かを移す……って本で読んだんだけど」

「それは別の種族ですわね」

　リュウカは頭の角を揺らしながら苦笑する。

「人竜族と言っても色々ですわ。神竜種に近い種族なら、世界の果てまで飛ひ翔しようする翼を有する者もおりますでしょうけど、わたくしたちのような人間に近い者は、それほどの力を持ちません。神竜種が使うような魔法も使えませんし」

「じゃあ、飛べるとしたら、どのくらいの距離？」

「そうですわね……せいぜい、この程度ではないでしょうか」

　とリュウカは地図の上で指を走らせる。

　先ほどリオンが告げた作戦で辿たどった道のりの十分の一ほどしかなかった。

「そんな……」

「ちょっと」

　ルガルがジト目でリオンを睨む。

「どうするのよ。大口叩いておいて、まさか今更できないなんて言うんじゃないでしょうね？」

「うーん…………」

　リオンは考え込む。

　腕を組み、地図を睨み、天井を見上げ、

「仕方がないね。こうなったら──」

　やがて、視線を皆の方に戻して、言い放った。




「戦うのはやめようか」










　──リオン・ミリスの発言に対し、ルガル・ワーウルフが罵ば声せいを浴あびせまくったことは想像に難かたくないだろう。

　しかし、のちの歴史の流れからも明らかなように、リオンがこのあと、ラークロウ辺へん境きよう伯はく領の首府や王都マールファリアへ逃げたとか、逆にバルアディス王国に寝返ったという事実は存在しない。

　戦闘を行うことなく、彼はどのようにこの事態を乗り切ったのか。

　それを理解するためには、再び場面を、カイ・フリューギア・バルアディスの元へと移す必要がある。




　　　　　　　　




　バルアディス軍によって占領された『アリ地じ獄ごく基地』こと、バルダ谷基地。

　その司令室にいるカイは、リオン暗殺を命じたスタン曹そう長ちようからの続報を待っていた。

　午前に届いた手紙──実際にはイヅナがリオンに命じられて手配した偽にせの手紙だ──では、リオン殺害にはまだ時間がかかりそうとのことだった。

　基地を奪うばわれ、怯おびえて自分の護衛を増やしでもしたのだろうか。

　だが、もしそうだとするなら、彼が基地奪だつ還かんのために動くこともないだろう。

　カイは窓から、すでに闇やみに没ぼつした山地を眺ながめる。

　明日の午後には、バルアディスから増援が送られてくる。

　そうなれば、リオンの生死などもう関係がない。

　一気に進軍し、領主不在となったラークロウの首府を攻め落とすだけだ。

　リオン暗殺は、援軍が来る間までの安全確保のためにすぎない。

「馬鹿が僕の前にいるからこうなるんだよ」

　カイは小さく呟つぶやいた。

　その口元に笑みが浮かんでいることに、彼自身気が付いていなかった。

「失礼いたします」

　ノックの音とともに、声がした。

「入れ」

　告つげると、メルキアの軍服を着た、小柄な男が入ってきた。

　小こ狡ずるそうな目つき──間諜スパイの一人。確かアリアンとか言ったか。

「何か用か？」

「いえね、今じゃこの基地はバルアディスのもの。この服装じゃどこにいても浮いてしまってしょうがないんですわ」

「……ライアールに言って、バルアディスの制服を用意させよう。用はそれだけか？　だったら、早く消えろ」

　カイは舌打ちしそうになるのをこらえながら言う。

　この男には不快感しか覚えない。

　小物のくせに、自分とカイとが同じ場所に立っていると思っている。地位の違いは弁わきまえているが、弁えてさえいれば対等に渡り合えると思い込んでいる。

　実際には、この基地にいる誰だれよりも、自分が格下だと気づいていない。

「まあまあ、お待ちくださいよカイ殿でん下か。実のところ、オレたちは不安でしてね」

「不安？」

「これからオレたちはどうなるのかと思ってるんですよ」

　アリアンは一歩を踏み出した。

　脇わきに控ひかえていた護衛の兵が動くが、カイはそれを手で制し、

「ライアールから説明はなかったのか？　僕たちはこのあと、ラークロウ辺境伯領を手に入れる。落ち着いたらお前たちはバルアディスへ行って、好きに暮らせばいい」

「確かに金はたっぷりいただけるって話だ。ありがたいですよ。けど、どうもね、本当にそれでいいのかって気がしてきましてね」

「……どういうことだ？」

「ライアールさんの話じゃ、ラークロウ辺境伯のクーデター騒ぎ、これはカイ殿下の策略だって話じゃないですか」

　余よ計けいなことを──と、カイは心の中で呟く。

　ラークロウ卿きようを唆そそのかし、クーデターを起こすよう誘導したことは、アリアンたちには知らせていなかった。それを知った彼らが、さらに寝返ってメルキア側に密告する可能性があったからだ。

　ライアールは基地の占せん拠きよに成功したことで気が緩ゆるんでいるのだろう。

　使い勝手のいい男だが、あれも馬鹿だ。

　カイの内心の苛いら立だちを知るはずもなく、アリアンはペラペラと口を動かす。

「いったいどうやってそんなことをしたのかは知りませんがね。こりゃ大した仕掛けですよ。バルアディスの王族様が、メルキアをひっくり返そうとしたなんて、もし真相が明らかになったら、えらい騒ぎだ」

「そうだな」

「オレたちも、そんな事実を知ってしまったのに、このまま、はいさようならってわけにはいかないですよ。カイ殿下だって、こんな重大な秘密を知っている人間を、野放しにするのは気がひけるんじゃないですか？」

「つまり……金だけでなく、地位も与えろと？」

「話が早くて助かります。殿下も、オレたちみたいな人間は、目の届く範はん囲いに置いておいた方が良いのではと思いましてね」

「なるほどな……」

　抜け目のない男だ。

　先日リオン・ミリスについて訊きいたときにも、意外と頭の切れる人間だという評価を下し、その理由を説明していたし──それに納得したからカイは彼の暗殺を指示したのだ──ただ欲よく得とくで動いている馬ば鹿かではないのだろう。

　しかし──。

「僕に直接そんなことを言うのは、身を弁えていない証拠だな」

　カイは腰に下げた剣を抜き放つ。

　相手に動く間を与えずに、その切っ先を突きつける。

「……っ、な、何をなさるので」

「ライアールなら喜んで部下にしただろうさ。お前たちのような取り巻きが増えるのが大好きな男だからな。だが僕ぼくは、必要のない人間は周りに置きたくない性格なんだよ」

「う……」

「秘密を知っているから仲間にしろ？　愚か者が。秘密を知られて問題があれば、口を封じるのが一番安全な手段だろうが」

「ひ、ひぃい！」

　アリアンは悲鳴をあげて身を引いた。

　そのまま背を向けて部屋を飛び出そうとするが、控えていた護衛兵二人に取り押さえられる。

　カイは剣を持ったまま、彼に歩み寄る。

「お、おた、お助けをっ！　そ、そんな本気じゃないんで！　ちょっとした出来心！　駄だ目めっていうんなら、金だけ貰もらって──い、いや、今まで貰った分で満足して消えますんで──命だけは……！」

「──ふん」

　あまりの見苦しさに、カイは近づくのも嫌になった。

「お前たちをどうするかは、作戦の片かたが付いたら決めてやる。それまで、分ぶん相そう応おうという言葉の意味を、よく考えておくんだな」

　カイは廊下に控えている兵に呼びかける。

「こいつらを拘こう束そくしておけ。余計なことをしないように牢ろうに──」

　と言いかけたところで、騒々しい足音が彼の言葉を遮さえぎった。

　続いて、さらにうるさい大声と共に、巨きよ軀くが飛び込んできた。

「た、大変ですカイ王子！　……と、これは何事──」

「なんでもない。それより何があった、ライアール。それと、僕のことを王子と呼ぶなとあれほど……」

「それどころではありません！」

　珍めずらしく、カイに強く反論した上、言葉を遮って声を上げるライアール。

　さすがに尋常な態度ではない。

　カイは不ふ審しんに思い、剣を収めながら訊いた。

「……何があった」

「そ、それが」

　ライアールはゴクリと息を飲んでから、告げた。

「メルキアの大軍団が当基地に攻め寄せています。その数、五千は下らないかと！」




　　　　　　　　




「バカな!?　そんな数の兵がどこから湧わいて出る？」

　カイはライアールの報告に思わずそんな声を上げた。

　この基地から一番近いボリベーノの駐ちゆう屯とん地ちで百人程度。

　他の基地や、ラークロウの主力をかき集めるには、時間が早すぎる。

　ライアールは相変わらず焦あせった様子で、

「し、しかし現に迫っております。もうここから見えますよ！」

「ちっ……」

　カイはライアールとともに司令室を出た。成り行きでアリアンもついてくる。

　司令部の建物から物もの見み櫓やぐらに移動。

　基地の内部にある櫓はあまり背が高くなく、しかもバルアディス側に向いている──当然といえば当然だが──ので、メルキア国内は監視しづらい。

　それでも山間を縫ぬうように、この基地へと伸びている道のところどころを窺うかがうことは可能だ。

　狭い櫓に、元々の見張り兵と、カイ、ライアール、アリアンが立つ。

「これは……」

「こ、こんなバカな……」

　その光景を初めて見たカイとアリアンは、思わず呟いた。

　道という道、平地という平地。ここから臨のぞめる場所中に、軍団の姿があった。

　夜なので、はっきりとは見えないが、無数に揺ゆらめく篝かがり火びに照らされ、そこかしこにメルキア王国の国旗とラークロウ辺境伯の紋章旗が翻ひるがえっているのが分かる。キラキラと輝くのは兵士や騎き馬ばが身につけた鎧よろいだろう。

　見えているだけでも、ライアールの言葉通り五千はいるだろう。

　ここからは山の陰かげになっている部分にも同じように揃そろっていると考えれば、一万を超える大部隊である可能性も捨てきれない。

「おい！」

　ライアールがアリアンの胸ぐらを摑つかむ。

「貴様、あの部隊が近くにいるのを隠していやがったのか？　まさか二重間諜スパイではあるまいな！」

「と、とんでもねえ！　あんな軍団、ラークロウ卿の主力でも集めなきゃ揃うわけがねえ。こんな短期間でそんなことができるなんて……」

「つまり」

　と、カイは、ライアールを牽けん制せいするように、少し大きな声で言った。

　ここでアリアンが裏切ったのかどうかを追つい及きゆうしても何の意味もない。

「あれは、ラークロウ辺境伯の手持ちの部隊なんだな？」

「か、可能性としちゃ、それくらいしか考えられないですよ」

「ふぅん……まさか、馬ば鹿か息子むすこが父親の軍を掌しよう握あくしたか？」

「ま、まさか──！」

　カイの言葉に、ライアールは目を丸くする。

　アリアンも、信じられないという顔だ。

「だが、他に可能性もないだろう。リオン・ミリスの他に、ラークロウ卿の軍を率いてこの基地に迫る可能性のある者が存在するか？」

「それは……そうですが…………」

　ライアールはまだ納得がいかない様子だ。目の前の現実が信じられないのだろう。

　少なく見積もっても五千を超える大部隊。

　一方、今この基地にいるバルアディス兵は五百人程度。

　しかも、この基地はバルアディス側が攻める際に防壁を破壊し、無防備この上ない状態だ。

　だが──明日の午後にはバルアディスの増援が到着する。

　それまで時間を稼かせげれば、なんとかなるか。

「──すぐに基地の前面に篝火とバルアディス国旗を並べろ。兵の数を水増しして見せるんだ。少なくとも二千はいるくらいにだ。ただし、何かあれば撤てつ退たいできるように準備も整えさせろ」

「か、かしこまりましたっ」

　ライアールは敬礼して物見櫓の急な階段を駆け下っていった。

「ど、どうするので？」

　と訊いてくるアリアンを無視するように、カイも物見櫓を降りる。アリアンは慌あわててついてきた。

「待って下さいよぉ」

「リオン・ミリスという男は──この基地にそれなりの人数の兵がいるかもしれないと思ったら、攻撃をしないんじゃないか？」

　攻城戦は、守る側が有利だ。人数にかなりの開きがあっても、どうしても攻める側の被害が大きくなる。

　アリアンは頷うなずきながら、

「はぁ、確かに。あの司令官は、頭はきれるが、なんというか、腰抜けですね。大変なことは少しでもやりたくないって性格のようで」

「だろうな」

　それは、この基地を捨てたときの決断の早さからも窺える。

「ならば、僕たちの側に攻城戦ができるだけの人数がいると判断したら、リオン側もさらなる増援を待って、攻撃してこないかもしれない」

「なるほど……しかし、もし攻撃してきたらどうするんで？」

「その場合は──」

　と、カイが言いかけたときだ。




　──パン、パン、パン！




　と、何かが弾はじけるような乾かわいた音が、どこからか響ひびいてきた。

　続いて、兵士たちの叫さけび声ごえや怒声。

　基地の東側──バルアディスの方向だ──を見張っていた兵士たちが、大騒ぎしながら逃げてくる。

「何事だ」

「こ、これはカイ殿下」

　慌てて最敬礼を行おうとする兵士たち。

　カイは苛立たしげに言い放つ。

「礼はいい。それより何があった？」

「はっ、そ、それが……」

「突然、襲撃を受けまして」

「敵兵の姿は見えませんでしたが、突然激しい音がして、直後木が倒れていって──あれは、おそらく魔法攻撃かと」

「魔法だと？」

　カイは眉まゆをひそめる。

　バルアディスに比べて、メルキアは魔法後進国だ。戦闘で使えるレベルの魔法技術を開発したという話は聞かないが──。

「いや……おいアリアン。確かお前たちの部隊には人じん竜りゆう族ぞくがいたんだったな」

　人竜族は多くの種族に分けられるが、北方山脈に住む神竜種に近い者は、体内に魔力を有し、魔法を操ることも可能だといわれる。伝説の類たぐいではあるが……。

「お、おりますが……魔法を使えるなんて話は聞いたこともないです。か、隠してたのかもしれませんがね」

「ふん……」

　カイは考える。今の攻撃が魔法であろうがそうでなかろうが、一つ確実なことは──今の襲撃者は基地の様子を見た、ということだ。

　バルアディス方向は防壁が完全に焼け落ちている。そちら側から見れば、基地にいるバルアディス兵の概数は一目瞭りよう然ぜん。いくら篝火と国旗で水増しして見せたところで無意味だろう。

　カイは兵士の一人に告げる。

「今すぐ、前面防壁のところにいるライアールに伝えろ。作戦行動は中止、今すぐ全力で撤退の準備にかかれ、とな」

「は……はっ！」

　兵士は目を白黒させながら駆かけていった。




　　　　　　　　




「撤退!?　カイ殿下がそう仰おつしやったのか？」

「はっ、そのようにライアール様にお伝えせよとの仰おおせでありました」

　部下に命じて篝火とバルアディス国旗を用意させていたライアールは、兵士の報告に首を傾かしげた。

　先ほどカイから受けた指示は理解できた。

　この基地にいる兵の数を相手に誤解させ、攻めにくくさせる。そうして、こちらの兵の増援まで戦火を交えることがなければ、こちらの勝ちだ。一方で、それでも相手が攻めてきた場合に備そなえて、即時撤退の準備もしておく。これは納得できる。

　が、今度はすべての作戦行動を中止して、撤退の準備をせよとの命令だ。

　なぜ突然命令を切り替えたのか。

　ラークロウ辺境伯の軍団が動いたというならともかく、相手はまるで行動を起こす気配を見せない。ならば、まだ耐たえるべきではないのか？

「どれだけ、私が今回の作戦のために手て間まをかけたと……」

　思わず、そんな愚ぐ痴ちっぽい言葉が漏もれ出でる。

　ライアールがカイと出会ったのは四年前だ。

　リリーア州の防衛長官に着任したカイが、ライアールが司令官を務つとめる基地を訪問したのだ。

　その際、カイは内密の話だとライアールを呼びつけ、自身の野心を語った。

　──いずれ、僕はこの国を手にいれる。

　その言葉にライアールは心が震ふるえた。

　ライアールにはこれといった才能はない。

　言われたとおりのことをこなし、運良く大きな失敗に巻き込まれることもなく、かといって大きな成功をおさめることもなく、なるべくして一基地の司令官となった。

　このままいけば、やがて軍務が厳きびしい年齢で事務に回され、老後は退たい役えき年金を貰って細々と暮らす──バルアディスの軍人のごく一般的な人生を送ることになる。

　が──カイが本当に国王になるというのなら、それについていけばライアールはその側近だ。バルアディス王国のトップに立つようなものだ。

　カイの実力に疑いはなかった。

　たとえ王族とはいえ、この若さで一つの州の長官を任せられるのは、知力、武芸、謀ぼう略りやく──いずれかが秀ひいでていなければ成なし得えないことだ。

　だから従った。

　カイの命令で、間諜スパイを手に入れ、メルキアの基地の司令官を殺し、ラークロウ辺境伯との繫つなぎをつけ──危ない橋をいくつも渡った。

　この基地を陥おとしたのも、ライアールの部隊である。

　兵を動かすために、基地の金をかなり使った。ライアール自身の蓄たくわえもつぎ込んだ。

　なのに──それが、あっさり撤退とは。

「所しよ詮せん、身分が違うということか……」

　カイは王族だ。王位継承順位はかなり低くても、保有する土地は多い。いずれ国王が亡くなれば、さらに多くの財産を相続することになる。叛はん意いさえ国王に知られていなければ、カイは困ることはない。

　一方でライアールは、身を削けずっている。

　一度の失敗は、それだけライアールの将来の生活に影響を及およぼすのだ。

　だが──。

「仕方がない……」

　かといって、ここで無理に踏ふん張ばろうという気にもライアールはなれない。

　撤退すると決めたら、カイはライアールたちを置いてでも撤退するだろう。

　ここにいる兵はほとんどがライアールの基地の者。それを失ったところで、カイは痛くも痒かゆくもない。

　一方で、ライアールはここに残ったところで、カイ抜きで采さい配はいを振るえるほどの器うつわではない。それは自分が一番よく分かっている。

　結局、不満があろうとなんだろうと、カイに従うしかないのだ。ここまでついてきてしまった以上は。

「まあ、金はなんとかなるか」

　カイに泣きつけば、いくらでも資金は得られるだろう。あの王子はきっと嫌な顔をするだろうが、それで金が得られるならかまいはしない。

　自分の中でようやく折り合いをつけ、ライアールが部下に撤退命令を下そうとした、そのとき。

「た、大変ですライアール様！」

　まさに転がり込む、という勢いで兵士がやってきた。

「今度はなんだ!?」

「か、火事ですっ」

「火事だと？　火矢でも飛んできたのか!?」

「いえ、それが、その──森から魔法攻撃を立て続けに撃たれまして、見張りの兵が勝手に反撃しようと魔法陣を持ち出して……」

「バカな！　なぜメルキアが魔法を……!?」

　矢に炎を付ふ与よする戦闘用魔法陣──あれは訓練を受けていなければ扱いが難しい。勝手に使えば、火事にもなるだろう。

　だが、それを持ち出してしまった兵の気持ちも分からなくもない。

　バルアディス兵は、自軍が魔法攻撃を行うことには慣れているが、相手から魔法攻撃を受けた経験はほとんどないのだ。

　されるはずのない攻撃を受ける──それは恐怖だろう。

「いったい──何がどうなっているのだ！」

　立て続けに想定外の事態が起こり、ライアールはパニックに陥おちいりかける。

　彼は思わず、誰も答える者のない問いを、大声で投げかけていた。










　わずかな間に、大混乱に陥おちいったバルアディス軍だが、その間リオン・ミリス自身は何もしていなかった。

　また、彼の部下や、ボリベーノ駐ちゆう屯とん地ちから貸し出された兵士たちも、彼の言葉通り、戦闘行動らしきものは一切取っていない。

　少なくとも、パニックに陥ったバルアディス兵が放った火矢によって火災が発生するまでは、事態はリオンの目もく論ろ見み通りに進んでいたのだった。




「本当にこんなもので効果があるの？」

　リオンの隣となりに立つルガルは、不安そうに周囲を見回した。

　彼女の周りには、メルキア王国の国旗を持った兵が一人、ラークロウ卿きようの紋もん章しよう旗きを掲かかげた兵が一人、篝かがり火びを掲かかげた兵が二人、それに騎き兵へいが二人いる。少し離れたところには獣人種部隊の兵数人を中心にした、似たような構成のグループが待機している。

『アリ地じ獄ごく基地』──バルダ谷基地へ向かう道のところどころに、そうした集団が疎まばらに点在している。

　その様子はルガルたちがいる場所からも見える。

　ただ、それはとても部隊と呼べるような立派なものではない。

　バルダ谷基地の獣人種部隊と、ボリベーノ駐屯地の兵を合わせても、せいぜい百に届くか届かないかというところ。

　こんな人数で、しかもこんなに離れて展開していては、基地攻撃などできるはずがない。

　が、先に宣言したとおり、リオンに基地を攻めるつもりはないようだった。

　これは、ただのこけおどしなのだと、彼は言う。

　しかしルガルは、これではこけおどしにすらならないだろうと思う。

　バルアディス側から見れば、こちらの兵数は一目瞭りよう然ぜん。

　基地には五百人はいるはずだ。実際に攻められても、怖くもなんともないだろう。

「リオン様」

　そこへ、イヅナが馬に乗ってやってきた。

　馬を操っているのはルガルの部下の人じん狼ろう族ぞくである。イヅナはその後ろに横座りで乗っているのだ。メイド服を着ているように見えるが、以前と同様幻げん術じゆつかもしれない。

　イヅナは馬から降りると、もふっとした尾を揺ゆらしながらリオンの元へやってきて、

「配置が完了しました。仕し掛かけも作動済みです。これで、バルダ谷基地からは、五千を超える兵が山地を埋うめ尽つくしているように見えることでしょう」

「ご苦労様。俺おれたちは見られないのが残念だね」

「仕方がありません。どこからでも同じように見える仕掛けを作るには、時間が少なすぎますから」

「まあ、今回は基地にいる人間を騙だませれば充分だからね」

「ちょ、ちょっと待って！」

　二人の会話に、ルガルは割り込んだ。

「どういうこと？　五千を超えるって……」

「だからさ、イヅナの幻術で、バルアディス軍にそう見せてるってわけ」

「そんな……そんなことも可能なの？」

　ルガルは信じられない思いで、狐きつね娘つこのメイドを見る。

　メイド服を着ているようにしか見えない。しかし、彼女は違う服を着ている時もあるのだという。

　そこまで完かん璧ぺきな幻術──ならば、居いもしない軍団を居るように見せかけることもできるのだろうか？

　イヅナが言う。

「簡単に説明すれば、鏡のようなものですね。疎らに配置したグループを、それぞれ増やして、そこら中に兵士がいるように見せかけています。夜でなければ無理ですが」

「あとは、旗だね」

「そうです」

　リオンの言葉に、イヅナは頷うなずく。

「メルキア王国の国旗とラークロウ辺へん境きよう伯はくの紋章旗──これがあることで、こちら側がラークロウの主力部隊であると思い込ませられます。ひょっとしたら偶ぐう然ぜん近くにいたラークロウ辺境領の軍が集まっているのかもしれない……そんな邪じや推すいも併あわせて、幻まぼろしの大軍団を生み出しているのです」

「…………」

　ルガルは言葉もない。

　この寄せ集めの小部隊が五千を超える大軍団になるなど、想像すらできない。

　だが、本当にそれが実現できているなら、

「すごいじゃない……その力があれば、なんだってできちゃうんじゃない？」

　ルガルの言葉に、イヅナは「恐縮です」と一礼してから、












「ですが──人じん狐こ族ぞくの幻術はしょせん『騙し』の技。無から有を生み出す奇跡ではありません。ですから、残念ながら、バルアディス軍に大部隊を『見せる』ことしかできません」

　リオンが言葉を引ひき継つぐ。

「それで諦あきらめてくれれば楽なんだけどね。増援待ちの彼らは、実際に攻撃を受けない限りは、撤てつ退たいしないだろう」

「そ、それじゃどうするのよ。結局このままじゃ意味がないってことじゃない」

「だから──もう一つ、手を打った」

「それが……さっき、ライムとニャウリンにしてた命令なの？」

「そういうこと」

　行動を開始する前、リオンは人じん羊よう族ぞくと人じん猫びよう族ぞくの兵士たちに指示を下していた。

　ニャウリンたちには、連絡用の火薬玉──破裂音がするだけのものだ──を預あずけ、それを基地の東側の山地のあちこちで鳴らすように命じていた。

　ライムたちには、その近くで、角で木を倒していくように命じた。細い木なら、人羊族は体当たりの一撃でへし折ることが可能だ。

　それぞれの行動が終わったら、人猫族が人羊族を抱かかえて、即座に撤退。基地に近づく必要も、様子を窺うかがう必要もない──と、これがリオンの指示だった。

「それで、一体何が起こるの？」

「魔法さ」

　リオンは短くそう答えた。

「乾かわいた破は裂れつ音おんのあと、木が倒れる──それを見たバルアディス兵は、魔法攻撃を受けたと思い込むはずだ」

「けど、メルキア軍には魔法技術がないってことくらい、向こうも知ってるはずだわ」

「こっちには、人じん竜りゆう族ぞくがいるじゃないか」

「あ……」

「こちらの人員は、アリアンたちによって筒つつ抜ぬけだ。けど、アリアンはリュウカたち人竜族が、魔法を使える種族なのかどうか知らない──まあ、実際には使えないんだけど──使って見せたことがないだけで、使えるかもしれない……とは考えるわけだ。何しろ、魔法攻撃らしいことがまさに起こっているわけだからね」

　俺もイヅナの真ま似ね事ごとをしてみたのさ、とリオンは笑みを浮かべて言った。

　種を聞くと、あまりにもあっけない話だ。

　先にそれを知ってしまったルガルには、本当にそれで上う手まくいくのか疑わしくなる。

　だが──。

「想像してみなよ。正面には五千を超こえる大部隊。背後からは、メルキアからされるはずのない魔法攻撃。これは怖いよ。俺なら即時撤退を命じるね」

「問題は、相手の指揮官が、リオン様のような臆おく病びようでロクでなしの人間かどうかでございますね」

「俺みたいな優秀で決断力のある人間なら、すぐに撤退するよ」

「あんたみたいなダメ人間のやる気なし司令官なんて、そうそういないでしょう？」

「二人とも俺に厳きびしすぎじゃないかな!?」




　──実際のところ、バルアディス側の指揮官たるカイ・フリューギアは、臆病からではなく、決断の早さでもって撤退を命じているので、リオンの想定が的まとを射いていたということになる。

　一方でそれは、リオンの「戦わないで基地を取り戻すための計けい略りやく」にまんまとはまってしまった、ということでもあるのだが、そのことを以もつてカイを責めるのは酷こくというものだろう。

　なんにしろ、ここから先、事態はカイにとっても、リオンにとっても、想定外の方向へ動いていくことになる。




「リオン少しよう尉い！」

　偽にせ魔法攻撃を行ったライムやニャウリンの帰りを待つリオンたちのところへ、ボリベーノ駐屯地の兵の一人が馬で駆かけてきた。

「どうかした？　まさかバルアディス側が攻撃でも仕掛けてきたのかな」

　兵の慌あわて様ように、リオンはそんな想像を巡めぐらすが、どうやらそうではないようだった。

「い、いえ、バルアディス軍は撤退を決めたようです。散発的ではありますが基地から出て東側へ移動して行っております」

「そうか……それじゃ、どんな問題が？」

「それが、基地から火の手が上がっておりまして。どうやら奴やつら、作戦失敗の腹いせに火を放ったものと思われます」

　実際にはパニックに陥った兵の誤射が原因だが、何はともあれ、火災発生の事実は変わらない。

「火事か……そりゃ想定外だ。撤退してくれるのはありがたいけど、新しく建物を作るのも面めん倒どう臭くさいし──」

「かといって、急いで基地へ向かうと、撤退中のバルアディス兵とかち合わせしてしまいます」

「だよねぇ」

　イヅナの言葉にリオンは腕を組み考え込む。

「──まずは、少数で様子を見に行こう」

「はっ、駐屯地の兵から何人か出しますか？」

「いや──それだと、イヅナの幻術が崩くずれてしまう。一応、五千人の大部隊は維い持じしておきたいからね」

　リオンは自分の馬の方へ向かいながら言った。

「俺が直接行こう。ルガルもついてきて」

「分かったわ」

　リオンとルガルは途中、抜けても問題のない部下を何人か加え、基地へと向かった。




　　　　　　　　




「何をしている！　早く打ち壊せ！」

「し、しかしライアール様、こう火が強くては……」

「くそっ！」

　燃もえ盛さかる炎を前にして、ライアールは歯は嚙がみした。

　ライアールたちが寝泊まりに使っていた建物は、ほとんど火に包まれていた。

　運び込んでいた炎魔法陣に次々と着火した結果、被害が拡大したのだった。

　マズいことに、逃げ遅れた兵士が、まだ建物の中に残っている。

　ライアールはそれを救出しようとしているのだが、火の手が強く、上手くいかない。

「井戸はどこだ!?　こうなれば、消火をするしか──」

「何をしている、ライアール」

　オタオタと基地を見回す彼に、カイが声をかけてきた。

　隣にはアリアンの姿もある。成なり行ゆきのまま、ずっと付いて回っているようだった。

「か、カイ王子──」

「その呼び方はやめろ」

「そっ、それどころではありません！　か、火事をなんとかせねば……」

「諦めろ。そんなものに拘こだわっている間に攻撃を受けたらひとたまりもない。すでに兵の半数は避ひ難なんしている。撤退だ。今回は失敗だよ」

「失敗……」

　あっさりと告つげられた言葉に、ライアールは愕がく然ぜんとする。

　が、すぐに気を取り直し、

「で、ではせめて、救出のための時間を。中にはまだ部下が──」

「諦めろと言っている」

「な……なんですと!?」

「そんなことをしている間に、メルキア軍に取り囲まれるぞ？　部下を助けて、代わりに捕ほ虜りよになるのか」

「し、しかし……」

「捨て置けよ、ライアール。兵なら、僕のものをいくらでも貸してやる」

「くっ……」

　ライアールは再び歯嚙みする。

　確かにカイなら、いくらでも兵を補ほ充じゆうできる。それを使えるというのなら、ライアールも随ずい分ぶんと楽ができる。今回のように、兵の運用に私財を投げ打つ必要もないだろう。

　だが──。

「そんな──馬ば鹿かな話があるか！」

　ライアールは怒鳴り声を上げた。

　カイは、そんな彼を怪け訝げんな顔で見つめる。

「こ、ここにいるのは、わ、私の部下だ！　あなたのものではない！　見捨てるか見捨てないかは私が決める！」

「…………ちっ」

　カイは小さく舌打ちした。

　ライアールは、別にそれほど部下思いの人間というわけではない。

　基地の司令官としても、兵士から不満が上がらないように最低限の気き遣づかいはするが、必要以上に部下と親しくするようなことはなかった。

　なぜ突然、カイに反発したのか。ライアール自身にもよく分かっていなかった。

「──馬鹿が」

　背を向け歩き去るカイ。それに付いていこうとするアリアンに、ライアールは声をかける。

「待て！　貴様の仲間も、ここにいるんだぞ？」

　そう──先ほどの、拘こう束そくしろというカイの命令で、彼らだけはこの建物の地ち下か牢ろうに収容されているのだ。

「…………」

　アリアンは一瞬考える素振りを示すが、

「興味がないですね」

「なっ……」

　アリアンはカイの横に並ぶ。

「カイ殿でん下か。これで、私を側に置いておく理由が少し増えたんじゃありませんか？　あの男よりは、私は役に立つと思いますぜ」

「好きにしろ──」

　カイは、不快な気分で吐き捨てるように言った。

　どいつもこいつも、どうしようもない下げ衆すばかり。

　結局今回の作戦は、馬鹿を一人失い、愚おろか者ものが一人手に入っただけだ。

「いや──あるいは……」

　カイは燃え上がる炎に目をやってから、アリアンと護衛の兵たちに向かって告げた。

「少し寄り道するぞ」




　　　　　　　　




「こりゃ腹いせに火をつけたって感じじゃないね」

　基地の間近まで来たリオンは、馬を止めて呟つぶやく。

　炎は夜よ闇やみの中に赤々と立ち上っていた。

　火の粉がキラキラと舞っている。熱が、ここまで伝わってくる。

「あれは──宿舎の辺りかな」

「そうね。アリアン准じゆん尉いたちが使っていた第一宿舎の方だわ。あそこは、隣の建物と近いから……このままじゃ延えん焼しようするわよ！」

「急ごう」

　リオンは連れてきた面々に指示を飛ばす。

「リュウカたち人竜族は消火活動を。水を汲くんで、空から撒まくんだ。延焼を抑おさえるのを最優先に。今燃えている宿舎は焼け落ちても仕方ない」

「承知しましたわ」

「ルガルたちは俺と一緒に来て。敵が本当に撤退したのか確かめる」

「分かったわ」

「残りのみんなは、リュウカのサポートをしつつ、逃げ遅れた人がいたら救出して。敵とはいえ基地の中で死なれちゃ気分が悪いからね。ただし、反撃を受けないように注意して」

「はいっ」

　皆は、それぞれ移動を開始した。

　リオンとルガル、それに数人の人狼族の兵は、馬を降りて基地の周囲を回る。

　防壁が焼け落ちていて、灰や、燃え残った木片が辺りに散乱している。

　それらを踏ふみつけながら、リオンたちはゆっくりと歩を進める。

　周囲にバルアディス兵がいる様子はない。

　撤退はすでに完了しているのだろうか。

　だが、基地の火災現場の方からは声が聞こえる。

「リュウカたち、大丈夫かしら」

「こんな状況で残っているのは、降伏してでも逃げ遅れた仲間を助けたいって奴だけだろうから、危険はないよ。むしろ消火に協力してくれるはずだ」

　ルガルの問いに、リオンも小声で答える。

　やがて、基地裏手の崖がけ横よこに出る。

　防壁のすぐ側に崖があって、その底を川が流れているのだ。

　崖の対岸は、こちら側より背の高い岸壁だ。二階建ての建物くらいの差はあるので、見上げなければ、向こうを窺うことはできない。

　その途中で、

「うわわわっわああー！」

　頭上から、聞きき憶おぼえのある叫さけび声ごえが降ってきた。

　身構えながら空を見上げると、複数の黒い塊かたまりがリオンたちめがけて落ちてくる。

　その一つはリオンにまともに激突した。

「ぐへ」

　それを受け止めるも、勢いに押され、リオンは地面に倒れ込む。

　ルガルたちは尾の毛を逆立てて警けい戒かいするが、すぐに呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。

「なにやってるのよ──ニャウリン」

「うにゃ？　し、司令官!?　なんでこんなところに！」

　リオンに激突したのは、ライムを抱えたニャウリンだった。

　他の塊は、それぞれ人羊族を抱えた人猫族だ。バルアディス兵に対する偽魔法攻撃を行っていたメンバーである。

「あんたたち、何やってたの？　もうとっくに帰還してると思ってたわ」

　ルガルの問いに、ニャウリンは耳をピコピコ揺らしながら、

「ニャウたちもそうしようとしたんだけど、バルアディスの奴らが思ったより早く撤退を始めて、森から動くに動けなくなってたんだよ」

「ふぉんふぁふぃふぁふぁふ」

「ちょっとリオン、何言ってるか分からな──ってライム！」












　ライムはぶつかった拍ひよう子しに胸をリオンの顔に押し付けるような格かつ好こうで地面に押し倒していた。彼女の巨乳は、リオンの顔を押しつぶさんばかりである。

「ひゃあああああ、ご、ごめんなさいっ！」

　謝りながら胸を引ひき剝はがし、謝ろうとして頭を下げ、角でリオンの顔を殴なぐりつける形になるライム。

「ちょ、ライム、落ち着っ、痛っ！」

　五、六回殴られたあと、ようやく解放され、リオンは立ち上がる。

「ふー、ひどい目にあった」

「自業自得よ」

「そんなことないよね!?」

「ご、ごめんなさい……」

「謝ることないわよライム。それよりリオン、さっきはなんて言おうとしたの？」

「ああ──そんなに早く撤退するのも妙だなって。かなり早い段階で、撤退も考えて行動していたことになる。やっぱり、よほど頭の回る指揮官がいるんじゃないかな──ニャウリン、それらしい人物を見かけなかったかい？」

「それなら──」

　と、彼女が何かを言いかけたときだ。




「僕に何か用があるのか、リオン・ミリス？」




　再び、頭上から声が降ってきた。

　リオンたちは一斉に見上げる。崖の対岸に、人の姿がいくつかあった。

「あ、あいつらだ！」

　と、ニャウリンが声を上げる。

「あいつらに見つかりそうになって、ニャウたちは崖から飛び降りて逃げたんだよ」

「無ぶ礼れいな！」

　と、崖上の一人が声を上げる。どうやら、護衛の兵士らしい。

「このお方は、バルアディス王国第十三王子、カイ・フリューギア・バルアディス殿下であらせられるぞ！」

「王子──へぇ」

　リオンは目を細め、人影を一つずつ確認する。

　護衛の兵士が五人。彼らに囲まれるように立つ者が二人。

　その二人が前に出てきた。

　基地の炎に照らされ、その顔が明らかになる。

　リオンと同おない歳どしくらいだろう。

　華美な高級幹部用軍服を身につけていた。ブロンドの髪は綺き麗れいに切きり揃そろえられ、その下の切れ長の両眼は青く澄すんでいる。こんな森の中ではどうにも似つかわしくない優雅さを漂わせていた。

　今声を上げた兵士を睨にらんでいるように見えるのは、身分をバラされたのが不満だったのだろうか。

　そして、彼の横に控ひかえているのは、

「アリアン准尉！」

　ルガルが声を上げる。

　アリアンは、ニヤニヤとした笑みを浮かべながらリオンたちを見下ろしていた。

　カイが再び口を開く。

「お前が、この基地の司令官、リオン・ミリス──否いな、リオン・ラークロウと呼ぶべきか？」

「リオン・ミリスだ。親父おやじ殿どのの姓を名乗ったことは一度もないよ」

「ふん……立場を利用しようとは思わないのか」

「あいにく貴族のしきたりみたいな面倒ごとは嫌いなもんで──君、いろいろ俺のこと知ってるみたいだね」

　リオンのぞんざいな口調にまた護衛兵が色めき立つが、カイはそれを手で制する。

「情報は漏もれるものだ。鼠ねずみ駆く除じよをきちんと行わないからこうなる」

「なるほど……気をつけるよ」

　はぁ、と苦笑交じりの溜息を吐いてから、リオンは言う。

「なんのつもりで顔を出したのか知らないけど、せっかくだから教えてくれないかな。親父殿──ラークロウ辺境伯にクーデターを唆そそのかしたのは君かい？」

「そうだ」

「っ！」

　あっさりとした答えに、ルガルやニャウリン、ライムたちが息をのむ。

　カイは、目を細め、まるでリオンを値ね踏ぶみするように見つめる。

「なぜそう判断した？」

「理由はいくつかあるけど……一つは、俺が昇進したことかな」

「ほう……？」

「俺はね、親父殿に言われて、仕方なく昇進試験を受けたんだよ。もし親父殿が前々からクーデターをこの時期に起こそうと考えていたなら、その直前に息子に試験を受けるよう、せっついたりなんかしないはずだろう？」

「なるほどな」

「君はさ──親父殿に、なんて言ってクーデターを起こすよう唆したの？」

　リオンは、カイを見み極きわめようとするように、まっすぐ視線を向けながら問う。

「親父殿はさ──まあ、会ったことはないから印象なんだけど──結構慎重な性格だと思うんだ。そんな親父殿が、特に差し迫った事情もなく、これといった勝算もなくクーデターを起こすとは考え難い。誰だれかに、何かを吹き込まれたとしか考えられない」

「それなりに頭は回るようだな」

「お褒ほめに預かり光栄だよ、殿下。で？」

「ふん……お前に教えてやる義理はない」

「おいおい！　今の話の流れなら、自分のやり口を得意げに語るのが常道でしょ!?」

「あいにくだが、僕はお前が愛読している、くだらぬ娯楽本に出てくる敵かたき役やくじゃない」

「…………」

　カイは忌いま々いましそうな表情を浮かべ、リオンたちに背を向けた。

　だが、続けて投げかけてきた声は、どこか愉たのしげでもあった。

「どうにもお前の人格が見えなかったのだが──会ってみて分かった。やはりお前は馬鹿だ。大馬鹿者だ」

「……褒めておいて落とすのやめてくれないかなぁ」












「僕は馬鹿は嫌いだ。馬鹿はことごとく僕の踏み台になってもらう。リオン・ミリス、お前は特に念入りに踏みつけて、何度も足踏みして、ズタボロにしてから通り過ぎてやる。憶えておけ」

「いや、そんなに通りたきゃ、さっさと避さけるから素通りしてよ」

「さあ──そう上手く避けられるかな？」

　カイが小さく右手を上げた。

　傍かたわらの護衛兵が剣を抜く。なぜこの距離で剣を？　と思った直後、何かが眩まばゆく光った。

「！　危ないっ」

「うわっ」

　そんな声とともにリオンは横から突き飛ばされる。

　地面にすっ転がったリオンが顔を上げれば、ルガルが険しい表情を浮かべながら、剣を抜き放ちカイの方を睨んでいた。その制服の袖そでが黒く焦こげている。

「ルガル──」

「大丈夫、服だけよ」

　短く告げてから、ルガルは尾を打ち振るわせる。

「卑ひ怯きよう者もの！　油断させておいて、殺すつもりだったのね！」

「ふんっ。その男の部下が、相手を卑怯と罵ののしるとは、何かの冗じよう談だんか？」

「そ、それは……」

「あーこりゃ言い返せないね」

「だ、誰のせいよ！」

　ルガルはリオンのほうに蹴けりを入れようとするが、警戒は解とけない。

　しかし──それ以上の攻撃はなかった。

　カイは、笑い声を上げながら森の闇の中に消えた。アリアンも後に続く。結局彼は一言も口を開かなかった。護衛の兵たちの姿も消え、森は静せい寂じやくを取り戻す。

　リオンが起き上がりながら言う。

「──助かったよルガル。あんな魔法があるとはね」

　地面を見ると、焼け焦げたような小さい穴が空あいていた。熱の塊かたまりを放ったという感じだろうか。

「ふ、ふん。あんなものも避けられないなんて、ほんとダメな司令官よね」

「いやあれは普通無理だよ!?」

　ルガルは溜息を吐きつつ、剣を鞘さやに戻した。

「──それより、どうするのリオン？　追いかける？」

「いや……見つけられないよ、きっと。それに、撤退中のバルアディスの兵はまだ近くにもいるはずだ。危険だよ」

　それより、とリオンは未いまだ立ち上る炎の方に目を向け、言った。

「俺たちも消火に向かおう」




　これが──。

　メルキアとバルアディス両王国──のみならず、大陸全土に影響を及およぼした波は乱らんの二つの中心として、数多あまたの歴史書に記しるされることになる、リオン・ミリスとカイ・フリューギア・バルアディスの、最初の邂かい逅こうだった。




　　　　　　　　




　消火活動は困難を極めた。

　リオンの指示で火災現場に向かったリュウカたちは、火に向かって虚むなしく少量の水をかけるバルアディス兵たちを見た。

　バルアディス兵──ライアールたちは、基地の敷地内にある井戸から水を汲み、それで消火を行おうとしていたのだが、人数が少なく、火を抑えられるほどの水をかけることができないでいた。

　もはや戦意などない彼らに、リュウカらは協力を要請し、手分けして消火を行うことにした。

　ライアールたちが水を汲み、それをリュウカたちが空から撒く──それを繰り返すことで、延焼は止められたが、消火にまでは至いたらない。

　このままでは第一宿舎が完全に焼け落ちるまで火事は止やまない……中に取り残された兵士たちは助からないと思われた。

　が──。

　基地に戻ってきたリオンが、すぐに指示を出した。

「もう敵の攻撃を受ける心配はない。ルガルはそのことをイヅナと、待機しているみんなに伝えてきて。全員、下の川から水を運んで、消火に当たるんだ」

　百人ほどの兵士たちが基地に集まった。

　中には、近隣の村から駆けつけた者もいた。

　ありったけの桶おけで川から水が運ばれ、人竜族によって上空から降ふり注そそがれた。

　やがて、出入り口にいたる通路が確保され、何人かの兵士が逃げ出してきた。

　ほぼ鎮ちん火かした時点で、救出が行われた。

　建物の奥にいて逃げられなかった者たちは地下牢に逃げ込んでいた。

　地下は完全な石造り。有毒な煙けむりも流れ込んでは来ず、牢に入れられていたメルキア側の間諜スパイたちも無事救出された。

　こうして──奇跡的に一人の死者を出すこともなく、火事は治まった。

　すでに、朝日が昇り始めていた。




　　　　　　　　




　気だるい空気が基地中に漂っている。

　皆まだ後始末をしているが、もう急ぐ必要がなくなったので、どこかのんびりとした感じだ。

　リオンとイヅナは、基地の広場からその作業の様子を眺ながめていた。先ほどまでは指示を飛ばしたりしていたが、もうその必要もなさそうだった。

「やれやれ、ようやく休めるかな」

「冗談ではありませんリオン様。やることは山積みです」

「だよねぇ……言ってみただけだよ」

　リオンは基地内の惨さん状じようを眺め回しながら溜息を吐く。

　焼け落ちた宿舎。破壊された防壁。バルアディス兵の捕虜に、捕らえた間諜スパイたち──報告すべきこと、修復すべきものが山ほどある。

　考えただけで面倒臭くなってきた。

「あの……」

　と、そこへ、二人のメルキア兵──ボリベーノ駐屯地の兵だ──に拘束されたバルアディス兵が話しかけてきた。

　大柄な中年男だ。先ほどまで鎧よろいをつけていたのだろうが、今は外され、シャツとズボンだけになっている。

「も、申し訳ありませんリオン少尉。止めたのですが、この者、勝手に」

「いいよ。──君は？　ずっと消火活動に手を貸してくれてたよね。助かったよ」

「と、とんでもない。私は、私の部下を助けたかっただけで──むしろ礼を言うのはこっちのほうです」

　男は自分を押さえる兵を無視して跪ひざまずく。かなりの怪力のようだ。これでは、男がリオンを殺すつもりだとしても、二人には止められないだろうとリオンは内心苦笑する。

「このライアール、どうやら仕つかえる主あるじを間違えていたようです。その結果がこのような有様。どのような扱いを受けても文句は言えません。が、その前に、真実を告げておきたいと思いまして」

「真実、か──それは、ラークロウ卿のクーデターがカイ王子の策略によるものだということかな？」

「ご、ご存じで」

「本人に確かめたからね」

「そうでしたか……」

「それより俺は、君に確かめたいことがある。ライアールと言ったね」

　リオンは、まっすぐに相手を見み据すえる。

「は、はい。なんでしょう？」

「この基地の前任の司令官……ビブロス・ビルナック少佐を殺したのは君か？」

「…………はい」

　どうして知っているのか、と問うこともなく、ライアールは静かに頷いた。

「命令したのはカイ殿下ですが、計画を立て、実行したのは私です。アリアンたちに命じて彼が乗った馬車をおびき出させ、崖から転落させて、岩を落としてトドメを……」

「分かった」

　リオンは彼の言葉を止めた。

「さっき──どのような扱いを受けても文句は言えない。そう言ったね？」

「はい。この場で処刑されようとも、仕方のないこと」

「分かった──ルガル！」

　リオンは不意に、焼けた木材の片付けをしていたルガルを呼んだ。

「なに？」

「彼がライアールだそうだ」

「っ！」

　ルガルは息を飲む。

　彼女もリオンと一緒に、スタン曹そう長ちようからその名を聞いているのだ。

　銀灰色の髪と尻尾しつぽの毛を逆立てて、ルガルはライアールを睨みつける。

「ルガル。君に彼の身み柄がらを預ける。処分については、君が決断を下すといい」

「え……？」

　しかし、続いて放たれたリオンの言葉に、ルガルは驚き、視線を転じる。

　リオンの隣に立っていたイヅナも、不可解な表情で、

「どういうことです、リオン様？　捕虜の扱いは中央が決めること。一基地の司令官に権限はありません。ましてやルガル様には──」

「そうよ。たかだか曹長にそんなことを決められるわけないじゃない」

「それはメルキア王国軍のルールだろ」

「それがどうかした？」

「君はメルキアの軍人である前に人狼族だ」

　リオンの言葉に、ルガルは息を飲む。

　それは、ずいぶん前に交わした会話だ。

　──人間と獣人種は違う。

　そう言い放ったリオンの言葉は、未だにルガルの腹の底のほうに澱よどんでいた。

　忘れてしまおうと、そう思いかけていたのに、彼はなぜこんなタイミングで思い出させてくるのか。

「……だからなんだっていうのよ」

「あのときアリアンが言ってたことが気になって調べてたんだよ。人狼族には、身内や大切な者を殺した敵は自らの手で殺すべし、という決まりがあるんだね。他人の手に復ふく讐しゆうを委ゆだねることはすなわち、その大切だった相手との繫つながりを、自ら捨てることだと。だから君たちは、ビルナックを殺した人間に復讐することにこだわってたんだ」

　ルガルは、否定も肯定もせず、まっすぐにリオンを見つめたまま彼が連ねる言葉を聞く。

「完全に理解できたわけではないけど、この復讐の考え方は、人狼族の祖そ先せん崇すう拝はいと深く結びついていると俺は思った。騎き馬ばを操り、戦いながら生きてきた人狼族は、自分たちの歴史を、その戦いの連なりの中で築いている。それは、メルキア軍が、秩ちつ序じよを維い持じするために捕虜の扱いを定めているのと同様──あるいはそれ以上に重要な決まり事だ」

　俺は、とリオンは、以前彼女に告げた言葉を繰り返す。

　あのときは、まだ伝わらなかっただろう言葉を。

「人間と獣人種は違うと思っている。それは何も、耳の形が違うとか、尻尾があるとかないとか、そういう外見的な話じゃない。メルキア人とバルアディス人の考え方が違うように、あるいは人それぞれのものの見方が違うように、それぞれ、違う文化を築きながら生きてきたという意味でだ」

「あ……」

「それをね、無理やりメルキア軍に組み入れて、全部同じように扱うってのは、これは一見平等に見えるけど間違っている。それじゃ君たちはメルキア人になるために頑がん張ばらなきゃいけないし、俺は君たちをメルキア人にするために頑張らなきゃいけなくなる」

　頑張るのは嫌いだ、とリオンは言う。




「だから俺は──頑張らないために努力をしようと思う」




　リオンはライアールをちらりと見ながら告げる。

　ライアール自身は、自分の運命が決まるこの会話を、静かに聞いていた。

「ビルナックを殺した彼の扱いは、人狼族のルールに照らすなら、俺より、ましてやメルキア軍事法ほう廷ていなんかより、君たちが決めるのがふさわしい。否──そうしなければいけない。そうだろう？」

「だから……軍のルールを曲げるっていうの？　私たちのために？」

「うん」

「それであなたが、代わりに責せきを負おうかもしれなくても？」

「しれなくてもだ」

「…………」

「なぁに、そこはまた努力のしどころさ。いくらでも、言い逃れする手はある」

　リオンは気楽にそう言う。

　が、実際のところ、そう簡単にはいかないだろう。

　今、これだけの人数の目撃者がいる。この場で部下による捕虜の「私刑」を容認したとあれば、処罰は免まぬかれない。除じよ隊たい処分だけでは済すまないかもしれない。

「──分かったわ」

　ルガルは意を決したように頷いた。

　それからライアールの正面に立つと、腰に提さげた剣を抜きはなった。

　朝日に、銀の刀身がギラリと光る。

　気づけば、彼女の周りには、他の人狼族も集まっていた。

　ルガルはライアールに話しかける。

　それはどこか儀式めいた口調だ。

「汝なんじ、名は？」

「……ライアール。ルース・ライアール大尉だ」

「汝、我が同はら胞から、ビブロス・ビルナックを殺し、その身体からだを肉となし、その魂たましいを霊となしたこと、事実なりや？」

「……ああ、その通りだ。私が、ビルナックを殺した」

「ならば我、汝の身体を肉となし、その魂を霊となし、始し祖そよりの戦の列に加えん。されば我らと汝ら、ともに同じ道にたち、志こころざしを同じくするときも訪れよう」

　ルガルのその言葉を聞いて、リオンは、なるほどと思う。

　人狼族のこの行為は、敵同士が遺い恨こんを晴らし合うことで戦いを終わらせる儀式でもあるのだ。

　戦いの中で死ぬということは、つまり敵の手によって祖霊となるということだ。

　だからこちらも、同じように敵を祖霊とする──自分たちの側の死者と同列にする。

　そうすることで生者たちも同列となり、対立関係は解消される。

　おそらくこの儀式は、厳しい生活環境で争うことの多かった人狼族が、部族同士の争いを強制的に終わらせるための手段だったのだろう。

　そうしなければ、人狼族そのものが絶たえてしまうから。

　アリアンが言うような、野や蛮ばんな風習などではない。

「汝──旅たび路じにて、祖霊と出会わんことを」

　ルガルが剣を一層高く掲げ、刀身がきらめく。

　周りで遠巻きに見守っていた者の中には目を背そむける者もいた。

　リオンは目を逸そらさなかった。

　ライアールは、その瞬間だけ目を閉じたものの、微び動どうだにせず、地面に座ったまま、その宿命を受け入れようとしていた。

　勢いよく振り下ろされた剣が、鈍にぶい音を立て、地面へと落ちる。

　そして──。

「…………あ？」

　ライアールは恐る恐るといった様子で目を開ける。

　剣が振り下ろされたはずなのに、未だ意識が途と切ぎれないことを変に思ったのだろう。

　剣は──ライアールの袖口を掠かすめ、彼の身体を傷つけることなく地面に切っ先をぶつけていた。

　ルガルは剣をおさめると、ライアールに向けて告げる。

「これで人狼族としての私と、あなたの間の遺恨は消えたわ。けど、メルキア軍の処罰は別。捕虜として、うちの司令官に身を委ねなさい」

「あ…………」

　ライアールは茫ぼう然ぜん自じ失しつとして、ルガルの姿を見上げるだけだ。

　当然だろう。最前まで、もう自分は死ぬものだと覚悟していたのだから。

「……いいのかい、ルガル」

「いいのよ」

　リオンの問いに、ルガルはさっぱりした様子で言う。

「私は確かに、メルキア軍人である前に、人狼族よ。人狼族はこうして、復讐儀礼によって戦いを終わらせてきた歴史がある。その考え方は、今でも私たちの心の底にある大切なものよ」

　けど、とルガルは自分の仲間を見回す。

　人狼族たちは、彼女に同意するように頷く。

　ルガルはリオンを見て、




「人狼族である前に、私たちはあなたの部下よ、リオン」




「………………ありがとう」

　リオンは短く礼を述のべた。












「それにね」

　とルガルは続けて言ってくる。

「今でも復讐儀礼の習慣は残っているけど、大たい抵てい、本当に殺すことはないわ」

「へ…………？」

「だって、もう人狼族はあちこちに分散して生活しているし、人狼族同士で争うことなんてほとんどないもの。儀式として、今みたいに剣を振って終わり。そのあとはその土地のルールに従うのが普通よ」

「あ……そうなの？」

　はぁああ──とリオンは盛大に溜息を吐いた。

「結構いろいろと覚悟してたんだけどなぁ……軍を馘くびになったらどうしようとか、死刑とか言われたらどこに亡命しようとか」

「冗談ではありません」

　イヅナがぱたぱたと尾を揺らしながら言ってくる。

「せっかく昇進試験に合格し、『アリ地獄基地』とはいえ、一基地の司令官となったのですから、もっともっとリオン様には精しよう進じんしていただきます」

「えーもういいよ。正直今回の件でわりと手いっぱいだったし」

「だった、ではありませんよリオン様。むしろ、これからが大変です。事後処理が山ほどありますし、お父上のクーデターに伴うラークロウ辺境領のゴタゴタもどうにかしませんと」

「──いやだあああああああああぁぁぁぁああああ！」

　あまりの面倒臭さに、リオンはその場でゴロゴロ転がりだす。

　その光景を、イヅナも、ルガルも、他の部下たちも、ボリベーノ駐屯地の兵たちも、ライアールすらも白い目で見ながら、心の中で同じことを思った。




　──この男は本当にやる気なし司令官だ……。










　その後の経けい過かを簡単に述のべておこう。




　ラークロウ辺へん境きよう伯はくはクーデター失敗の後、王都郊外にある孤島の牢ろう獄ごくに幽ゆう閉へいされた。

　国王の弟であること、また目的や協力者を探りたいという軍の意い図とがあったことが、即時死刑という処分を免まぬかれたのだろう。

　この後、彼が生きていたことが、メルキア王国の歴史にどう関わるのか──それについては別べつ稿こうに譲ゆずることにしよう。




　領主不在となったラークロウ辺境領を受うけ継ついだのは、ラークロウ卿きようの長男ブリストルであった。

　本来ならば、クーデターを起こした人物の家族はともに処断されてもおかしくないのだが、先の事情から、ラークロウ辺境伯は名目上「審しん議ぎ中ちゆう」の扱あつかいを受けていた。そのため、十人いる彼の息子むすこたちが何らかの責せきを負おうことはなかった。あるいは「国王の甥おいに当たる」というその立場が幸いしたのかもしれない。

　新たにラークロウ卿となったブリストルは、戦功によって国王から下か賜しされたズダニア地方を治める、評判の良い領主だった。

　彼は本領発はつ揮きとばかりにその手腕をふるい、辺境領の混乱を即座に収めたのだった。




　ラークロウ辺境伯のクーデターと連動して起きた──当時はまだそれは明らかになっていなかったが──バルアディス軍によるバルダ谷基地攻撃の指揮官であるルース・ライアール大たい尉いと、間諜スパイとして彼の元で働いていたスタン曹そう長ちようら数名は王都へと運ばれていった。

　彼らの存在もまた、のちのメルキア王国の歴史に欠くことができないのだが──これも別稿に譲ることにする。




　最後に──バルアディス軍による攻撃を受けた『アリ地じ獄ごく基地』ことバルダ谷基地のその後の様子を眺ながめることにしよう。




　　　　　　　　




「美う味まい！　これは美味いよラビナ！」

「…………どうも」

　リオンの絶ぜつ賛さんの声に、ラビナ・ラビナはぼそりと呟つぶやいた。

　逸そらされた顔は無表情だが、兎うさ耳みみがいつもより早く動いている。ほんのわずかだけ照れている──ように見える。見えないこともない。

「本当、美お味いしい……」

　と、しみじみといった感じで頷うなずくのはルガルだ。

「あ、でも、私のとリオンのとは、別のメニューなのよね？　似てるけど」

「そう……」

　こくん、とラビナは頷く。

「味覚……は、それぞれの種族で、違う、から。材料は同じ、でも、味付けによって、合わせることが、できる」

　珍めずらしく長いセリフを口にしたあと、ラビナは俯うつむいた。やはり照れているようだ。

　リュウカとニャウリン、ライム、イヅナも一緒にラビナたちが作った食事──シチューを口にしていて、美味しい美味しいと言っていた。

「決まりだね」

　リオンが言う。

「ラビナたち人じん兎と族ぞく部隊には、基地のみんなの食事を作ってもらう。いずれは食料品の確保なんかも任まかせようと思う。輜し重ちようは軍の重要な役割だ。お願いできるかな？」

「…………わかった」

　ラビナは、他の人兎族のみんなと顔を見合わせてから、頷いた。

　どことなく嬉うれしそう──に見える。多分、喜んでいると思っていいのだろうとリオンは考えた。

　食堂──ではなく、基地の広場にテントを張って設置した仮の食事場である。

　基地の再建と、安定した生活環境の確立が当面の課題だった。

　現在、火事で焼け落ちた宿舎──一階が食堂になっていた──と、東の山中に建っていた物もの見み櫓やぐらの再建も進めている。こちらは、ライムたち人じん羊よう族ぞくが手がけている。人手の足りない部分は、近所の村から人を雇やとってまかなっていた。

　リュウカとニャウリン、ルガルたちには、訓練を兼かねて、その護衛にあたってもらっている。バルアディスがまたいつ攻めてくるかも分からないからだ。

「いやー、俺おれ、最近働きすぎじゃないかな？」

「何を仰おつしやいます。実務はほぼ私がしているではありませんか。リオン様は時々口を挟はさんでくるだけで」

「いやいやいや！　みんなが『これどうするの～しれいかぁん』って泣きついてくるから、優しくアドバイスしてあげてるんじゃないか」

「わ、私そんな口調じゃないわよ！」

「別にルガルのこととは言ってないよ」

「うっ……」

　と、そんな会話を交かわしているところに、下の村から郵便が届けられた。

　一日に数回、農作業で近くに来るついでに、村人が持ってきてくれるのである。

「また報告書を送れって？」

　ほとんどは王都からのものだ。

　リオンが──実際にはイヅナが書いているのだが──今回の戦いに関する報告書を送っても、やれここが分からないあそこが不ふ明めい瞭りよだ、もっと具体的に書けと、何度も何度もやり直しを命じてくるのだ。

「まるで性格の悪い家庭教師だ」

「よく言うわ。どうせあんたの場合、窓から逃げ出してサボってた口でしょ」

「まあそうなんだけどさ──ん？」

　と、リオンは、その中に、雰ふん囲い気きの違う手紙を発見する。

　公式文書ではなく、私信のようだ。

　立派な封筒に入れられ、ラークロウ辺境伯の紋もん章しようの封ふう蠟ろうがしてある。

　送り主は──。

「兄あに貴き殿どのじゃないか」

　新しくラークロウ卿となったブリストル──リオンの異母兄だった。

　封を切り、中身を取り出す。中には便びん箋せんの他に、さらに封筒が入っていた。

「なんだなんだ？」

　リオンはとりあえず便箋に書かれた文章を読む。




　よぉリオン、久しぶりだな。まさかお前がまともに基地の司令官になるなんて思わなかった。真ま面じ目めに働けよ。何しろそこは俺の領地なんだからな。

　で──さっさと本題に入るが、俺がラークロウ辺境伯として、親父おやじの執務室を使うことになったんだが、そこに、お前宛あての手紙を発見した。ひょっとして新しい企たくらみごとの証拠かとも思ったんで、悪いが中身は改あらためさせてもらった。けど、ま、特にそういうもんでもないようなので、お前に送ることにする。

　親父はあんなことになっちまったが、まあ、まだ死んだわけでもない。そのうち運が良けりゃ会えるだろ。お前は会ったことがないから知らないだろうが、親父はボリベーノの土産みやげ屋やで売ってる甘かん味みが好きだから、持ってくと喜ぶぞ。じゃあな。

　追伸。そのうちお前の基地に視察に行くから、酒を用意して待ってろ。




「な、なかなかすごい文章ね。領主とは思えない……」

「兄貴殿は相変わらずだよ。飾かざるってことを知らないんだ」

「ブリストル様も、リオン様に言われたくはないでしょう」

「ほっとけ……で、これがその、親父殿の手紙ってわけか」

　と、リオンは便箋と一緒に入っていた封筒を手に取る。

　ブリストルの手紙にある通り、封は開けられていた。

　中には、やはり便箋が入っている。

「さて……何が書いてあるのかな」

　リオンは父親からの手紙を読む。




　この手紙をお前に届けることは叶かなわぬかも知れぬ。

　しかし、私の真意の証あかしとして、あるいは事実を知る者を残すために、記しるしておこうと思う。

　ずっと私は、この国はこのままでは駄だ目めだと考えていた。

　古こ色しよく然ぜんとした貴族制と、根深い獣人種への差別が残り、いくら軍制ばかり隣国を真ま似ねて強化したところで、人々の意識が変わらねばどうにもならぬだろう。

　三年前、私は隣国バルアディスの第十三王子カイ・フリューギア殿でん下かとお会いした。

　カイ殿下は私の考えに同意してくださったのみならず、陰かげながらの援助を約束してくださった。

　そして先日、カイ殿下の使者が訪れ、転てん機きを私にもたらした。

　兄──国王陛へい下かが病気で私し邸ていに退しりぞき臥ふせっていること。その際に乱心あそばされたためか、獣人種を強制的に労役に就つかせ、北方山地の開拓を進めるための王令を発布しようとしていること──。

　私は、やむなく決起することとした。

　たとえ成功せずとも、私の意志だけは、兄上に伝わらんことを強く願うのみである。

　さて──。

　心残りは、ビルナックに託たくした子供たちだ。

　皆、メルキアの各地で謂いわれなき差別を受けてきた者たちである。

　幸い、ビルナックの後任にはリオン──お前を就けることができた。後にも先にも、私が賄わい賂ろというものを使うのは一度だけだろう。そうありたいものだ。

　リオン。会ったこともない父の願いを聞き届ける義務などは、お前にはない。

　だが、おそらくこれは、お前にしか頼めないことだと思う。

　どうか──。

　その小さき『家』に集つどう、弱き者たちを、守ってやってほしい。


──ルスト・バーン・ラークロウ・メルキア






「……なるほどね」

　リオンは苦笑しながら便箋をたたみ、封筒にしまった。

「全部、親父殿の企みだったってわけだ」

「ラークロウ卿が……」

「そうだねルガル。どうやらビルナック司令だけでなく、親父殿も、君たちの積極的な援助者だったってわけだ」

「どうするのです、リオン様？　お父上から何かを頼まれたことなど、初めてではありませんか」

「んー、ま、そうだね。けど──親父殿の言う通り、俺にはそれを聞き届ける義務なんてないんだよなぁ」

　言いながらリオンは席を立つ。

　見回せば、こぢんまりとした基地の建物が並ぶ。

　その周りは山である。

　どこかで鳥が鳴いている。軍施設とは思えない、穏おだやかな雰囲気だった。

「それに、俺に君たちを守ることなんてできないよ。君たちはそれほど弱くないし、俺はそんなに強くない。けど──」

　リオンはルガルを、リュウカを、ニャウリンを、ライムを、ラビナを、そしてイヅナを見て、頭をかきながら言った。

「せっかくこんな、頑がん張ばらなくていい基地の司令官になったんだ。ここで、もっともっと楽をして暮らせるよう、もうちょっと努力しようと思う。だからみんな──手を貸してくれるかな」

　皆は、それぞれにリオンの名を呼び、敬礼してみせる。

　まるで揃そろっていない、軍隊とは思えないそれに、リオンは満足そうに笑った。




　こうして──。

　のちに、メルキア王国の歴史上、最も有能と謳うたわれることになる司令官リオン・ミリス。

　メルキア史上初めて、公の歴史書に名が記された獣人種と言われる彼の部下たち。

　俗ぞくに「獣娘小隊」と称される彼らが歴史の表舞台に顔を出す、その第一歩は刻まれたのだった。





了











　　　　　あとがき






　メルキア王国史上もっとも有能とされる指揮官リオン・ミリスと、公式に初めて名を残した獣人種部隊──獣娘小隊の活躍を描く物語をお送りします。今回は、リオンが司令官となり、獣娘小隊が形成されるまでを追いました。彼らの今後の功こう績せきを考えれば、これはその端緒にすぎませんが、それでも彼らの特異さが分かるのではないかと思います。歴史書で有能と語られるリオンが、実はどれほど「やる気なし」だったか──その「人間くささ」が伝われば嬉しいです。

　本作は「ある人物」が書き残した手記を小説として再構成したものです。手記はかなり緻ち密みつに書かれており、当時の出来事を詳くわしく知ることができました。「ある人物」が誰かは秘密にしておきます。いずれ明かすこともあるかもしれません。

　何度も何度も見捨てずにプロットのやりとりをしてくださった担当様、メルキアとバルアディスの歴史が感じられる素晴らしいイラストを描いてくださったkona様、そしてこの本を手に取ってくださった読者の皆様に感謝を。

　リオンに倣ならって三み門かども「頑張らないための努力を惜しまず」また物語を綴つづっていきたいと思います。ではでは。
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